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　イラスト／ｐａｋｏ






魔法使いと神隠し




　　　　１




〈魔ま法ほう使い派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　古めかしい、銅の看板だった。


　丁てい寧ねいに磨みがかれてはいたが、浮うき彫ぼりの文字は大分かすれている。伸のびた蔦つたに絡からまれていることもあって、少し離はなれると、看板そのものが見分けられなくなりそうだった。


　もっとも、離れるほどのスペースは近くにない。


　商店街のビルとビルの間──やっと人ひとりが入れるかという、狭せまい路地裏の壁かべに、その看板は嵌はめ込まれていたのだ。


　そして、その路地の奥では、何かの間ま違ちがいみたいにできた空き地へ、小さな西洋屋や敷しきがそびえている。


　翔しよう子こにしてみれば、雷かみなりの落ちたぐらいの衝しよう撃げきだった。


「ほ、本当にあったんだ……」


　思わず、身体からだ中から力が抜ぬける。


　祖父の荷物から住所を見つけたものの、きっとジョークグッズのようなものだろうとも思っていたのだ。一いち縷るの望みを託たくした今日だって、やはり心底から信じてはいなかった。


　だけど、今確かに、看板と屋敷はここにあった。


　ばかりか。


　がらりと、玄げん関かんからひとりの少年が現れたのだ。


「ふわぁ～ぁあ……や、やっと全部穂ほ波なみの宿題が終わった……」


　年ねん齢れいは、翔子と同じ十六歳ほど。


　なにやら、もごもごと呟つぶやきながら、げっそりとこけた頰ほおを押さえている。どちらかといえば情けない感じの男の子で、どこのクラスにもひとりはいるような、おどおどした雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


　しかし、これまた普ふ通つうの少年ではなかった。


　上から下までのスーツ姿もさることながら、その右目に、大きな黒い眼帯をしていたのである。


　普通に病院で渡わたされる品ではなく、漆しつ黒こくの革かわと金属でできた、まるで昔話の海かい賊ぞくがしているような眼帯だった。


（だけど……）


　まったく別のことに、翔子は啞あ然ぜんとしていた。


　ぱくぱくと口を開き、なんとか平静を取り戻もどして、俄が然ぜん強気に歩み寄る。


「──伊い庭ばくん！　何してんの、ここで！」


「へ？」


　きょとんと眼帯の少年が振ふり向く。


　丸みを帯びた左目が、ますます丸くなって──それでも、かくかくとうなずいた。


「あ、あ、あ……功刀くぬぎさん?!」


　少年の名は、伊庭いつき。


　翔子が委員長を務めているＤ組の生徒──要するに、クラスメイトだったのだ。


「あ……まさか伊庭くん、ここでバイトしてるのっ？」


「え、いや、その、まあ……そんなもんなんだけど」


　あわあわと、たじろいだ少年が無意味に両手を振る。


　そんなところも、クラスでの様子と変わらなかった。なにしろ、あだ名が「ドラえもんで気絶した男」である。幼よう稚ち園えんの頃ころ、『のび太の魔界大冒ぼう険けん』で気絶したということだが、臆おく病びようというかなんというか、とにかく押しが弱い。クラスに厄やつ介かい事が持ち上がると、まず生いけ贄にえになるのがこの少年だった。


　それでも、翔子は失望せず少年を見み据すえた。


　どの道、もうほかに頼たよるあてなどないのだ。


（うん……）


「考えようによっては、ちょうど良かったかも。伊庭くんだったら、噓うそついたってすぐに分かるしね」


「な、なにが？」


「何がって──ここ、そういう会社なんでしょうっ？」


　むむ、と睨にらみつけて、翔子は用件を切り出した。


　制服の胸ポケットへいれていた名めい刺しを取り出し、必死の思いで突つきだす。


「この名刺を頼りに、魔法使いを貸してもらいにきたの！」


　昼下がりの陽光に、名刺の表面がきらめいた。


　水すい晶しようの透すかしが入った──翔子が大事そうに持った名刺には、こう書かれていたのである。


　さきほどの看板と同じ文句が、セピア色の文字で。





〈魔法使い派遣会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　　　　２




　人が思うより、少しだけ世界には魔ま法ほうが多い。


　人が思うより、少しだけ世界には神秘が多い。


　ほとんどただの高校生・伊庭いつきがそれを知らされたのは、もう九ヶ月以上も前のことになる。


　その際、いつきはある会社の社長へと、勝手に祭り上げられてしまったのだった。


　──魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉。


　表向きは占うらない師やオカルトライターの派遣会社だが、その実、世界各地から『本物』の魔法使いを集めた組織である。もっとも、それなりの栄えい華がを誇ほこっていたのは昔の話で、今は社員がひとり抜ぬけふたり抜け、なんとか破産を免まぬかれているという寸法だ。


　必然、即そく席せき社長となったいつきは、ひいひい言いながら、低空飛行の〈アストラル〉を支えているわけなのだが──





「──本当に、伊庭くんって社長なの!?」


　思わず声に出してしまった翔子へ、


「ええ。いろいろあって、去年の初夏あたりから頑がん張ばってもらってます」


　こくりとうなずいたのは、事務所のテーブル越ごしに座った青年──〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長・猫ねこ屋や敷しき蓮れんだった。


　いつきよりも、頭ひとつ高い。いぶした灰色の髪かみをしており、切れ長の目と整った鼻び梁りようはかなりの美形といってもよかろう。肩かたからかけた平安風の羽織と扇せん子すも──風変わりながら、独特の雰ふん囲い気きに似合ってはいる。


　が、その身体からだにまとわりついた名前通りのものが、それらの美点を台無しにしているのだった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃ」


「にぃ～～～～～あ」


　ちょうど四匹ひき、黒、白、三毛、ぶちの猫ねこたちである。それぞれ高く低く鳴き声をあげる様子は、さしずめ猫の四重奏カルテツトだろうか。


「ああ、今日も猫たちの鳴き声は素す晴ばらしい！　まさに神域。一いつ聴ちよう即そく菩ぼ提だい。久く米めの仙せん人にんも転げ落ちる美声！　いやいやこの声で堕だ落らくしたなら仙人も悔くやみますまい！　心どころか魂たましいまで猫に捧ささげて、何の悔いがあるものか！」


「……あの、猫屋敷さん。話聞いてますか？」


　高らかに猫賛歌をうたいあげる猫屋敷へ、一応いつきが釘くぎを剌さした。こちらは青年の隣となりの椅い子すで、申し訳なさそうにちょこんと座っている。


　……やっぱり社長とは思えない。


（……伊庭くんなんだなあ）


　苦く笑しようして、翔子は少し安心した。


　魔法使い派遣会社なんていうと人外魔境の異世界を想像していたのだが、どうやら自分と同じ、普ふ通つうの人間の会社らしいと、そう素直に思えたのである。


　そして──今回の事件を思い出し、暗い顔になった。


「功刀さん？」


　いつきが、眉まゆをひそめる。


　翔子の変化に気が付いたのだ。


「あ、いや、ちょっと……思い出しちゃっただけ」


「神かみ隠かくし、でしたよね」


　これは、猫屋敷が口にした。


「うん」


　翔子が、目を細める。


　彼女の住んでいるのは、布ふ留る部べ市から少し外れた山の裾すそ野のだった。


　僻へき村そんといってもよい、閑かん散さんとした土地である。主要な鉄道の路線からも離はなれ、いつきと同じ学校に通うだけで往復二時間が潰つぶれる場所だった。その分、屋敷は大きかったが、父と母が死んだ今、祖父とふたりだけで過ごすには、いかにも大きすぎる家でもあった。





　その夕暮れ時、翔子は学校からの帰りで、いつもより少し遅おくれていた。委員会の帰りに友人と喫きつ茶さ店てんに寄って、バスに乗り遅れてしまったのだ。


　言い訳を考えながら、


「ただいまあ」


　と、玄げん関かんの扉とびらを開いた。


　刹せつ那な。


　大量の漆しつ黒こくの影かげが、廊ろう下かから飛び出した。


「──きゃっ！」


　顔を覆おおう。


　しかし、影は翔子には襲おそいかからなかった。


　ばさばさばさばさ。


　ばさばさばさばさ。


　ばさばさばさばさばさばさばさばさ！


　耳みみ障ざわりな音だけを残し、影たちは夕ゆう闇やみへと飛び散っていく。


「え……？」


　鴉からすだった。


　どこから現れたのかというほどの大量の鴉が、屋敷から飛び出していったのだ。屋敷の廊下はおびただしい羽根にまみれ、どこもかしこも爪つめと嘴くちばしの傷きず跡あとで埋うめ尽つくされていた。


「…………！」


　急に、翔子は怖こわくなった。


　驚きよう愕がくが冷たい恐きよう怖ふに変わり、胃の腑ふまで落ちるのを感じた。


　あわただしく靴くつを脱ぬぎ、つまずきそうになりながら、羽根だらけの床ゆかを走る。


　その感かん触しよく。


　その悪あく臭しゆう。


　むせると同時、喉のどから吐はき気けがこみあげる。


　しっかりとした檜ひのきの床が、今ばかりは腐くされて踏ふみ抜ぬきそうに思えた。羽根じゃなくて腐った泥どろか──考えたくもないけれど、死体でも踏みつけていくような気分だった。住み慣れた屋敷は、すでに異界でしかなかった。


　ばさばさばさばさ！


　また、鴉が飛んだ。


　け────っ！


　け────っ！


　どこかで、たくさんの鴉が鳴いた。


「────！」


　翔子は、固く目をつぶっていた。


　祖父の名を叫さけびながら、ほとんど泣きじゃくりながら、屋敷中のふすまと障子を開いていく。ひとつふたつと、開かれるたびに風が吹ふき抜け、屋敷を蹂じゆう躙りんした。


　だが。





　──屋敷には、誰だれもいなかった。





　ガタン、と派手な音が〈アストラル〉事務所にこだました。


「だ、だだだだだ、誰もいなかった!?」


　床に落ちたいつきが、血相を変えて、わたわたと手を振ふった。安物の椅子から転げ落ちたのである。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ、伊庭くんっ？」


　慌あわてて翔子が立ち上がりかけるが、これは本人が制した。


「……い、い、いやいや、ちょちょ、ちょっと驚おどろいただけだから」


　なんとか体てい裁さいをとりつくろい、いつきがひきつった顔で椅い子すに戻もどる。


「は、話の、続きを」


　と、促うながした。


「……う、うん」


　翔子も、うなずいた。


　駐ちゆう在ざいさんを呼び、捜そう索さく願ねがいを出して丸一日経たっても、祖父は帰っては来なかった。


　あるいは、それだけなら、単なる失しつ踪そうということになったかもしれない。少なくとも、魔ま法ほう使つかいを借りようとは思わなかったろう。しかし今回の場合、失踪直後の、最後の現象こそが問題だった。


「見たんだ。……ううん、聞いたんだ」


　と、翔子が視線を落とした。


　誰もいないと悟さとり、山を振り返ったときだ。


　赤く、禍まが々まがしく、燃えるような夕ゆう映ばえ。


　山の稜りよう線せんが緋ひ色いろに飾かざられ、世界が不ふ吉きつな空気に息づく瞬しゆん間かん。


　そんな中、それは嗤わらっていたのだ。姿も見せず、影も落とさず──しかし、確かにけたたましい笑い声をあげて、山を登っていったのだ。


「……ずっと前に、お爺じいちゃんが言ってた。山で笑い声を聞いたとき、誰かがいなくなったなら、それは神かみ隠かくしだって」


　まだ、鼓こ膜まくにその笑い声がこびりついているというように、翔子は耳を押さえた。


　耳を覆おおった白い手が、小刻みに震ふるえていた。ずっとずっと、その震えがおさまらないというようでもあった。


　その手に、そっと温かいものが触ふれた。


　顔をあげると、それは白い猫ねこの手だった。肩かたに乗った小さな猫の手首に、よい香かおりのする人間サイズの輪リングが引っかかっていたのである。


「これ……って……」


　翔子が目を瞬またたく。


　どうやら、木の枝を編んだ、手作りの腕うで輪わのようだった。


　不思議に心の落ち着く香りがする腕輪で、翔子の恐おそれさえも、その香りの前では和やわらいでいくのを感じた。


「トネリコとリンデンの枝で編んだ腕輪ですよ」


　と、猫屋敷が答えた。


「うちの西洋魔術課で使うハーブなんですけどね。特にリンデンは女の子への効用で知られた聖樹で、発はつ汗かん作用、鎮ちん静せい効果がありますし……魔術の護符タリスマンにも使います。あなたにさしあげますよ」


「私……に？」


「ええ」


　問い返した翔子へ、猫屋敷は優やさしく微笑ほほえんだ。


　それから、


「大丈夫」


　と、柔やわらかくうなずく。


「だからここに来たんでしょう？　〈アストラル〉に、魔法使いを貸してもらいに。──だから大丈夫」


　誰もがほっとするような、心底から相手を案じていると分かる笑みだった。


　だから……翔子の震えも、いつしか止やんでいた。


「あ……あ、ありがと」


「──えと、お爺さんは……先代の頃ころに、うちのお客だったんだよね」


　これは、いつきが訊きいた。


「うん」


　翔子がうなずく。


　骨こつ董とう好きの翔子の祖父は、かつての〈アストラル〉からも品を買い上げていた。そんな祖父の荷物を整理していたとき、〈アストラル〉の名めい刺しも見つかったのだという。


（……だったら）


　と、青ざめた顔で、いつきも思う。


　かつての〈アストラル〉と親交があったほどの人物の言うことならば、ただの迷めい信しんとも考えにくかった。


　神隠し。


　人が突とつ然ぜんいなくなる、という魔的現象。


「さて。山や森がらみの呪じゆ波は汚お染せんだと、本当は穂波さんの方が専門なんですが……」


　猫屋敷の眉まゆが、かすかに曇くもった。


「え？　穂波、どうかしたの？」


　振ふり返ったいつきに、ぼそぼそと猫屋敷が耳打ちする。


「……ほら。〈アストラルうち〉の借金返済を待ってもらうかわりに、〈協会〉支部へもう派遣レンタルされてるじゃないですか……」


「あわわ。じゃあ、隻せき蓮れんさんが山ごもりで、みかんちゃんが遠足中だから、今うちで仕事できるのって──」


「私と、社長と……」


　もうひとり分、名前が空気に溶とけた。


「伊庭くん、どうかした？」


　首を傾かしげた翔子が、こちらを見ている。


「あ、いやいやいや、何でもない！」


「えっと、じゃあ、どんな魔法使いを借りれば──」


「──ええと、その」


　困った風に、いつきが瞬まばたきする。


　と──その首が急に天てん井じようを向いた。





「あの……あたし、その依い頼らいを手伝わせてもらってもいいでしょうか？」





　と、声がかかったのである。


　ただし、翔子はきょとんとしたままだ。


　いつきと猫屋敷にしか聞こえない『声』だった。


　そのふたりにしか見えない──半はん透とう明めいの少女が、事務所の天井をふよふよと浮ふ遊ゆうしていたのだった。





　　　　３




　翌日。


　分厚い冬の雲に覆おおわれた、山の中腹だった。


　この時期の山は、ひどく硬かたい印象がある。冷たい空気が土も樹きも凍こおらせ、普ふ段だんなら豊ほう潤じゆんな生物の気配さえ、内に閉じこめてしまったような感覚。昔の人々は、そんな山の風景に、神の眠ねむる姿を想起したのだった。


　一時間に一本きりのバスが砂すな煙けむりの向こうへ遠ざかってから、いつきと猫屋敷は山のてっぺんを見上げた。


　ぶるり、と自分の肩かたを抱だいていつきが呟つぶやく。


「えと……笑い声があったっていうのは……こ、このへんになるのかな？」


「もう少し上だそうですねえ」


　明らかにおじけづいている少年へ、猫屋敷があっさり告げる。


　あげく、追い打ちまでかけた。


「──昔は、それなりに霊れい的てきな歴史があった山みたいなんですけど」


「れ、霊的ぃっ？」


「ええ。記録では、大正ぐらいまで神かみ隠かくしっぽいこともいくつかあったようで」


「…………っ！」


　声も出ないいつきに、猫屋敷がマイペースに話を続ける。


「多くは、低位の呪波汚染が引き起こす天災みたいなものですけど……地方によって、その姿は大きく形を変えます」


　山の地面に落ちていた葉を、長い指がそっと拾った。


「たとえば……天てん狗ぐとかもそうですね」


　黄色く変色した大きな枯かれ葉は、奇き怪かいな人の手のようにも見えた。


　ヤツデの葉であった。


　鴉からすと、天狗。


　偶ぐう然ぜんというには、近しすぎるだろうか。


　それから、すぐそばのケヤキへと、猫屋敷は視線を移した。


「黒くろ羽はさん、上から見た感じはどうです？」


「……あ、はい。一通りまわってみたんですけれど、ぱっと見では何もなかったです」


　と、そのケヤキの上から返事があったのだ。


　普通の人間が見れば、一枚の地図が宙を浮ういているだけにしか見えないだろう。


　だが、猫屋敷といつきには見えた。


　腰こしまでなびいた、極ごく上じようの墨すみを思わせる黒くろ髪かみ。どこか猫ねこにも似た、くりくりと大きな瞳ひとみ。はつらつとした雰ふん囲い気きは、曇くもった冬山にあってさえ、少女を華はなやかに彩いろどるようだった。


　──たとえ、その姿が半透明でも。


　黒羽まなみ。


　そういう名の幽ゆう霊れいである。


　魔法使いたちは、その在り方を霊エーテル体という。さる事件から彼女を〈アストラル〉へ誘さそったのが、いつきだった。


「ふむ。黒羽さんが何も感じないとなると、少し厄やつ介かいですね。山ひとつがそのまま捜そう索さく範はん囲いになってしまいます」


　猫屋敷の眉み間けんが、かすかに曇る。


「ごめんなさい」


「いえいえ、黒羽さんのせいじゃないですし」


　猫屋敷がひらひらと扇せん子すを振ふると──不意に、隣となりのいつきが別のことを尋たずねた。


「そういえば、今回はどうかしたの？　黒羽さんが、自分から依頼に手をあげるって珍めずらしいけれど」


「え、あのその」


　指をからませ、もじもじとなる黒羽である。


「なんとなく、ってだけなんですけれど」


「ふうん？」


「はいはい。じゃあ、社長と黒羽さんは、先に依い頼らい人の屋や敷しきに向かってくださいな」


　少年の肩を叩たたいて、猫屋敷が話を締しめた。


「その間に、こちらは山の調査を終えておきますから」








「…………」


　ふたりを送り出してから、猫屋敷はもう一度山を見上げた。


「この山で……神隠しですか」


　ぽそりと呟く。


　いささか、信じがたかった。


　呪じゆ力りよくの残ざん滓しはある。しかし、それとてほかの山と比べて、段だん違ちがいというほどではない。もとより、こういった自然の要所には呪力がたまりやすく、そこらの霊山であればこれぐらいの呪力は珍しくもなかった。


　少なくとも、神隠しほどの現象が起きるには、あまりに平へい凡ぼんすぎる山だった。


「──玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、朱雀すざく、青せい龍りゆう」


　目をつぶり、連れてきていた猫たちの名を呼ぶ。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～あ」


　同時、扇子とともに、猫屋敷の指から一枚の紙が宙を舞まった。


　符ふ。


「謹きん請ぜい四神、救く苦く救く難なん、妙みよう見けん明みよう星じよう、急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」


　その呪句がくちずさまれるや、途と端たん、猫たちの瞳がくるりと霊れい気きを帯びた。


　あるいは山道を、あるいは草の根もとを搔かき分け、凄すさまじい勢いで山の各所へと散らばっていったのである。


「……ふう」


　ひとつ息をついて、猫屋敷は軽く肩かたを叩く。


「さて……無事にすめばよいのですけど」





　　　　＊





　翔子は、セーラー服のまま、屋敷の和室で正座していた。


　八畳じようほどの、ごく手て狭ぜまな一室である。


　奥の壁かべには掛かけ軸じくがかかり、その下の古ぼけた花か瓶びんに、一輪だけ花が挿さしている。


　亡なくなった両親の──特に父の好きな部屋でもあった。


　通つ夜やから五年を経た今でも、まだあちこちに父の匂においが残っているようで、翔子はこの部屋に来るたび複雑な思いにかられるのだった。それは祖父も同じらしく、この和室で父の写真を眺ながめている姿を、見つけてしまうこともたびたびあった。


「…………」


　じっと、そんな思い出を反はん芻すうする。


　それから、ゆっくりと庭の方を振り返った。


「……伊庭くん？」


「ごめん、チャイムを鳴らしても返事が無かったから」


　ぺこり、と庭に立った少年は頭を下げた。


「ううん」


　翔子が苦く笑しようする。


「驚おどろいたかな。あんまり何もなくて」


　両親亡き今、祖父とふたりだけで、ずっと過ごしていた屋敷である。


　何が必要ということもなくて、結果、ほとんど物を買い足すこともなく日々を送っていた。両親が遺のこしてくれた保険金は、大学卒業まで十分保もつ額だったが、なんとなくそれに手をつける気にもならなかった。


　──ただ。


　こうして、友達が訪ねてくれることもなかった。考えてみれば、両親が亡くなった五年前以来、いつきがはじめての来客なのだった。


　少しだけ、恥はずかしかった。


「なんか、あったかい家だね」


　と、いつきは口にした。


「え？」


「あ、いや……なんとなくそう思っただけなんだけど。ほら、門構えとか庭とか、立派すぎるとかえって人を寄せ付けない感じがするでしょ。ここはその逆。──だから、きっとお爺じいさんが、ひとつひとつ心を砕くだいてるんだろうなって」


　庭を見回しながら、少年は、ごく当たり前のように言う。


　ずっと住んでいた翔子でさえ、いままで気が付かなかったことを。


「…………」


　まじまじと、翔子はいつきを見つめた。


　いつもの伊庭いつきである。


　クラスで見かける臆おく病びようで平へい凡ぼんな少年と、何ひとつ変わるわけではない。なのに、今の少年はどこか大人びていた。仕草はむしろ子供っぽいのに、もっとずっと大事なところで本質をつかまえているような、そんな感覚。


　自分より、本当は先を歩いているんじゃないかという、そんな気がした。


「……ずるいな、伊庭くん」


　と、翔子は呟つぶやいた。


「へ？」


「いいから。──そのままあがって。そっちだけ庭だと話しにくいもん」


　視線をあわせづらくて、そっぽを向いたまま、翔子は言った。


「あ、あ、うん」


　縁えん側がわにあがろうとしたいつきが、もうひとつ問いかけられた。


「仕事の方は……どうなってるの？」


「えっと……今、猫屋敷さんともうひとりの社員が、捜しにいっているところ」


　いつきは、ちろりと横を見た。


　もうひとりの社員が幽ゆう霊れいで、今そばにいるとはさすがに言いにくい。


　すぐ右に、黒羽まなみはふわふわと浮ふ遊ゆうしているのである。


「…………」


　ちなみに。


　黒羽は、なぜだか少し怒おこった顔をしていた。


「ど、どうかした？」


　小声で、ぼそぼそと訊きく。


「いつきくんは、時々、無む闇やみに優やさしすぎると思います」


　ぷいと、あっちの方向を向いたままだ。


　どちらの少女からも顔をそむけられて、困り果てた表情で、いつきは頭を抱かかえた。


　時折、こういうケースがある。自覚はないのだが、どうも伊庭いつき自分という人間は他人を怒らせてしまう癖くせがあるのかもしれない。


（……やっぱり、貫かん禄ろくとかないからかなあ）


　と、無む駄だな思考に埋まい没ぼつしてしまう。


　そうして、和室に正座すると、翔子が話しかけてきた。


「そういえば……伊庭くんは何の魔法使いなの？」


「ふえっ！　い、いや、僕は手伝い──じゃなくて社長してるだけで、魔法使いとかそんなんじゃないけど……！」


「そうなんだ。あの猫屋敷さんが陰おん陽みよう師じだっていうし、この腕うで輪わも西洋魔術課のどうとか言ってたから、てっきり伊庭くんもそうなんだって……」


　手首につけた、トネリコの腕輪を翔子が撫なでる。


「いや、ほかはそうなんだけど、ほら僕は父さんから受け継ついだだけだから……」


「お父さんに？」


　訊き返した翔子に、いつきはうなずいた。


「七年前に失しつ踪そうしたまんまなんだけどね。もともと、ほとんど会ったことがなかったから、あまり悲しいとかそんなのもなくて」


　それも、神かみ隠かくしのようなものだろうか。


　物心づいたころには、すでに父との接せつ触しよくはなくなっていた。


　だから、失踪したと言われても、まるで実感が湧わかなかったのだ。ただ、ああ本当にいなくなったんだとそう思っただけだった。


　叔お父じ夫ふう婦ふが、自分を本当の子供同然に育ててくれたのも大きかっただろう。養子にならないかと言われたこともある。義妹の勇ゆう花かも、それなりに慕したってくれている。


　実際、父のことなど〈アストラル〉の引き継ぎを迫せまられるまでは、思い出したこともなかったのだ。


「……冷たいの、かな」


　微び苦く笑しようして、いつきは頰ほおを搔かいた。


　すると、


「違ちがうよ、それ」


　急に、翔子が真顔で言ったのだ。


「え？」


「だって、いつきくん、その会社受け継いでるじゃない。魔ま法ほうなんて使えないのに、魔法使いの会社なんてやってる。あんな怖こわがりなのに、ちゃんと社長してる。なのに、冷たいとか言うのおかしいよ」


「…………」


　いつきは、びっくりした顔で、翔子の言葉を聞いていた。


　そんな風に考えたことは無かったのである。〈アストラル〉を受け継いだのも、後の事件に関かかわったのもなりゆきで、自分の気持ちどうこうは考えたこともなかった。


「……そう、かな」


「そうだよ。委員長の言うことは聞きなさい」


　自信満々に、翔子が胸を叩たたく。


「──委員長は関係ないと思うな」


　それがおかしくて、いつきは笑えみを嚙かみ殺した。


　ただ、心のどこかが軽くなった気がした。


「仕事で来たのに、これじゃあべこべだよ」


「ふん、伊庭くんが私に意見するのがあべこべなの」


　つんとすまして、翔子が言う。





　──と。





　別の声が、いつきの耳じ朶だを叩いたのだ。


「……いつきくん──じゃなくて社長。ちょっと、訊いてもらえますか？」


「え？」


　いつきが振ふり返る。


　それは、いままで隣となりで浮遊していた黒羽の言葉だった。


「どうかした、伊庭くん？」


「あ、いや」


　手を振って、いつきはなんでもないと主張する。


　それから、こう尋たずねた。


「……あの、お爺じいさんのこと、どう思ってる？」


　少し、沈ちん黙もくがあった。


「それって……言わないといけないかな」


「いやその……できたらで、いいんだけど」


　いつきも、自分の質問でないだけに、しどろもどろに答えるしかない。


　そんな様子を見つめて、


「……多分。駄だ目めな人、ということになるのかな」


　正直に、翔子は告白した。


　親しん戚せきの誰だれに訊きいても、その評価は変わらないだろう。


　酒さけ癖ぐせや、功刀家を一代で傾かたむけた浪ろう費ひ癖ぐせもさることながら、この数年はひどく荒あれていた。


　怪あやしげな骨こつ董とう品ひんばかり買いあさり、文字通り、一歩たりとも家を出なかったのだ。そして、自分の代わりに、常に翔子を使いへ出した。手紙や買い物はもちろん、どんな小さな外出だって翔子に強制した。そのため、小学校や中学校の旅行にも、翔子は行くことができなかった。


「私も……怖いことの方が多かった……」


　翔子は、呟つぶやく。


　理解できるはずがない。


　孫まご娘むすめよりも、自分の集めた骨董品を愛した人物のことなど。


　うっかり翔子が傷ひとつつけるだけで、青筋をたてて激げき怒どした。二度としないと誓ちかっても、丸半日は押し入れから出してもらえなかった。


　でも。


　皺しわだらけの、温かな手を覚えていた。


　もっと、ずっと小さな頃ころのこと。


　膝ひざに座った自分を撫なでてくれた、優やさしい手の平。子供の頭を撫でるのすら躊ちゆう躇ちよしていたような、不器用な動き。


　多分、それだけは一生忘れないだろう。


「だから……お爺ちゃんまでいなくなるのは……嫌いやだ」


　つう、と翔子の頰から涙なみだがつたった。





　　　　４




　山頂近くで、猫屋敷は足を止めた。


「にゃあ」


　先を歩いていた白しろ猫ねこ──白虎が、くいくいと得意げに前ぜん肢しを突つき出す。


「おお、ご苦労様」


　その指示に従って、用心深く灌かん木ぼくをかきわけたところで、猫屋敷は目を見張った。


「これは……」


　石である。


　やや大きな、人間の頭大ほどの石を、いくつか積み上げたものだった。素人しろうとが一見しただけでは分からないだろうが、表面にさりげなく紋もん様ようが刻まれていた。


　猫屋敷の指が、その刻み目にそっと触ふれる。


　やがて、


「……なるほど、呪じゆ力りよくを浄じよう化かするための紋様ですか」


　と、言葉がこぼれた。


　魔術は、必然的に世界を歪ゆがめる。


　物理法則ではありえぬ奇き跡せきを導くがゆえに、その原動力となる呪力は、いともたやすく変質し、現実を侵しん食しよくする。


　呪波汚お染せんとはそういうものだ。


　結果、どのような現象が起こるかは、いかなる魔法使いにも予想できない。神かみ隠かくしなどはマシな方で、最悪の場合、一国が地図から消えたという事態さえ歴史上に存在する。


　だからこそ、魔法使いは、呪力の管理に細心の注意を払はらう。


　この石のオブジェもまた、そうした仕し掛かけのひとつだったのだ。


　山の要所要所に置くことで、こもりがちな呪力を適度に発散させるという、そういう魔ま法ほう的意味を持った呪物フエテイシユであった。


「流派としては、修しゆ験げん道どうかそのあたりの系けい譜ふですが……」


　しかし、同時に猫屋敷は眉まゆをひそめた。


　誰の手になる呪物フエテイシユかは分からないが、これでは普ふ通つうの呪波汚染など起こりようがない。神隠しの原因はもっと別の何かということになる。


「じゃあ、社長と──」


　足早に山を下りようとして、突とつ然ぜん猫屋敷は振ふり返った。


　同時、羽織の袖そでが翻ひるがえり、縦四本、横五本──邪よこしまを征せいする早九字ドーマンを切って、その中央より、一枚の符ふを迸ほとばしらせたのだ。


「疾チツ！」


　いわく、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　霊れい符ふは、飛ひ翔しよう半ばで地じ獄ごくの炎ほのおを纏まとい、火山の奔ほん流りゆうのごとく、一本の樹木へ押し寄せた。


　だが。


　その直前、地面へ何かが刺ささったのだ。


「我は乞うハイル！　すなわち力の円えん錐すいとヤドリギの加護もて、南の禍まがつ事より我が身を守れ！」


　刺さったその地点から、たちまち植物の壁かべが伸のび上がる。その壁を焼き切れず、霊符の炎も遮さえぎられた。


　ヤドリギの矢、と猫屋敷は見た。


　その呪物フエテイシユによって触しよく発はつされた魔術が、猫屋敷の霊符さえも凌しのいだのだ。


（ケルト魔術──っ？）


　アイルランド周辺に伝わる、古代の魔術。


　猫屋敷の知る限り、現在の世界でこの魔術系統を使いこなす者は数人しかいない。


「穂波さん！」


「ね、猫屋敷さん──」


　驚おどろいた顔で樹木の陰かげから出てきたのは、依い頼らい主の──功刀翔子と同じセーラー服を着た少女だった。


　栗くり色いろのショートヘアと、雪花石膏アラバスターにも似た白い肌はだ。薄うす縁ぶちの眼鏡めがねを押し上げた鼻び梁りようも、セーラー服を纏まとう身体からだの線も理想的といっていい。


　穂波・高たか瀬せ・アンブラー。


　現在、魔法使いの互ご助じよ組合──〈協会〉へ貸し出されているはずの、〈アストラル〉社員のひとりだった。


〈アストラル〉西洋魔術課社員が、いつきと同じく同級生だと知ったら、功刀翔子はどんな顔をしただろう。


「どうして、穂波さんがここに──」


「ね、猫屋敷さんこそ。あたしは、〈協会〉からの依頼で、禁きん忌きがらみっぽい事件を追ってただけで──そしたら、いきなり符呪を打たれて──」


　文句ありげに、こちらを見つめてくる。


「や。申し訳ありません。急に呪力を察知したもんで驚いてしまいまして。……あの、事件って……数日前の神隠しですか？」


「神隠し？　ううん、あたしの追ってたのは反はん魂ごんがらみやけれど？　調べやと、もう五年ぐらい前の話やし……」


「そうですか……」


　一いつ瞬しゆん、安あん堵どした。


　が、その台詞せりふに含ふくまれた、ある情報に猫屋敷は気がついた。


「──穂波さん、禁忌に触れた魔法使いについては分かっているんですか？」


「え？」


　質問よりも、その声の冷ややかさに、穂波の眉が寄った。


「ううん。〈協会〉では、名前までは分かってへんかったけど。この山のふもとに工こう房ぼうを構えてるやろうから、まずあたしが見に来て──」


「功刀、じゃないですか？」


　穂波が硬こう直ちよくした。


「それって……」


「私が入社するよりも前のようですが、どうも先代の〈アストラル〉と親交があったようでして。昨日、お嬢じようさんが、うちに依頼に来られました。功刀翔子さん。ご存じですか？」


「…………」


　同級生である。知らないわけがない。


　だが、それよりも別の可能性に穂波の思考は釘くぎ付づけになった。


「先代と親交があった人が、呪波汚お染せんを起こすほどの魔術に気が付かないわけはないでしょう。まして、これほど近くとなれば、関係のない方がおかしい」


「それって、つまり──」


　穂波の想像を、猫屋敷が言葉にした。


　ほぼ、最悪のカタチであった。


「功刀さんのお爺じいさんが、反魂の禁忌に触ふれたと──そういうことになりませんか？」





　　　　＊





「だから……お爺ちゃんまでいなくなるのは……嫌いやだ」





「…………」


　翔子の頰ほおをつたった涙なみだを見て、黒羽は胸の何かが氷解するのを感じた。


（……ああ）


　やっと、分かった。


　何がひっかかっていたのか。


　どうして、今回に限って、自分から依頼に志願したのか。


　黒羽まなみは、生前のことを覚えていない。


　どんな過去が自分にあって、どんな出来事で死んだのかも知らない。覚えているのはただひとつ。黒羽まなみという名前だけ。


　──それは、つまり。


　どんな家族が自分にいたのか、覚えていないということ。


（……だから、羨うらやましかったのかな）


　大切な祖父がいるという、この少女が。


「……黒羽さん」


　いつきが、こちらを見ていた。


「うん、ありがと。社長」


　自分の代わりに訊きいてくれた少年へ、微び笑しようする。


　少し哀かなしくて、少し嬉うれしかった。


　自分の、再さい確かく認にん。


〈アストラル〉にいると、楽しすぎて忘れそうになるけれど──自分に欠けているモノを、改めて知る。


　ひとつうなずいて、黒羽は部屋を出た。当たり前だが、音ひとつしなかった。


「じゃあ、あたし、ほかに神かみ隠かくしの手がかりがないか見てきます」


「う、うん」


　少年のうなずきを背に、黒羽が屋や敷しきのふすまを通り抜ぬける。霊エーテル体をするりと透とう過かさせて、廊ろう下かへと抜けた。


　薄うす暗ぐらい廊下のあちこちに、黒い羽根が落ちていた。


　神隠しに伴ともなったという、鴉からすの名残なごり。


（あれ……？）


　黒羽が瞬まばたきした。


　その羽根は、黒羽と同じ、霊エーテル体だったのだ。密度の濃こさゆえに、一いつ般ぱん人の翔子にも見えたのだろうが──普ふ通つう、こんなにも長い間残存するものではない。


「ど、どうして……」


『…………』


（え……？）


　拾おうとして、途と中ちゆうで黒羽は振ふり返った。


　何か、声が聞こえた気がしたのである。


（奥……？）


　黒羽の瞳ひとみが、古ぼけた屋敷の闇やみへと吸い込まれた。





「──どうかした？」


　ふすまを見たままの少年に、翔子が声をかけた。


「あ、いやいやなんでも」


　かぶりを振って、いつきは否定する。


　黒羽を見送っていたのである。こういった探たん索さくは、幽ゆう霊れいである黒羽に任せられることが多かった。素人の翔子を刺し激げきしないように、との気き遣づかいもある。


（……僕も、ホントは素人しろうとのはずなんだけどなあ）


　意味もなく暗くなってしまう。


　今度は自分で回復し、翔子へと別の問いを重ねた。


「そういえば、神隠しの前後で、何か気がついたことがある？」


「……気がついたこと？」


「何でもいいんだけど」


　言われて、翔子はかすかにうつむいた。


　少しして、


「あ」


　と、声があがった。


「？」


「ひとつだけ、違ちがうことがあったかもしれない」


「違うこと？」


　いつきがきょとんと首を傾かしげた。そうすると、二、三歳ぐらい幼く見える。


　その様子に微笑してから、翔子は掛かけ軸じくの側そばに置いてあった小さな袋ふくろを取った。


「それ……」


「うん……これが、いなくなったお爺じいちゃんの、枕まくら元もとに置いてあったんだ」


　お守りである。


　手て縫ぬいらしいほつれた袋の口を、赤と青の紐ひもが綴とじていた。


「事故の後にお爺ちゃんがつくったんだ」


「事故……」


　両親が亡なくなったという、その事故。


「山やま津つ波なみだったんだけどね」


　と、翔子は呟つぶやいた。


「近くにハイキングに行ったとき、皆みんなで巻き込まれて。──お爺ちゃんと、私だけが生き残っちゃった」


　まだその光景が瞼まぶたに映っているというように、翔子は目を閉じた。


「その後から、お爺ちゃん、少し変になっちゃったんだ。そのお守りつくって、ずーっと肌はだ身み離はなさず持ってて。家を一歩も出なくて。……私の言うことも聞いてくれなくなっちゃって」


（…………）


　いつきも、思う。


　雪崩なだれのごとき土ど砂しやの波。搔かき分けても搔き分けてもなくならず、口も鼻も耳の穴までも埋うめ尽つくす、泥どろの海。どれも人間を絶望させるには十分だろう。


　あるいは、人を変えてしまうにも。


「ごめんね。嫌いやな話聞かせちゃった」


「う、ううん。こっちこそ、ごめん」


　あわてて頭を下げ、謝罪する。


　それから、


「じゃあ、そのお守りは……」


　と、手を伸のばそうとした。





　──ごそり





　と、音がした。


「え……？」


　ふたりが目を見張る。


　ひとりでに、翔子の手でお守りが開かれ、内側から何かが転がり出たのだ。


　符ふであった。


　表面に、いびつな文字が書かれている。茶色に変色した紙に、朱しゆ色いろの文字で何事かが走り書きされていたのである。


　だが──いつきは視みた。


　符の周辺に、光の糸がつながっているのを。


　糸パス。


　その符を使った魔術が生きているという、その証明。


「功刀さん──！」


　思わず立ち上がって、いつきが声をあげる。


　そのときだった。


　突とつ然ぜん、屋や敷しき全体が鳴動したのである。





　ばさばさばさ！





　ふすまを破り、天てん井じようを覆おおい、和室を黒い群れが蹂じゆう躙りんした。





　ばさばさばさ！


　ばさばさばさ！





　鴉からすだった。


　それも、奇き怪かいに歪ゆがんだ鴉であった。


　嘴くちばしはねじれ、翼つばさは溶とけ崩くずれ、ぶよぶよとした皮ひ膚ふの内側を露あらわにして、それは飛んでいるのだった。


　そんな鴉が、廊ろう下かから大量に湧わき出し、屋敷を埋め尽くそうとしているのだった。


「なんで……また!?」


　翔子の悲鳴を、別の声が引き裂さいた。





　けーっ！





　災わざわいのごとくわめく、妖よう鴉あの鳴き声。





　けーっ！　げーっ！　げーっ！





　反はん響きようし、共鳴し、圧あつ倒とうする。


　溢あふれ、笑い、這はいずり、濁にごり合う。


　漆しつ黒こくの羽根と災さい禍かの鳴き声とが、屋敷などという小さな器うつわを満たし、内側から破は壊かいせんと暴ぼう虐ぎやくする。できそこないの粘ねん土どのように、びちゃびちゃ、びちゃびちゃと、羽根と肉とを畳たたみに散乱している。


　その、悪あく臭しゆう。


　嗅かいだ鼻さえも腐くさらせてしまうような臭におい。


「……ぁ」


　いつきの喉のどが干ひ上あがる。


　おぞましさに、身体からだも心も硬こう直ちよくする。敗北する。恐おそろしすぎて、気絶さえもできない。


「──嫌ぁっ！」


　鴉についばまれ、翔子が叫さけびをあげた。


　その声に、


「功刀、さん！」


　条件反射的に、いつきの身体が動いた。無む我が夢中で鴉を殴なぐりつけ、少女をかばおうと右足が前に出る。


「が──っ！」


　だが、瞬しゆん間かん、その膝ひざが落ちた。


　右目に──眼帯の奥に、ただならぬ激痛が走ったのである。ナイフを突つき立てられたごとき灼しやく熱ねつ。脳までも爛ただれさせる苦痛。


　紅あかい激痛の中で、いつきは悟さとった。


（違ちがう……！）


　確信。


　激痛とともに流れ込んだものを、少年は認にん識しきした。眼帯を透すかして、自分の脳へ映像を叩たたきつけられた感覚。


（これは……神かみ隠かくしなんかじゃ……ない……）


　思考だけが、空転する。


　指一本も自由にならず、吐はき気けと激痛だけを詰つめ込まれた身体で、いつきは必死にもがいた。いくらもがいても、何ひとつ楽にはならなかった。


「功刀……さん……」
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　反はん魂ごん。


　御み魂たま呼ばり。


　泰たい山ざん府ふ君くんの法。


　死まかる返がえしの玉たまの秘術。


　時代により、魔術系統により、さまざまな名前で呼ばれるが、その実体は「死者を蘇よみがえらせる」というそのひとつに尽つきる。


　完全な蘇そ生せいは不可能にせよ──散さん華げするべき魂たましいを、ほんのつかのま、この世にとどめおくという術だ。


　命を不自然に生かすという意味で、禁きん忌きの中でも最悪の部類といえた。


　険しい山道を駆かけ下りながら、猫屋敷が言う。


「五年前に、功刀さんの両親が亡なくなった話は知ってます……？」


　穂波は、かすかに首をひねった。


「あ、うん。確か……山やま津つ波なみで亡くなったとか」


「奇き跡せき的に助かったのが、功刀さんと祖父だと聞いてましたけどね。そういう事情でしたら、いささか真実と異なるのかもしれません」


「異なる……？」


　猫屋敷がうなずいた。


「穂波さんの調べでは、反魂の呪物フエテイシユが流出したのは、おおよそ五年前でしたよね」


「あ……」


　目を剝むいた穂波に、猫屋敷は言葉を続けた。


「お爺じいさんの怪け我がも、致ち命めい傷しようだったとしたら？　病院を抜ぬけ出して家に戻もどったけれども、本当は死ぬ直前だったとしたらどうです？」


「……だから、お爺さんは禁忌に手を出した」


　死人を蘇らせる。


　それほどの術は、まず人間の手には余る。いかな禁忌に手を出そうと、おいそれと成功するものではない。


　だが。


　死にかけた自分を、もう少しの間保もたせるぐらいなら？


　五年間、術を施ほどこした屋敷の中だけで過ごすぐらいなら？


「…………」


　穂波は、愕がく然ぜんとする。


　そこまでして、生き残ろうとした執しゆう念ねんを思って。そして、それほどの禁忌が巻き起こす呪じゆ波は汚お染せんを思って。


　おそらく、山に設けられていた積み石も、そういった呪波汚染を緩かん和わするためのものだったのだろう。すぐに呪力の洗せん浄じようをしなければ、第二、第三の異変が生じることは予想に難かたくなかった。


「あ！」


「どうしました？　穂波さん」


　振ふり返った猫屋敷に、穂波が尋たずねた。


「仕事って……誰だれが行ってるん?!」


「誰って……ああっ！」


　猫屋敷もまた、目を見開く。


　魔ま法ほう使いは、常に自分の身体からだから呪力を発散させている。呪波汚染を起こすほどではないにせよ、それらの『力』は近くで魔術が行使されるときには、確実に影えい響きようを与あたえる。特に、別の系統の魔法に対しては、致命的な変化を及およぼすことさえある。


　呪波干かん渉しようと呼ばれる現象だ。


　それなりの魔法使いなら回かい避ひできる現象でもあるが──


「黒羽さんだと──まだ」


　猫屋敷の答えに、穂波も息を飲んだ。


「もともと……五年も保ったんが奇跡といってもいいぐらいの術式や。縁ふちぎりぎりまで入れたコップの水みたいに、崩ほう壊かいする寸前まできてるはず。少しでも呪的な変異があったら……」


　それ以上は、言葉にできなかった。


　猫屋敷の返事を待たず、穂波が飛び出したのだ。


「穂波さん！」


「──あたし、先に行く！」


　手に持っていた箒ほうきをまたぎ、少女の姿は、夕ゆう闇やみへと吸い込まれたのだった。
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　すべてが、漆しつ黒こくの羽根にひしがれていくようだった。


　空気も空間も鴉からすに埋うまり、伊庭いつきなんて存在は、簡単に消し飛ばされてしまいそう。黒く禍まが々まがしい重圧に、何もかも潰つぶされる──。


　消える。


　消える──


　消え──る──


「……くん」


　ふと、何かが聞こえた。


「……いつき……くん」


　声がしている。


　聞き覚えのある、誰かの声。


「う……」


　その声にすがって、懸けん命めいに目を開いた。


　鉛なまりどころか、瞼まぶたが溶よう接せつでもされたようだった。


　全身の力を込めて、それでも開くと──目の前に、半はん透とう明めいの少女がいた。


「黒羽、さん……」


「あ……あたし、廊ろう下かで変な声聞いて……急いで戻ってきて。そしたら……いつきくんも……功刀さんも……鴉に襲おそわれてて……」


　涙なみだ目めの黒羽を見上げて、気がつく。


　自分と黒羽とを中心に、ぽっかりと周囲数メートルの空間が、妖よう鴉あたちを阻はばんでいるのだった。


　少女の能力──騒霊現象ポルターガイストである。彼女の念動力は、霊エーテル体にさえ効果を及ぼす。ゆえに、一種の結界となって、鴉たちの侵しん入にゆうも妨さまたげているのだ。


　だが、それとて永遠ではない。





　けーっ！





　無限のように湧わき出す鴉たちは、少しずつ騒霊現象ポルターガイストの空間へと侵食している。


「…………痛」


　上半身を無理矢理起こし、眼帯を押さえた。


　激痛を送り出す右目は変わっていない。この場の呪じゆ波は汚お染せんのせいだった。呪力へ過か敏びんに反応するいつきの右目は、直接脳に負担を強しいている。長く続ければ、命を落としかねないと忠告されてもいた。


（それでも……）


　その右目が視みたものに、いつきはこだわっていた。


　こだわりたいだけの価値が、今視たものにはあったのだ。


「黒羽さん……分かる？」


「な、何が……ですか？」


「この鴉……黒羽さんと一いつ緒しよなんだ……」


「あたし……と？」


　疑ぎ問もん符ふを浮うかべた黒羽へ、いつきは別のことを訊きいた。


「廊下で声を聞いたって、どんなの？」


　さきほどの黒羽の台詞せりふだった。


　──廊下で変な声聞いて。


「え……確か、そう、『行かない』って……」


「……そっか」


　どこか寂さびしげにうなずき、いつきは立ち上がる。


　そして、隣となりからの声に振ふり向いた。


「伊庭くん……」


　翔子が、身をもたげていたのだ。


　そのまま、目を見開く。


　おぞましい鴉たちが遠ざけられていることに、彼女も気がついたのである。


「これって──伊庭くんがっ？」


「……僕じゃないよ」


　淡あわく、いつきは少女に笑いかけた。


「だけど……大だい丈じよう夫ぶ。……さっき、僕は魔法使いじゃないって言ったけど……」


　ぎゅっと、眼帯を押さえつける。


「……僕には、手伝ってくれる魔法使いがいるから」


　いつきが言う。その眼帯を透かして、少年には視えている。


　しかし、この程度では足りなかった。


　もっと奥まで。


　もっと底まで。


　もっと──本質まで。


　見る。視る。観みる。


　少年の右目は──そういうモノだ。


　魔法使いたちは、妖精眼グラム・サイトとも呼ぶ。


　だが、代だい償しようはある。さきほどの激痛はいや増し、直接神経を炙あぶる業ごう火かと化している。汚染された呪力が、いつきの『魂たましい』までも蝕むしばまんとする。


（それでも──！）


　鴉からすたちが、近づいてくる。


　黒羽の騒霊現象ポルターガイストが弱まっているのだ。


「……黒羽さん……ひとつ、お願いしていい？」


「っ……なんですか」


「…………」


　結界を支える少女に、いつきはあることを囁ささやいた。


「……じゃあ……その……カタチをつくれば……いいんですね……」


　黒羽がうなずくのを確かく認にんして、少年は、今度は翔子に視線を移す。


「功刀さん」


「え？」


「見てあげて、あなたが」


　それだけを口にして、奇き怪かいな鴉たちを見み据すえた。


　半面を溶とかした鴉がいた。肉の崩くずれ、骨を晒さらした鴉もいた。翼つばさから蛆うじ虫むしをはみださせ、膿うみのようにへばりつかせている鴉もいた。


　見ているだけで、身が竦すくんだ。


　顔からは血の気が引き、膝ひざはがくがくと震ふるえっぱなしで──それでも少年は口にした。


「この魔法を──本当のカタチに戻もどす──！」





　けーっ！





　鴉の一羽が、呪じゆ縛ばくを抜ぬけた。


　片方だけ、翼を腐くさらせた鴉だった。


　ねじまがった嘴くちばしが突つき出される。速い。人間の頭ず蓋がい骨こつぐらい簡単に貫つらぬくだろうと、そう確信できる一いち撃げきが、少年の脳天へと迫せまった。


　その一撃へ、いつきは拳こぶしを放った。


「──戻れええええぇっ！」


　叫さけびというよりも、祈いのり。


　拳が嘴に貫かれ、肉の裂さける嫌いやな音が響ひびく。


　同時に、もうひとつの『声』が和室を圧したのだ。


　翔子には聞こえないはずの、黒羽の『声』。
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「──戻って！」


　ぎゅるん、と。


　世界が──裏返った。
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　──翔子は、見た。





　そこは、小さな病室だった。


　五年前の、事故の直後だということは、一いつ瞬しゆんで理解できた。忘れるはずもない光景だったからだ。


　消毒薬の、つんとする臭におい。


　あまりにも静かな、深夜の病院。


『行っちゃいやだ……』


　そこで、幼い女の子が泣いていた。


　翔子だった。五年前の、まだ小学五年生の翔子。


　とりすがっているのはベッドで、そこには祖父が寝ねかされていた。両親は集中治ち療りよう室から出た後で、すでに絶命したことを──聞かされてはいなかったが、なんとなく分かってしまっていた。


　だから、翔子はこう言ったのだ。


『お爺じいちゃんまで……どっか行っちゃ嫌だ……』


　無理な願いである。


　そのときの祖父は、もう自分の身体からだを理解していた。目に見える外傷は少なくとも、内臓のダメージが致ち命めい的てきであることを悟さとってしまっていた。


　だけど。


　だから、祖父は言った。


『行かない』


　と。


『お爺ちゃんは、絶対、どこにも行かないよ』


　死ぬと分かった身体で、そう約束してしまったのだった。





　約束したからこそ──触ふれてはならない魔術へ、手を出した。
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　はかない白昼夢のごとく、その幻まぼろしも刹せつ那なの閃せん光こうだった。


　しかし、幻はもうひとつの奇き跡せきを連れていた。


　翔子が現実に戻ったとき、千々に砕くだけた鴉からすがその羽根をひとところに集つどわせたのだ。


　やがて、集った羽根はカタチを取り、翔子に見覚えのある人ひと影かげとなった。


「あ……」


　翔子が、口を押さえた。


　信じられないと、そういう表情が抑おさえきれなかった。これほどの怪かい異いを見た今ですら、目の前で起きた現象は特別な意味を持っていた。


　呼ぶ。


　おずおずと、迂う闊かつに口にすれば壊こわれてしまうというように、その人影を呼んだ。


「──お爺ちゃん……？」





　その隣となりで、黒羽は一心に念じていた。


「…………っ」


　──顕現現象アポートという。


　霊エーテル体を材料として、特定のカタチを取らせる異能だった。


　今は、鴉を分解し、いつきの目に映った影を頼たよりに、呪じゆ波は汚お染せんをあるべきカタチへと戻もどしている。


　つまり、老人を蘇よみがえらせるという、本来のカタチに。


　黒羽と同じ──幽ゆう霊れいというカタチに。





「──お爺ちゃん……？」


　呼んだ翔子に、祖父の幻げん影えいはゆっくりとうなずいた。


『行かない……』


　と、そう囁ささやきが聞こえた。


『お爺ちゃんは、絶対、どこにも行かないよ』


「あ……私……」


　もう、翔子も理解していた。


　祖父が何をしたのか。


　誰だれが、何を言ったせいで、祖父が何をしてしまったのか。


　……ああ。


　祖父は、豹ひよう変へんしたのではなかったのだ。


「だから……ずっといてくれたの……？」


　骨こつ董とう品に固こ執しつしたのも、家を出られなかったのも、その魔術のせい。


　五年もの間、死にかけた身体を蘇そ生せいさせ、何度となく魔術で延命してきた。孫まご娘むすめをひとりにしないため、それだけのために、老人は禁きん忌きにさえ手を出した。


　だけど……そんな願いが、ねじ曲がろうとしている。


　いいや、すでにねじ曲がってしまった結果が、今の呪波汚染なのだった。


「──言いたいことが、あるよね？」


　別の声が、割り込んだ。


「伊庭くん……」


　振ふり返った向こうで、眼帯を押さえたまま、少年は優やさしく告げたのだ。


「約束は……ふたりでするものだよ」


　と、絶え絶えな息で言う。


　青い顔で、笑って続ける。


「だから……考えて。どうして……功刀さんは約束したの？　どうして……お爺さんは、無理しても約束を守ったの？」


「どうして……？」


　翔子は、もう一度祖父を向く。


　祖父の幻影が崩くずれていく。


　黒羽の顕現現象アポートに、限界が来たのだ。


　再び、溢あふれた呪力は呪波汚染へと堕だ落らくする。祖父の姿も崩ほう壊かいし、腐くさった鴉へ戻っていく。


　寸前、聞こえた。


『翔子……』


　頭を撫なでてくれたときの声。大きくて、温かかった手の平。


「…………あ」


　その思い出が、翔子の背中を押した。


　強く、かぶりを振った。


「もう……いいから……」


　最初は弱々しく、しかし、次には力強く叫さけんだのだ。


「私……もう大だい丈じよう夫ぶだから！　もう子供じゃないから──だから、お爺じいちゃん、行っても大丈夫だから！」







　──すると。


　　　祖父は笑ったように、翔子には見えた──







　光が走った。


　呪力が散さん華げする。


　だが、あくまで『核かく』が抜ぬけただけだ。呪波汚染が消えたわけではない。


　屋や敷しきに充じゆう満まんしていた呪力は、すぐさま『核』の欠けつ如じよを補ほ塡てんし、よりおぞましいカタチへ復帰しようと集つどっていく。


「いつきくん──また、呪力が！」


「大丈夫……」


　黒羽の声に、いつきは天てん井じようを見た。


　刹せつ那な、


「我は願うハイル！　力の円えん錐すいのもと、地にも天にもあらざるヤドリギの加護もて、東の災わざわいを砕くだけ！」


　ぶおっ、と残留した呪力がちぎれた。


　風が巻いた。


　何かが、屋敷の天井から突つきたったのだ。


　それは、まるで嵐あらしがよどんだ空気を一いつ掃そうするような、凄すさまじくも清すが々すがしい魔術だった。力ずくで呪力を破り、払ふつ拭しよくし、薙なぎ払はらう降ごう魔まの矢であった。


「ヤドリギって──穂波さん?!」


「た……高瀬さん？」


　黒羽と翔子とが、相前後して、箒ほうきにまたがった少女の名を呼んだ。


　しかし、穂波は箒から下りるや、すぐさまいつきへと詰つめ寄ったのだ。


「社長！　一体、何があって……」


「あは……凄すごいや。やっぱり間に合ってくれた」


　穂波の問いに、いつきは微び苦く笑しようする。


　そのまま、少年の視界はぐらりと足元へ流れた。


「しゃ、社長──いっちゃん?!」


「ありがと……穂波」


　そう呟つぶやき。


　少年は、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの魔女の胸むな元もとへと、倒たおれ込んだのであった。
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　翌日の夕方。


　いつきは、〈アストラル〉事務所のデスクでへたばっていた。


　さすがに学校は欠席したものの、今回の事後処理もあって、会社を休むことはできなかったのである。


　目の前には、書類が山と積み重なっている。


　いつもの魔術や社長業のテキスト、呪じゆ波は汚お染せんの浄じよう化か報告など〈協会〉への提出文書、事件についての一連の書類など、まさしく山としか形容しようがない。


「お疲つかれ様、いつきくん」


「あ……ありがと」


　黒羽の差し出してくれたハーブティーを飲みながら、なんとか視線だけをあげて、いつきが礼を言う。気絶した以外はまともな睡すい眠みんを取ることができず、目の下にくまができているのがなんとも哀あわれであった。


　へたばったまま、ふと訊きいた。


「そういえば……功刀さんのお爺さんって、結局、何の魔法使いだったのかな？」


「修しゆ験げん道どうですね」


　と、斜ななめ向かいの猫屋敷が受けた。


　こちらは雑誌用の原げん稿こうを執しつ筆ぴつ中である。くるくると万年筆を回しながら、懸けん命めいに原稿用紙へ文字を埋うめている。


「修験道って、あの……山やま伏ぶしとか」


「ええ。ですから、あの鴉からすとかも説明はつきますね。鴉は修験道──とりわけ熊くま野の神しん道とうと習合したそれの神使ですから」


　神使。


　要するに、神様の使いだ。


　翔子の祖父が、媒ばい体たいとして鴉を使っていたとしても、何の不思議もなかった。


「じゃあ、神かみ隠かくしも……」


「修験道が山の神隠しについて触ふれるのはある意味当然でしょう。ついでにいえば、山にこだまを残すのも天てん狗ぐの業わざ──つまりは修験道の術の内です。おそらくですが……自分がいなくなった後、神隠しという方便で、功刀さんを納なつ得とくさせようとしたんでしょう」


　こだま。


　神隠しと言われた、山を登る笑い声。


　あれは嘲ちよう笑しようではなく、爽さわやかな笑えみではなかったか。


　孫まご娘むすめの幸せを見届けようとした──死せる祖父の、最後の笑み。


「……そっか」


　その光景を想像して、いつきはなんとなく遠い目になった。


　今度こそ、翔子の祖父は、思い残すことなく逝ゆけたのだろうか。


「思い煩わずらってるほど、ひまじゃないやろ」


　と、ため息混じりに穂波が突つっ込む。


　こちらも、〈協会〉への派遣レンタルを終えて、〈アストラル〉へ戻もどってきていたのだ。ただし、いつきと違ちがって学校には出席している。このへんは、体力の違いというべきか、要領の差というべきか。


「あわ、ダメかな。やっぱり」


「当たり前や。まずは仕事優先。だいたい、今回やって、あたしが間に合わへんかったらどないしたん！」


　文句ありげに、唇くちびるを尖とがらせる穂波である。


「あれは……まあ、なんとなくだけど……穂波なら来てくれるんじゃないかと思って」


「…………っ！」


　その言葉に、少女の頰ほおが紅潮したが、それも一いつ瞬しゆんのこと。


「思ってじゃあらへん！　そういう曖あい昧まいな判断で、社長が危険に遭あってたら、きりがあらへんやろ」


「ご、ごめんなさい」


　剣けん幕まくに、少年が首をすくめる。


「……ええけどね」


　すぐ、穂波の雰ふん囲い気きが軟なん化かした。


　もとより、言うことを素す直なおに聞く少年とは思ってない。ただ、あんな無茶を見せられたのだから、少しぐらいは反はん撃げきしてもいいんじゃないかとも思う。


　どれだけ心配したか、本当に分かっているのかと。


　それから、少しそわそわとして、鞄かばんを持ち出し、


「これ、今日の授業のノートやけど──」


　と、言いかけたときだった。


　しゃらん、と鈴すずの音が事務所へ響ひびいたのだ。


　玄げん関かんのチャイムであった。


「あ、はいはい。僕出ます」


　逃にげるように玄関へ出たいつきが、扉とびらを開けて、息を飲んだ。


「功刀さん」


「こんにちは、伊庭くん」


　そこに、功刀翔子が立っていたのである。


「身体からだ、大だい丈じよう夫ぶ？」


「あ、あ、うん。功刀さんこそ」


「私は……守ってもらったもの。伊庭くんにも」


　お爺じいちゃんにも、と言って、翔子は学生鞄の内側へ手をいれた。


「今日、伊庭くん休んでたから。──これ、ノート」


　そっと手て渡わたされたのは、大学ノートだった。


　わざわざ新しく買ったノートらしく、一ページ目から授業の内容がびっしりと書き込まれている。手間をかけたものであることは、想像に難かたくなかった。


「あ、ありがと」


「私こそ……本当にありがと」


　ふぁさり、と三つ編みが流れた。


　前まえ髪がみがそよ風に吹ふかれ、その奥で輝かがやいた表情にいつきは目を奪うばわれた。


　この事件で初めて見る、心底からの翔子の笑顔だった。


「じゃあ、また」


　翔子が去っても、しばらくの間、いつきは動かなかった。


　まだ、胸のどこかにあの笑顔が残っている気がした。それはきっと、何よりも確かな今回の報ほう酬しゆうであった。


　それから振ふり返って、


「あ。そういえば、穂波、さっき何って……」


「……な、何でもあらへん！」


　ぱっと、ノートみたいな何かを背中に隠かくし、穂波がかぶりを振った。


「ええから、早く社長業に戻り！　だいたい、今回にしても呪じゆ波は汚お染せんの洗せん浄じようやなんやで、結局赤字やろ！」


「え！　えええええ！　な、なんか無茶苦茶じゃない?!」


「口答えしない！」


　ばあん、と極大の雷かみなりが〈アストラル〉事務所に落ちたのだった。
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「ん？」


　いつきの悲鳴を聞いたような気がして、途と中ちゆうで翔子は振り返った。


『あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします』──〈アストラル〉の看板が嵌はめ込まれた路地裏である。


　その路地裏に吹く風へ髪を押さえ、ふと少女は目を細めた。


　思い出したのである。


『幸せにおなり』


　と、言い残してくれた祖父の笑え顔がおを。


　それは、きっと一生忘れないであろう、祖父の最後の笑顔であった。
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　いやはや、しばらくぶりのきちんとした依い頼らいでしたねー。


　いつでもどこでも猫ねこの友、猫の恋こい人びとにして探求者。


　皆みなさんご存じ、猫屋敷蓮でございます。


　やっと滞たい納のうしてたガス代とか水道代とか呪物フエテイシユのローンとか払はらえますよー。いやほんと、もう二冊ほど連れん載さいを増やそうかと悩なやんでいた矢先だったんで……良かった……ええ、本当に良かった……（涙なみだ）。


　これ以上増やしたら、間ま違ちがいなく死にます、私。





　さて、業務報告しましょう。


　功刀さんの家の呪波汚染は、すべて洗浄しおえました。


　もともと、お爺じいさんの念だけで保っていたようなものですから、想おもいが叶えられた以上、消しよう滅めつするのは自然の理ことわりですね。あれほど浄化しやすい呪波汚染も初めてだったぐらいです。


　それだけ、お爺さんが功刀さんのことを想っていたということでしょう。





　ああ、そうそう。


　ひとつ、追記しておきましょう。


〈協会〉についてのことです。知っての通り、〈協会〉は禁きん忌きに触ふれた魔ま法ほう使つかいを忌いみ嫌きらいます。場合によっては、その魔法使いの生の痕こん跡せきすら、すべて消し尽つくすほどです。


　ですが、今回は、なんとかとどまったみたいです。功刀さんが魔法使いとして後こう継けい者しやでないというのが理由ですね。逆にいえば、魔法使いとして功刀さんが遺産を受け継つごうとすれば、再び〈協会〉に注目されることもありえます。


　気をつけてください。





　さて、これで日誌を……


　……あ、あれ？


　今計算しなおしましたが、今回の依頼、呪波汚染の洗浄を含ふくめると結局赤字？　ガス代も水道代も払えない？


　しゃ、社長！　すぐに依頼を！　猛もう烈れつに依頼を！　一心不乱の依頼を！




猫屋敷蓮












魔法使いのヤマイ




　　　　１




　功刀くぬぎ翔しよう子こは、ごく普ふ通つうの一いつ般ぱん人である。


　少なくとも、自分ではそのつもりだった。


　祖父の趣しゆ味みがやや偏へん屈くつな以外は、さして代わり映ばえもしない人生を送ってきた。


　あえていえば……やや苦労人の気はあるかもしれないが、それでもまず「普通」という範はん疇ちゆうの内側であろうと、そしてその内側で将来もずっと過ごしていくのだろうと、なんとなくそう思っていた。


　それが激変したのは、一週間ほど前、ある事件に関かかわってからである。


　そこで、少女は、ある会社に依い頼らいすることになったのだ。


　つまり。


　魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉。


　功刀翔子のクラスメイト──伊い庭ばいつきが社長を務める、世にも奇き妙みような会社に。





　その、昼休み。


「──呆あきれましたわね」


　と、アディリシア・レン・メイザースは感想を漏もらした。


　高校の、学生食堂である。


　ただの学食のスプーンが、この少女に握にぎられると、純銀のそれと見み紛まがうのが不思議だった。


　ちなみに、前に陣じん取どっているのは名物のカレーで、一日ごとに激甘と激げき辛からが入れ替かわるという代しろ物ものだ。見た目だけでは正体が判別できず、ひそやかに『ロシアンルーレット』などと呼ばれているのだが、アディリシアは眉まゆ一筋動かさない。


　どころか、一口食べて微び笑しようした後、こう言葉を続けたのだ。


「〈アストラル〉が節操ないのは知っていましたけれど、まさかショウコ──クラスメイトまで依頼人にされているとは……って聞いていますの、イツキ？」


「あああ、はい、はい！　聞いてます！」


　背筋をただして、目の前の少年──伊庭いつきがかくかくとうなずく。


「仕方ないやろ。事情が事情やったんやから」


　これは、隣となりからもうひとりの少女が口を挟はさんだ。


　栗くり色いろの髪かみと、滑なめらかな白磁の肌はだ。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねがこれ以上なく似つかわしい。


　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーである。


　ハーフの少女の前には、かけうどんが鎮ちん座ざしていた。トッピングも何もない、素っ気ない食事が、どこかこの少女らしかった。


　器用に箸はしを操あやつって、穂波の唇くちびるはつるつる麵めんを飲み込んでいる。彼女もまた、幼少からイギリスにいたはずなのだが、箸使いはまるで遜そん色しよくない。


（あああああ……）


　そして、四人のグループの端はしで、いつき以上におろおろしているのが翔子だった。


　もともとは、先週、自分が〈アストラル〉に依頼した事件が発ほつ端たんではじまった言い合いである。なんとか収しゆう拾しゆうをつけたかったのだが……到とう底てい、そんなスケールではなかったのだ。


「あら。ホナミがそういうことだから、イツキの勉強が進まないんじゃなくて？」


「臨機応変な対処は、魔術にも必ひつ須す事じ項こうやろ。正道と力ちから業わざで押し通すだけやない。学院時代から、アディはそういう融ゆう通ずうがきかへん」


「学院時代は関係ないでしょう！」


「……そやったら、あたしの授業方針にまで口出さんといて」


　ふたりの間で、圧縮・凍とう結けつされる空気。


　普通の学生食堂が、あっという間に銃じゆう火か飛び交かう戦場のイメージへ塗ぬり替えられる。


「…………」


　翔子は、何も喋しやべれず、ふたりの少女を交こう互ごに見つめていた。


　会話の内容は半分も分からないが、険悪な雰ふん囲い気きだけは容易に汲くみ取れてしまったのだ。


　ついでに、周囲からの視線が痛い。


（……どど、どう思われちゃってる？）


　思わず、額を押さえてしまう。


　翔子が一いつ緒しよに食事をとる相手は、あまり一定していない。委員長としての義務感から、ついつい均等にクラスメイトと食事をとるようになっているのだ。


　だが。


　その翔子をして、いままでずっと近寄れずにいたのが、このふたりだった。


　穂波・高瀬・アンブラーと、アディリシア・レン・メイザース。


　一学期半ばに、ふたりそろってやってきた転校生。


　片方がイギリス人で、片方がハーフという物もの珍めずらしさもさることながら、ふたりの少女を浮うき上がらせたのは、その圧あつ倒とう的な存在感だった。


　ふたりに近寄れるのは、伊庭いつきと──いつきの親友を自じ称しようする山やま田だぐらいなものである。山田にしても平然というわけではなく、たまに帰り道や食事が一緒になると、クラス中の男子に自じ慢まんしまわっている。


　では、自然、いつきに嫉しつ妬との視線が集まるのかというと……そうもならない。


　むしろ、少年に集まる視線は、同情というか哀あわれみというか、「お前が苦労してくれているおかげで、俺たちは心静かに見守っていられるよ」というようなそれだったのだ。


　要するに、皆みな、心得ているのである。


『触さわらぬ神に祟たたり無し』


　と。


「……功刀さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　隣に座ったいつきが、ぼそぼそと、心配そうに問いかけてくる。


「う、うん。このふたりって……同じ学校だったの？」


　ひそひそと、翔子も耳打ちを返す。


「そうみたい……」


　少年がうなずく。


　どこか人形めいた動きは、そのまま少年の疲ひ弊へいを表したものだろう。


　この少年が変わっていないことが、ある意味で、翔子の慰なぐさめでもあった。


　魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉の社長になってから、そろそろ一年近いらしいが、学校で見る少年には、いっかな変化の跡あとが窺うかがわれなかった。


　だから、翔子も最近まで知らなかったのだ。


（……どんな事件を経てきたんだろう）


　と、翔子は思う。


　変わらない顔のまま、変わらない精神こころのまま、この少年はどんな異変を──どんな魔法を見てきたのだろう。


　翔子には、分からない。


　クラスで出会う少年は、ごく小こ柄がらで平へい凡ぼんで、唯ゆい一いつの特とく徴ちようと言えばやたらと臆おく病びよう──昔、ドラえもんの映画で気絶したという伝説を持つぐらいだったからだ。


（…………）


　だけど、瞼まぶたにまだ残っている。


　つい一週間前に見た、少年の奇き跡せき。


　平凡で臆病なはずの少年の──伝えてくれた言葉。





『約束は……ふたりでするものだよ』





　そう言ってくれたからこそ、今の自分はここにある。こうして学校で困って、物思いにひたることもできる。


　翔子は、思う。


（……どっち、なんだろ）


　どちらが、本当の伊庭いつきなのだろう。


　このふたりの少女ならば、その答えを知っているのだろうか。


　そう思って見上げたとき、


「──ふん」


　と、アディリシアが鼻を鳴らした。


「まあ、細かいところはよしとしますわ。イツキのお人好しは、今に始まったことじゃないですし」


　どうやら、諍いさかいが一段落したらしい。


　学食中に、ほうっとため息が漏もれるのがおかしかった。これほど美しいと、怒おこるだけで周囲を凍こおりつかせてしまうらしい。


　しかし。


　返事は──なかった。


「……ホナミ？　まだ文句ありますの？」


　ややも不ふ機き嫌げんに、アディリシアの細い眉まゆがきゅっと寄る。


　すぐに、不機嫌が疑念へと変へん換かんされた。


「ホナミ？」


　その前で、ぐらり、と少女の頭が揺ゆれたのである。


　傾かたむきは戻もどらず、そのまま椅い子すから斜ななめに滑すべり落ち、可か憐れんな栗くり色いろの髪かみをリノリウムの床ゆかへと無む惨ざんに広げた。


「──穂波っ?!」「──高瀬さん?!」


　いつきと翔子が、ふたりして立ち上がる。


　その呼びかけにも、穂波は反応しなかった。息は荒あらく、瞼は閉じたまま、肩かただけを辛つらそうに上下させていた。ただでさえ色白な顔は、生気という生気を失っていた。


「ホナミ──っ！」


　一番切実だったのは、そのアディリシアの声だったように、翔子には思えた。
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「……過労だね」


　と、保健室の女養護教きよう諭ゆは断言した。


　ぱんぱんと白衣の首元を叩たたき、長い髪を適当に梳すく。


　まだ若々しい、二十代半ばのうなじが髪の間から覗のぞいた。


　この女じよ傑けつ、元ヤンキーとの説も名高く、べらんめえ口調には一定のファンが存在する。唇くちびるにくわえたのが昔懐なつかしいシガレットチョコだというのも、なんとなくそれっぽかった。


「つか、普ふ通つう、学生がこんな疲つかれるもんじゃないぞ。高瀬はわりと丈じよう夫ぶな方だろうが。よっぽどバイトかなんか詰つめ込んでるのか？」


「あ、いや……」


　返事をできず、いつきが口をぱくぱくさせる。


　無論、心当たりはあったのだ。


　が、さして不ふ審しんに思った風もなく、養護教諭は軽く肩をすくめた。


「……まあ、とりあえずは、横になっておけば問題なかろうがね。どうする？　あたしは今日は早めに退ひける予定なんだけど、鍵かぎ預かっとくか？」


「あ、はい。ありがとうございます」


「ほい。んじゃ、適当に職員室へ返しておいて」


　いつきへ押しつけるように鍵を渡わたした後、養護教諭は保健室を出て行った。


　後に、穂波と三人だけが残された。


　しばらく、沈ちん黙もくがあった。


　重く、冷たい時間。


　純白のカーテンが、冬の風に揺れる。昼下がりの光が差し込み、三人の影かげを色いろ濃こく落とした。


「……最近の〈アストラル〉の業務は、どうなってますの？」


　と、アディリシアが水を向けた。


　いつきが、軽くうつむく。


「今、猫ねこ屋や敷しきさんとみかんちゃんがいないから……黒くろ羽はも手伝ってくれてるけど……ほとんどは穂波がやってる」


「ただでさえ、〈アストラル〉の業務形態は複雑ですものね。それだと、この子でも少しぐらい疲れるでしょう。……どうせまた、勝手にひとりで抱かかえ込んだのでしょうけどね」


　ぷい、と顔をそむけて、アディリシアが横目にベッドを見た。


　いつきも、思う。


　いつも、この少女は──穂波は、ひとりで苦労しようとする。


　誰だれも知らないところで、誰にも分からないところで、ひっそりと強くあろうとする。


　まるで、そういう生き方を自分自身に課しているような、徹てつ底ていした孤こ高こう。〈アストラル〉という集団にあっても、なおこの少女は特別だった。


「えっと、魔法ってこういうの治せないの？」


　手をあげて、翔子が訊きいた。


「そんな便利なものだったら、誰も苦労しませんわ。それに、強きよう壮そう剤ざいとかの薬は、穂波の魔女術ウイツチ・クラフトの方が専門ですしね」


「魔ま神じんには？」


　これは、いつきが訊いた。


「わ、私は、その手の魔神を喚かん起きしたことありませんの」


　アディリシアが、もじもじと指を交差させる。


　ある意味、アディリシアらしいと、いつきは納なつ得とくした。


　言われてみれば、少女の魔神で、穏やかなものは覚えがない。黄金の獅し子しマルバス、翼つばさ持つ狼おおかみグラーシャ・ボラス、鋼はがねの騎き士しエリゴール──いずれも強大な、血と戦いくさの悪あく霊りようたちだ。


　くすりと微笑ほほえんだいつきに、アディリシアがかあっと頰ほおを染めた。


「ご、誤解しないでくださいまし！　ただ単に、私にはそういう魔神が必要なかったというだけで、能力の高低とは関係ありません！」


「いやその！　僕もアディリシアさんらしいなって思っただけで……」


　そう言って、いつきが手を交差させたときだった。


「──ほんまや」


　と、ベッドから声があったのだ。


「「「…………っ！」」」


　三人が、同時に振ふり返った。


「そやから……アディは、融ゆう通ずうきかへん」


「穂波」


「高瀬さん」


　ベッドの毛布から、弱々しく笑って、セーラー服の上半身が持ち上がっていた。


　なんとなく、翔子は息を飲んだ。


　ほんのかすかに血色を取り戻もどした微び笑しようが、かえって昼下がりの陽光にあると、一層はかなげに映ったからだった。


　間をおいて、アディリシアが訊く。


「大だい丈じよう夫ぶ、ですの？」


「……迷めい惑わくかけたみたいやね。……たいしたことあらへん。ちょっとフラッとしただけやから」


　かぶりを振って、穂波がゆるくうなずいた。その上下も、どこかぼんやりとした、夢のような仕草だった。


「ごめんね。すぐ起きるから」


　淡あわく笑って、そのままベッドの布ふ団とんを折りたたむ。


「あ、駄だ目め！」


「大丈夫。動けるもん」


　ベッドを降りて、穂波が床ゆかに足をついた。


　途と端たん、その姿勢が崩くずれた。


「きゃ──っ！」


「穂波っ」


　かろうじて間に合ったいつきが、咄とつ嗟さに倒たおれかけた肩かたを抱だく。


「もう！　無茶するのは一回だけにしてよ」


　珍めずらしいことに、声を荒あらげて少年が言った。


「や、やって……」


「いいから、今日は休んでなさい。帰りは私の車を使えばいいでしょう。運転手はダフネですから、事情だけ話してくれれば分かりますわ」


　今度は、どこかしら不満げに、アディリシアが口を出したのである。


「それに、〈アストラル〉の業務代行ぐらい、私がこなしてみせますわ」


「……え？」


　きょとんと、小首が可か憐れんに傾かしげられる。


　すると、アディリシアは胸を押さえて宣言した。


「今言った通りですわ。あなたが治るまでは、私が業務を代わってあげます」


「…………」


　すぐには、意味が分からなかったようだった。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに、理解の光が灯ともるのに数秒。その数秒で、穂波は何度となく瞬まばたきして、ぽかんと口を開いた。


「で、でも、そんなん」


「大株主としては、そうそう業務停止されてはたまりませんもの。それとも、たかが小結社の代行ぐらい、私ができないとでも？」


「う、ううん……そやないけど……」


　さすがにすぐ返答できないのか、きょろきょろアディリシアといつきとを交こう互ごに見返す。本当にそれでいいのかと、視線が問いかけているようだった。


　しかし、


「でしたら、大船に乗ったつもりで任せなさい。イツキ、かまいませんわね？」


「あ、そりゃもちろん……」


　少年も、ややぎこちなく肯こう定ていする。


　仮にも社長と大株主、ふたりの承しよう諾だくがあっては穂波が逆らえるはずもない。不承不承、というか半信半疑に、少女がこくんとうなずいた。


「では決まりです。ほら、病人はさっさと寝ねるか帰るかしなさい。ショウコ、ちょっと手伝ってもらいますわよ？」


　ぱん、と白い手が叩たたかれ、全員に行動を促うながした。


　あっさりとその場を支配して、アディリシアは堂々と命令を下したのだった。
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　数十分ほどして、


「──と、いうわけですけれど」


『ああ。穂波さん、最近徹てつ夜やが続いてましたから……』


「案の定ですわね。とりあえず、〈協会〉への報告とか、急ぎの仕事だけまとめておいてもらえます？　こちらで処理しておきますわ」


『あ、はい。ありがとうございます！』


　そんな会話が、アディリシアの携けい帯たいから漏もれ聞こえていた。


　相手は、黒羽という〈アストラル〉の社員らしかった。翔子は会ったことがない──と思うのだが、どうも自信がない。あの会社なら、幽霊の社員ぐらい、いてもおかしくない気がする。


「お待たせしました。こちらは終わりですわ、ショウコ」


　振ふり返って、すっと、アディリシアがお辞じ儀ぎする。


　その一礼の見事さに、翔子は圧あつ倒とうされてしまう。あまりに鮮あざやかな礼儀は、それだけで人の格になるのだと、そう実感させられる動作だった。


「う、ううん。私、委員長の仕事しただけだし」


「それで十分です」


　翔子の手には、出席しそこねた授業のプリントが揃そろっている。担任と友人に声をかけて、プリントを集めてきて──ついでにノートもコピーさせてもらったものだ。


　要するに、こういう作業をさせるため、アディリシアは翔子へ声をかけたらしい。


　穂波はともかく、いつきの成績を考えると、確かに必ひつ須すであろう。ただでさえ、〈アストラル〉やら何やらで出席が滞とどこおっている以上、成績の悪化はそのまま留年につながる。


　そういう気の回り方に、不思議な親しみを覚えて、ふと、翔子はあることを訊きいた。


「アディリシアさんは、前の学校から、高瀬さんとお友達だったんだよね？」


「友達はやめてくださいません？」


　ふん、と鼻を鳴らして、アディリシアが言う。


　少し躊ちゆう躇ちよしてから、もうひとつ尋たずねた。


「じゃあ、どういう風に、思ってたの？」


　すると、アディリシアもこちらを疑わしげな目で見つめて、それからこう答えた。


「最高に憎にくたらしい相手で、さらに憎たらしいことに一種の天才、と思ってましたわ」


「うわ」


　つい、声をあげてしまう。


　アディリシアの口から出たとは思えない、最上級の評価であった。


（でも……）


　どうして、過去形なのだろう。


　少なくとも、見み損そこなったとかそういう口調ではない。むしろ、ひそかな羨せん望ぼうさえ、その底には混じっているような気がした。


　その理由に、思いをはせたときだった。


「…………」


「アディリシアさん？」


　目の前の少女もまた、何やら考え込んでいたのである。


「いえ。ちょっと、何かが頭にひっかかっているような気がして……」


　自らの唇くちびるのあたりを、指でなぞる。


　そうしているだけで、一いつ幅ぷくの絵になりそうだった。アディリシアといい、穂波といい、日常から離はなれすぎていて、いちいち人の目を奪うばってしまう。


「あ」


　と、その唇が声を漏らした。


「分かりましたわ」


「何を？」


「あの子についてた香り、どこかで嗅かいだ覚えがありましたの」


　言うや、少女は身を翻ひるがえした。


　あでやかなイブニングドレスの裾すそを想起させる、きっぱりとしたターン。まるで、これからダンスでも踊おどるかのよう。


　その後ろ姿に一いつ瞬しゆん見み惚とれて、


「──あ、あ、私も一いつ緒しよに行く！」


　なぜだか、翔子は、追いかけていってしまったのだった。
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　帰り道、いつきは穂波を背負っていた。


　ダフネに送ってもらったリムジンの中で、穂波がまた意識を失ってしまったためだ。車道から、マンションの穂波の部屋までのわずかな道のり、少年が少女を背負うこととなっていた。


　思ったよりも、穂波の身体からだは軽かった。


　この秋から、いつきは初歩的な体術の訓練を受けている。だが、それにしても、平均よりずっと軽いように思えた。首元にかかる息だって、かすかに荒あらいでいるようだ。


（……過労って、言ってたからかな）


　不安が、脳のう裏りをよぎった。


　足に力をこめる。


　家は、意外と普ふ通つうのマンションだった。


　エレベーターを八階で降り、預かった鍵かぎで部屋の扉とびらを開けると、急にいつきは身体が強こわ張ばるのを感じた。


「……あ」


　心臓が、強く鼓こ動どうを打つ。


　考えてみれば、女の子の家にあがるのは初めてだったのだ。厳密には、アディリシアの屋や敷しきに行ったことはあるのだが、あれはいろんな意味で規格外であった。


（……ち、違ちがう違う。そういう理由で来てるんじゃないから）


　かぶりを振って、玄げん関かんに入った。


　女の子らしい部屋──少なくともいつきの思うそれ──とは、程ほど遠とおかった。


　比ひ較かく的てき広い２ＬＤＫのそこかしこに、奇き妙みような品が置かれている。


　あるいは三角のとんがり帽ぼう子し。


　あるいは闇やみ色のマント。


　あるいはグロテスクな感じの枝を伸のばした植木。


「…………っ」


　かすかに、右目が痛む。


　魔術の品、ということはその痛みですぐに分かった。


　それ以外は、極きわめて乱雑に床ゆかを散らばっている。大量の書物やメモらしい紙し片へん、学校のテキストや文ぶん房ぼう具ぐ、はたまた薬をかきまぜるための乳にゆう鉢ばちなども、所ところ狭せましと並んでいた。


　一見でたらめに見えるのだが、書物が傷いたまないようパラフィン紙を巻かれたりしてるのを見ると、案外穂波にとっては扱あつかいやすい配置なのかもしれない。


「え、と……」


　周囲を見み渡わたす。


　殺風景な部屋の、窓の近くにベッドがあった。


　そこへ、少女を横にさせる。


　すぐ帰るわけにもいかず、いつきはその場へ座りこんだ。


　そうして横顔を見ていると、少しずつ気分が落ち着いてきた。


（……普段と、逆だな）


　なんとなく、苦く笑しようする。


　自分が倒たおれて、穂波に怒おこられることは多いけれど、こうして穂波が倒れるのは珍めずらしい。


　はじめて会ったときから、その関係はずっと一緒だった。


「…………」


　心を澄すませば、ひどく簡単に思い出せる。


　穂波と、アディリシアとの出会い。


　そう。


　最初、アディリシアは、いつきを脅おどすためにやってきたのだ。


　そのアディリシアを止めに、穂波は現れたのである。


　いつきは、思い出す。





　──『そこまでにしとき、アディ』


　月夜を背景に、箒ほうきにまたがった少女の姿。





　──『我は願うハイル。地にも天にもあらざるヤドリギの加護をもて、北東の災わざわいを穿うがて！』


　敵にヤドリギの矢を放つ、勇ましい少女の姿。





　──『我は乞うハイル。霊れい樹じゆの生命と月の加護をもって、かのものの肉と魂たましいを癒いやせ』


　魔ま女じよの軟なん膏こうを塗ぬって、自分の傷を癒してくれた少女の姿。





〈アストラル〉にひきずりこまれて、この少女と出会って──それから、いろんな魔法使いとぶつかってきて。


　ソロモン王の魔術師がいた。


　自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師しもいた。


　他者の願望だけを叶かなえようとする、哀かなしい取り替え児チエンジリングもいた。


　たった九ヶ月そこらの出来事とは、とても思えない。


　一年足らずの出来事は、いつきの半生にも等しい密度を備えていたのである。


　いいや。


　一年と言わずに、もっと昔にも、自分とこの少女とは出会っていた……らしい。


　らしいというのは、記き憶おくがはっきりしないからだ。


「…………」


　そっと眼帯に触ふれる。


　いつきには、記憶の欠けつ如じよがある。


　この眼帯をつけることになった──その事件。


〈幽霊屋敷〉。


　幼よう稚ち園えんの頃ころ、いつきがある少女に誘さそわれて入りこんだ場所で、そこで起きた事件によって、いつきはこの眼帯なしに生活できなくなった。


　今では、その少女が穂波だったことを、いつきは思い出している。


　でも、細かいことまで、すべて思い出したわけではない。


　自分の瞳ひとみがこうなった理由や、その経けい緯いは──いまだ霧きりに包まれたままだ。


（……だけど）


　だけど、穂波は、自分が忘れてる間も、この瞳を癒そうとしてくれていた。


　世界にも稀まれなケルト魔術を復活させ、何年も経たってから日本へと帰ってきた。


（……でも）


　でも、どうして。


　そんなに、一生懸けん命めい、頑がん張ばろうとするのか。


　かたくななまでに、たったひとりで、肩かた肘ひじを張っているのか。


　分からない。


　一年近くの時間を共有して、一度ならず生死をともにした今でも、少年にとって少女は謎なぞの存在であった。


「…………」


　なんとなく、息をついた。


　顔をあげる。


　いつのまにか、穂波の呼吸も、規則正しく落ちついている。


「──もう、大だい丈じよう夫ぶかな？」


　特に、その判断を覆くつがえす理由はない気がした。


　それに、やはり女の子の部屋というのは居い心地ごこちが悪い。まだしも魔法の気配は最近慣れてしまっているのだが、ついそわそわしてしまう。


　立ちあがり、踵きびすを返そうとして。


「っ？」


　その足が、不自然に止まった。


　いつきの制服の袖そでを、柔やわらかな力が摑つかんでいたのだった。


「穂波？」


「……嫌や」


　ひどく、子供っぽい発音だった。


　おや、と思ったいつきの鼓こ膜まくを、もう一度、その声が叩たたいた。


「……行っちゃ……嫌や」


（え？）


　穂波の言葉とは、思えなかった。


　普ふ段だんから勝ち気で、冷ややかで、孤こ高こうですらある少女の言葉とは信じられなかった。


「穂波？」


「嫌や」


　少女の首が、横に振ふられる。その仕草もひどく幼く映る。高めに見積もっても、せいぜいが五、六歳の女の子のものだ。


「……あーちゃんて呼んでくれなきゃ……嫌や」


（あーちゃん……？）


　自分を、ほかの誰だれかと勘かん違ちがいしているらしい。


　それも風邪かぜのせいか、幼い頃の意識で。


「えっと……」


　さすがに、これは放ほうっておけなかった。


　寝ねているままならいいが、そんな不安定な状態では、何をしでかすか分からない。


　いつきが困った顔で瞬まばたきしていると、


「呼んで」


　と、少女が唇くちびるをとがらせた。


「な、何？」


「名前」


　袖を握にぎったまま、つんと澄すました声で言う。


（さ、さっきのでいいのかな……？）


「……あの……あー、ちゃん……？」


「うん！」


　ぱあっと、少女の顔が輝かがやいた。


　あまりに嬉うれしそうな笑え顔がおなので、いつきが驚おどろいてしまうぐらいだった。


（……一体、誰と勘違いしてるんだろ？）


　その誰かが、ほんの少しだけ羨うらやましくなった。


　名前を呼ぶだけで、こんな笑顔で祝福してもらえる人は、どんなに幸せだろうと。


　しかし、少女はこう続けたのである。


「ありがと……いっちゃん……」


（……へっ？　いっちゃん？）


　いつきが、きょとんと瞬きする。


　それが、ごく稀に穂波が使う、自分の呼び名だからであった。





　　　　＊





〈魔法使い派遣会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　夕暮れ時。


　そんな字句の刻まれた看板が、鮮あざやかな赤しやつ光こうに照り映はえていた。


　ビルとビルとの間、何かの間違いのように建てられた、小さな洋館の門前である。


〈アストラル〉の事務所だった。


　その敷しき地ちに悠ゆう然ぜんと入り込み、アディリシアと翔子は、裏庭の書庫へと移動していたのだ。


「──ホナミが徹てつ夜やしていたのは、書庫で間違いないかしら？」


　途と中ちゆう、二、三度、アディリシアは中空へ話しかけていた。


「ええ。ごめんなさいね。ちょっと確かく認にんすることができましたから」


　話すような相手は見えない。


　声も聞こえない。


　だけど、会話している相手を錯さつ覚かくするほどの、はきはきとした台詞せりふであった。


「あの……誰と、話してたわけ？」


　たまらず、翔子が尋たずねた。


「いえ？　ここの社員の人とですけれど」


「ま、まさか、幽ゆう霊れいとかっ？」


　そう訊きくと、アディリシアはややも悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでみせた。


「ご想像にお任せしましょう」


「…………！」


　硬こう直ちよくした翔子をよそに、アディリシアは書庫の扉とびらへと手をかけた。


　洋館の半分ほどの大きさで、青銅の扉に翔子の読めない文字──ラテン語で『我に触れるなかれノリ・メ・タンゲレ』──と書かれた施し設せつだった。


　開いただけで、きつい古紙と紙し魚みの臭においが鼻をついた。


「……ひどいありさまですわね」


　と、アディリシアが目を細めた。


　実際、翔子が見ても、惨さん状じようとしか言いようのない光景だった。


　何列にも置かれた本ほん棚だなの中央が、穂波の仕事場らしかった。


　アンティークランプの置かれたデスク。


　その両側に、古書やら書類やらが大人の背せ丈たけほども積み上がり、もはや山どころか山脈の呈ていを晒さらしている。それでも一応区分けされているところを見ると、やや小ぎれいな右側が、穂波の処理した書類らしかった。


「この量だと、三日は徹夜していたと思うのですけれど」


　けほけほと埃ほこりにむせながら、アディリシアが口にした。


　何かを考える風に片目を閉じていたが、すぐに振ふり返った。


「──すみませんがショウコ、その右側の書類を押さえていてくれますか？」


「え？　あ、うん」


　こくんとうなずいて、翔子がとてとてと言われた通りにする。


　すると、アディリシアは、胸むな元もとに入っていた五ご芒ぼう星せいのペンダントを取り出したのだ。


「驚かないでくださいませね」


　そう言って、浅く息を吸った。


　すう、ともう一度、翠みどりの目が細められる。


　端はたで窺うかがう翔子でさえ、肌はだがぴりぴりする緊きん張ちよう。世界が圧縮されるほどの、絶対的な集中。


　可か憐れんな唇がほどけ、複雑精せい緻ちな詠えい唱しようを口ずさんだ。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　書庫に響ひびくは、力ある言葉スペル。





「──O THOU wicked and disobedient spirit N, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」





　聖別された銀を、ソロモンの五芒星を掲かかげ、アディリシアは呼ばう。





「──来たれマルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」





「きゃっ！」


　風が巻いた。


　ありえない颶ぐ風ふうが書庫へと集つどい、紙し片へんを巻き上げる。


　少女の金きん髪ぱつをなびかせ、異界よりアッシャー界現実へと顕けん現げんする。


　今度も、翔子には見えなかった。


　だけど、感じた。


　理由も理り屈くつも抜ぬきに、自らの眼前にある、圧あつ倒とう的な存在を知覚したのである。


　黄金の獅し子しを。


　いかなる魔まにも、いかなる獣けものにも勝まさる、金獅子の偉い容ようを。


「これ、て……」


　嗄しわがれた声で呟つぶやく。


　その翔子に、アディリシアは小さく一礼した。


「私の魔神ですわ。マルバスは隠かくされたものを見つけ出す秘力を持っていますから」


　そのまま、視線を横に滑すべらせる。


　見えざる獅子の、鼻先と思おぼしい場所に、小さな壺つぼが浮ういていた。


　手の中におさまりそうなほどの、ごく小さな壺だった。


「……やっぱり、この香かおりでしたわね」


　その壺を覗のぞき、かすかに鼻をうごめかせてから、アディリシアは満足そうにうなずいた。


「え？」


「この臭いは、セイヨウカノコソウ……ナツシロギク……それにヘンルーダ……。ええ、これだけ揃そろってるなら、まず間ま違ちがいありません」


「どういう、こと？」


　皆かい目もく見当もつかず、動転したままの翔子へ、アディリシアはくすりと笑った。


「ホナミの、病気の原因。そうですわね。詩的に言い換かえれば、こうなるかしら」


　そして、こう続けたのである。





「──Forget me not（私を忘れないで）」





　　　　４




「ありがと……いっちゃん……」


　そう言われたまま、いつきは硬こう直ちよくしていた。


（いっちゃんって……ほかの人のこと？　それとも……）


　ぐるぐると、そんな問いが頭をめぐっている。返事をしようにも、喉のどが固まって、ろくに声を出せなかった。


　すると、穂波の顔が、くしゃりと歪ゆがんだ。


「違う、の……？　いっちゃんじゃないの？」


「あ……」


　その顔が、少年の迷いを払はらった。


　いっちゃんというのが、結局誰だれのことかなど分からない。


　それでも、その名前で穂波が安心するなら、少しぐらいの噓うそは許されるように思ったのだ。


「い、いや……そ、そうだよ」


「良かったあ！」


　あっさりと、少女の表情が笑え顔がおへ反転する。


「ね、いっちゃん、お隣となり来て」


　また、袖そでを引っ張られる。


　優やさしい力に、こてんと座り込まされた。ベッドの隣である。さすがに、そこだけは魔術書グリモアやら天てん秤びんやら植木やらの侵しん食しよくを免まぬかれていた。


　布ふ団とんをかぶり、見上げるようにして、穂波が言う。


「いっちゃん、背高くなった？」


「そ、そうかな？」


　頭を搔かく。


　そのいつきを、むー、と穂波が睨にらみつけた。


「生意気。あたしより大きくなるなんて」


「え。そ、そうなの？」


　慌あわてて両手を振ふったいつきへ、当たり前というように、少女がこくんとうなずいた。


「うん。生意気。いっちゃんはもう大きくなっちゃ駄だ目め。絶対、あたしが抜き返すんだから」


「抜き返すって──身長で？」


「だって、あたし、お姉さんなんだもん」


　ぷう、と頰ほおが膨ふくらんだ。


　そういえば、誕生日は穂波の方が早かったはずだ。ほんの一週間ほどのことだけど。


「分かってる？　いっちゃん、なんか上の空だよ！」


「ああ、はい。分かってる分かってる」


　言いながら、つい唇くちびるがほころぶのを隠しきれなかった。


　なんだか、普ふ段だんと変わらない気もする。素す直なおになっているだけで、根っこのところは、やはり穂波のままなのだと実感する。


　──いや。


　素直になるということは、きっととても難しいのだろう。


　年をとればとるほど、どんどん難しくなっていくのだろう。


　分厚い仮面の上に、さらに仮面をつけるのが、多分、大人になるということだ。堂々と素顔を晒さらすのは、とても怖こわくて恥ずかしいこと。穂波・高瀬・アンブラーでさえ、それは変わるまい。


　では、普段の穂波は、どんな仮面を、どんな理由でつけているのだろう。


「……いっちゃん？」


　ことんと、穂波が首を傾かしげた。


　そのときだった。





　きゅるるる……





　と、可愛かわいい音が鳴ったのだ。


　ふたりが顔を見合わせ、すぐにある一点へと視線を一いつ致ちさせた。


　穂波の、おなかが鳴ったのだった。


（そういえば、ご飯の途と中ちゆうで倒たおれたんだっけ）


　納なつ得とくして、いつきはゆっくりと立ち上がった。


「いっちゃんっ？」


　心細そうに顔をあげた穂波へ、いつきは微び苦く笑しようする。


「ご飯つくるだけだよ。少し待ってて」


　そう諭さとして、キッチンへと移った。


　幸い、冷蔵庫には、いつきの扱あつかえる食材もあった。


　ありあわせではあったけれど、お粥かゆをつくるぐらいはできそうだった。それだけじゃ栄養が足りないので、和風っぽく白菜や鰹かつお節ぶしを散らしてみる。


　ベッドから、キッチンがなんとか垣かい間ま見みえるせいか、穂波もそれ以上は寂さびしがらなかった。


　時々、手を振ったりしながら、十数分ほどでふたり分の粥をつくった。


（……熱いかな？）


　ふうふうとさましてから、小さなお椀わんを差し出す。


　受け取った後、少しの間、穂波は動かなかった。


「あーちゃん？」


「……ううん、なんでもない」


　レンゲで粥をすくい、口へと運ぶ。


「美味おいし」


　ちょっと舌っ足らずに、穂波が微笑ほほえんだ。


　童女のような笑みだった。ほんの五、六歳までの間、子供だけが見せられる、純じゆん粋すいな笑み。


「…………」


　いつきは、つい顔をそむけてしまう。


「どしたの？」


「こ、こっちもなんでもない」


「ふうん？」


　不思議そうに声をあげた穂波をよそに、いつきはベッドの足元へと腰こしを下ろした。


　やたらと、頰が火ほ照てっていた。


　普段、ずっと一いつ緒しよにいても──たいていは社長業か魔術の勉強だが──こんな風にはならないのに、どうして今日に限って、妙みように意識してしまうのか。


　しばらく、そのままでいた。


　どこかにあるらしい時計の、チクタクという秒針の音が耳についた。


「……いっちゃん、そこにいる？」


　不意に、穂波が訊きいた。


「いるよ」


　気き恥はずかしくて、短く答える。


「どうかした？」


「ううん」


　穂波は、幼い仕草で、かぶりを振ふる。


「ただ……さっき、変な夢を見てたの、思い出しただけ」


「夢？」


「うん」


　うなずく風に、壁かべの影かげが揺ゆれた。


　栗くり色いろの髪かみが、さらさらと毛布にこすれる音がした。


「いっちゃんがね、いないの」


　と、少女は呟つぶやいた。


「ずっとずっとね、いないの」


「…………」


　それは、本当に夢だろうか。


　あるいは、今まで穂波が経てきた、現実の時間のことだろうか。


　いつきには、分からない。


　それでも。


　それでも──きっと、哀かなしい夢だったのだろう。


　穂波の声の沈しずみ方だけで、容易に汲くみ取ることができた。


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　と、いつきは答えた。


「……大丈夫。ここにいるから」


「良かった……」


　その声こわ音ねが、本当に安心したように弾はずむ。


　それから、こう囁ささやいた。


「ごめんね……」


「へ？」


　いつきが振り返ると、すぐ間近で、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイと鉢はち合あわせた。


　穂波もまた、上半身を持ち上げていたのだ。


「あたしのせいで……こんななっちゃってごめんね……」


「何の、こと？」


　どぎまぎと、心臓が早はや鐘がねを打った。部屋に入ったときの数倍の強さだった。


「いっちゃん、あたし……」


　少女の指が、いつきの頰ほおを触ふれる。


　そのまま滑すべり、眼帯の表面をそっとなぞった。


　指使いのひとつひとつが、ひどく優やさしくて、優しすぎて抵てい抗こうできない。


「司つかさおじちゃんにも……言われてたのに。あの〈幽ゆう霊れい屋敷〉に近づいちゃ駄だ目めって……」


「────っ？」


　司とは、いつきの父の名だった。


　だけど、その司と穂波とが既き知ちの仲であったというのは、初耳だったのだ。


　しかし、それを訊くよりも早く、別の疑問がいつきを捉とらえた。


「あたしね……いっちゃんにまた会えてよかった」


（……え？）


　その発音が、少年の知る穂波のものだったからだ。


　表情も、ずっと大人びている。


　今は、年相応の顔。


　だけど、ひどく素す直なおで、純粋で──そのことだけが変わらない。


　幼い穂波と、今の穂波とが、秒瞬の間に、交こう錯さくしているようだった。


「いっつも……いっつも……」


「いつ、も？」


　聞き返したいつきに、穂波がうなずく。


　その瞳に、かすかな涙なみだがたまっていた。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを映した、まるで宝石のような涙。


「あたしが……いっちゃんを傷つけて……あたしが……いっちゃんに迷めい惑わくかけて……それでも……」


　それでも、と少女は言う。


「それでも……あたしは……いっちゃんが……」


　一いつ旦たん、言葉が途と切ぎれた。


　とても大切なことを、言いたい顔をしていた。


「…………」


　だから、いつきも黙だまって、その答えを待った。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」





「……あれ？」





　答えの遅おそさに、いつきが首を傾かしげた。


　そして、気が付いて、困った風に微笑ほほえんだ。


　今度こそ、少女はうつむいて、安らかに寝ね息いきをたてているのだった。





　　　　５




　穂波は、夢を見た。





　とても、心地ここちのよい夢であった。


　ありえない夢だった。


　保健室で、あのアディリシアが、妙みように自分を気き遣づかってくれる夢。あげく〈アストラル〉の業務代行までやってくれるとか、そんな信じられないことまで言ってくれた。


　まあ、それが突とつ飛ぴすぎるからこそ、ああ夢なんだなあと最初から分かってしまったのだが。


「……でも、いい夢やったよね」


　朝になって、寝起きのぼんやりした頭のまま、穂波は赤面した。夢の中の自分が、あんまりふわふわしていて、恥はずかしくなったのである。


　それに、夢は、もうひとつあったのだ。


　この部屋で、このベッドで。


　自分が、いつきと昔のように話しているような──そんな夢。


（おかしかったなあ。いっちゃん、えらい照れてる感じで……）


　くすくすと、笑みがこぼれてしまう。


　恥ずかしかったが、それよりも夢の余よ韻いんが嬉うれしかった。


　ベッドを降りて、キッチンへ向かう。さあ、今日も一日、気合いを入れ直さないと──。


「あれ？」


　そのキッチンが、妙に片付いていた。


　ばかりか、鍋なべには何かが入っていて、蓋ふたにメモが貼はってあったのだ。


　こう、書いてあった。





『お粥かゆ、もう少しつくっておきました。温めて食べてください。いつきより』





「え、え……お粥って……」


　そういえば、自分は昨日、どうやって家に帰ったのだろう。


　というか、昼休み以降の記き憶おくがない。


　あの日は、前の夜から熱っぽくて、ふわふわした感じで……だから、ちょっとした薬なんかも処方して……


　そこまで気がついてしまえば、答えはすぐそこだった。


（まさ……か……あれって……全部……）


　がらがらと、何かが崩くずれた音が聞こえた。


　自じ我がとか自尊心プライドとか世せ間けん体ていとか、そういった大人の持ち物が、片かたっ端ぱしから崩ほう壊かいしていく音だった。


　ついでに、夢だと思っていた記憶が、一いつ瞬しゆんで舞まい戻もどってきた音だった。


　そう。


　あれは……夢じゃない。


「…………きゃ」


　声の欠片かけらが、唇くちびるからこぼれた。


「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


　全力でベッドに駆かけ戻って、穂波・高瀬・アンブラーは、生しよう涯がい最大の叫さけび声をあげていた。
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　　　　＊





「──穂波さん!?」


　玄げん関かんを叩たたく音が、身も世もない叫び声を停止させた。


　本当は、そんな音など無視したかった。このまま忘却レテの川を渡わたって、冥界ニブルヘイムまで到とう達たつしたかった。しかし、片かた隅すみに残っている冷静さが、そうさせてはくれなかった。


　ふらふらと扉とびらを開けると、そこに、功刀翔子が立っていた。


「功刀さん？　ど、どうしたん？」


「あ、その……昨日高瀬さん、あれだったから、様子を見ようと思って……」


「そ、そうやったん」


　全力で動どう揺ようを押さえこみながら、穂波はかろうじて返事をする。


　そういえば、昨日倒たおれたときに翔子の姿もあった気がする。委員長気質かたぎの真ま面じ目めな彼女なら、わざわざやってきてくれることもないとは言えまい。


　だが、


「お邪じや魔ましますわね」


　もうひとり、背後から金きん髪ぱつの少女が現れたときは、今度こそ死ぬかと思った。


「あ、アディまで！」


「アディまで、とはご挨あい拶さつですわね。せっかく私も心配して、ショウコと申し合わせて来たというのに」


　唇を押さえて、心配を強調して、アディリシアが言う。


　騙だまされるものか。


　絶対、アディは楽しんでる。


　その証しよう拠こに、くつくつと、セーラー服の肩かたが震ふるえてしまっているではないか。それはもう、化け狐ぎつねがぴょこぴょこ尻尾しつぽを揺ゆらして喜ぶぐらいの露ろ骨こつさだ。


　屈くつ辱じよくに奥歯を嚙かみしめて、


「社長は？」


　と、訊きいた。


「イツキでしたら、先に〈アストラル〉事務所に寄るとのことです。昨夜ゆうべ、私とダフネで残りの書類を処理しましたから、急ぎのものだけ〈協会〉に提出するよう、言っておきましたの」


「う……あ、ありがと」


「いいえ、どういたしまして」


　セーラー服のスカートをちょんとつまんで、アディリシアがお辞じ儀ぎする。


　それから、思い出したように、隣となりへ声をかけた。


「ショウコ、お粥をよそってきてくださいます？　イツキの話ですと、三人で食べるぐらいはつくったそうですわ」


「え？　でも勝手にあがっちゃ──」


「いいですから」


　躊ちゆう躇ちよする翔子の背中を、アディリシアが軽く押す。


　さすがに、これは穂波も抗こう議ぎした。


「ちょ、アディ、何勝手な──」


「だって、先にホナミに見せるものがありますもの」


　すい、と鞄かばんからあるモノを、アディリシアが取り出す。


　その壺に、あっ、と穂波は釘くぎ付づけになったのである。


「──これですわね。病気の原因は」


　片手で、蓋ふたを開ける。


「セイヨウカノコソウ……ナツシロギク……ヘンルーダ……」


　薬草ハーブの名前を、アディリシアは次々と口にする。


　最後に、こう告げた。


「そして、忘れな草（Forget me not）」





　　　　＊





「じゃあ……お粥かゆよそってくる」


　遠えん慮りよしいしい翔子がキッチンに入ってから、アディリシアはテーブルについた。


　穂波は、ううう、と自分の膝ひざを見つめている。


　そんな少女を愉たのしそうに眺ながめて、アディリシアは先の壺を撫なでた。


「どのハーブも、本来は疲ひ労ろう回復に使うものですわね。本当はホナミ、徹てつ夜やを耐たえ抜ぬくために、疲つかれを忘れる薬を作ろうとしたんじゃなくて？」


「……まあ、そうや」


「で、失敗して、いろんなことを忘れすぎた。違ちがいます？」


「…………」


　沈ちん黙もくする。


　穴があったら入りたい、とはこのことだ。


　もとより、魔ま女じよの薬には副作用が多い。特に、忘れな草関連の──自分のことを忘れてしまう物語など、ウェールズには森の木の数ほども伝わっている。


　だが仮にも魔女術ウイツチ・クラフトを修めたものが、自分に使う薬の調合を失敗したなど赤っ恥ぱじもいいところである。まして相手がアディリシアとなれば、これはもう屈辱を通り越こして切腹ものだった。


　だけど。


　そのわりに、アディリシアは追つい及きゆうしなかった。


　いつもなら、猫ねこが弱った鼠ねずみをいたぶるように、ちくちく苛いじめてくるところなのに、今日ばかりは優やさしい微び笑しようを浮うかべたままだ。


「むぅ……何、アディ？」


「昔のあなただったら、ありえない失敗ですわね」


「そうやね」


　間をおいて、穂波は肯こう定ていした。


　壺を奪うばい取って、ため息をついた。


　とても長くて細い、弱々しいため息だった。


　その後、ややも挑ちよう発はつ的に、相手を見み据すえる。


「見そこなった？　日本に戻もどって、あたしがふぬけたって」


「いいえ」


　アディリシアが微笑ほほえんだまま、かぶりを振ふった。


「そうですわね。失敗とか、つまずきとか、そういうのは増えてるでしょう」


　ゆっくりと、付け足す。


「でも……それはふぬけたんじゃありませんわ」


「じゃあ、何やっていうん」


　訊いた穂波の手を、そっとアディリシアの手が取った。


「前よりも、無理をするようになっただけでしょう」


　そっと、ふたりの手が触ふれあう。


　ちょうど、同じぐらいの大きさの手だった。


　ほんの少し、アディリシアの方が白く、穂波の方が艶つややかだった。


「自分の器うつわ以上の無理をすれば、失敗は増えます。無様も増えます。でも、それをふぬけただなんて──少なくとも、私は言いませんわ」


　指をからめたまま、アディリシアは言う。


「今なら分かりますもの。あなたがどうして、たった二年でケルト魔術を習得できたのか」


　天才だから、ではない。


　無論、それもあるだろうが、天才というだけで極きわめられるほど、魔術は甘くない。


　結局、人を動かすのはモチベーションだ。


　魔法使いであろうと、ただの人だろうと、それは変わりやしない。


　そして、かつて贖しよく罪ざいのためだけに魔術を磨みがいてきた少女穂波が、今、新しい目的を得つつあるのだと、アディリシアは理解していた。


（……〈アストラル〉や、イツキに触れて）


　大切なものが増えて。


　大事なものを守ろうとして。


　だからこそ、ついつい無理をする。


　徹夜を重ねて、薬をつくって──こんな失敗をしたりもする。


「もっとも……ふたりきりでイツキに甘えられたのは、かなり業ごう腹はらですけれど」


「────！」


　かあっ、と穂波の顔が、耳まで赤くなった。


　それから、


「……はぁ」


　もう一度、わざとらしく、ため息をつく。


　今度は、先ほどとは違う、どこか温かなため息だった。


「なんや……怖こわいなあ」


「仕方ないですわ。私たちは、生きているんですもの」


　生きている以上、どんなに変わらないように見えても、少しずつ変化する。


　アディリシアも、穂波も、少しずつ変わっていく。


　多分。


　その中心に──あの少年はいるのだ。


　魔法使いでさえないのに、自分たちに魔法をかける、あの少年がいるのだ。


「あの馬ば鹿かやもんね」


「あのお人よしですもの」


　そう言って。


　互たがいの手のぬくもりを感じながら──ふたりは、淡あわく笑いあったのだった。





（……そっか）


　キッチンから、そんなふたりを垣かい間ま見みて、翔子は思う。


　たとえ魔法使いであろうとも、すべてが特別なわけじゃないのだと。


　自分たちと同じように、悩なやみもすれば、失敗もする。


　それは、当たり前のこと。


　何かを大事にしたり、大切に思ったり──ひょっとしたら、恋こいをしたりするような、ごくごく当たり前の精神こころ。


「……うん」


　こっそりうなずいて、お盆ぼんに粥かゆの椀わんを載のせた。


「さあ、ふたりとも、早く食べないと遅ち刻こくしちゃうぞ！」


　元気よく、声をかける。


　このふたりと一いつ緒しよに、きっとこれからの学校生活も楽しめると──そう、翔子は確信したのであった。














〈アストラル〉業務日誌14





　えええっと、その、あの、何から書いたらいいのか……


　穂波・高瀬・アンブラーです。


　今回は……全然、まったく業務日誌に書くような内容じゃないんですけど……えっと、でも、〈アストラル〉倉庫の呪物フエテイシユも無む駄だにしてしまいましたし……その……仕方ないから、ちゃんとしたためます。


　まだ、あの日の記き憶おくは、ぐちゃぐちゃなままなんですけど……


　ごめんなさい！


　セイヨウカノコソウ、ナツシロギク、ヘンルーダに──忘れな草も無駄にしてしまいました！


　一応、強きよう壮そう剤ざいは完成しましたから、社長の勉強や猫屋敷さんの徹てつ夜や仕事用にあてたいと思います。ふたりとも逃にげないでくださいね。


　ああ、まだ顔の火ほ照てりがおさまりません……。





　と、とりあえず自己罰ばつということで、庭と倉庫の掃そう除じはしばらくあたしが請うけ負います。


　はい、逃げたりしませんから！　社長の授業用テキスト買うために、占うらないセンターとかのバイトも増やしてみます！　黒羽さんも、（悔くやしいけれど）アディリシアにも、今回はお世話になりました。特に、アディリシアの業務代行は完かん璧ぺきでした。こちらは、正式に代行料をお支し払はらいする予定です。





　ただ。


　……ちょっとだけ、思うこともありました。


　あたしがずっと言えないでいること。胸の中で閉じこめていること。あの魔ま法ほうは、少しだけそれを解きはなってくれたのかも……しれません。


　つまり、ええと……


　ですから、その……


　………………………………





　や、やっぱりいや─────────！




穂波・高瀬・アンブラー












魔法使いと終業式




　　　　１




　卒業式の前後は、どこか空気が違ちがうように、穂ほ波なみは思う。


　まるで、学校中が背せ伸のびしている感じ。


　卒業生たちに限らず、一、二年生の教室も慌あわただしい。それぞれの一年を振ふり返って、というわけでもないのだろうが、合うはずのない帳ちよう簿ぼを無理矢理ひねくって合わそうとしているような、そんな感じを穂波は受けるのだった。


　あと、一時間。


　この高校では、卒業式と終業式は合同で行われる。


　長かったようで短かったこの一年も、ひとまずそれで終幕だ。いつか懐なつかしく思うときが来るまでは、アルバムの中にそっとしまわれるのだろう。


（……ほんま、騒さわがしい一年やったなあ）


　廊ろう下かを歩きながら、穂波・高たか瀬せ・アンブラーは思う。


　魔法使いとして、普ふ通つうの高校生として、これほど忙せわしない一年はなかった。こうして思い返すだけで、目が回ってしまいそうだった。


（いっちゃんと、会ってからか）


　あの、少年。


　物もの凄すごい怖こわがりで、ちょっと脅おどかしただけでひっくりかえって、そのくせ、どうしようもなくお節せつ介かい焼きな、不思議な男の子。


　一いつ瞬しゆん、胸が強く疼うずいた。


　顔が火ほ照てる。


　この前の、事件以来だった。あの忘れな草の事件から、なぜだか、あの少年を思うとき、穂波の心臓は早はや鐘がねを打つのだった。


　理由は、分かっている。


　分かっていると──思う。


（ほんま、仕方ないなあ……）


　仕方ないのは、いつきのことか、自分のことか。


　微び苦く笑しようしてから、穂波は、手元の書類をちらりと見つめた。


〈協会〉に提出するための、〈アストラル〉の書類である。


　卒業式──穂波たちにとっては終業式の前に、この書類だけはサインしてもらう必要があったのだ。だから、さっさとあの社長を見つけないと間に合わなくなる。


　うん、私情はまったくない。


　自分を納なつ得とくさせ、教室に入りかけたところで、


「──高瀬。またイバイツ捜さがしてんの？」


　と、声がかけられた。


　山やま田だであった。


　いつきの自じ称しよう親友であり、碁ご盤ばんみたいな顔をした物理部のホープ──というのも、今日までの話か。来月からは、この山田も二年生なのだ。


　あのアディリシアにも物もの怖おじしないため、結果として、いつき・山田・穂波・アディリシアというグループが教室内にはできあがっていた。最近は、これに功刀くぬぎ翔しよう子こがちょこちょこ出たり入ったりを繰くり返している。


「そやけど？」


　返事した穂波へ、山田がくいくいと親指を立てた。


「あいつなら、また気分が悪いって出て行ったぜ。保健室じゃねえかな」


「また？」


　穂波の眉まゆが寄った。


　まあ、いつきの気分が悪くなるのは、実にありふれた出来事である。


　一年生の終業式までそれというのは、ある意味、なんともいつきらしい。


「ありがと。じゃあ、ちょっと見てくるわ」


　手を振って、穂波が踵きびすを返す。


　ちょっとだけ、その足取りが浮うき浮きとしていた。見るものが見れば、印象的な蒼氷色の瞳アイスブルー・アイさえ和やわらいでいると、驚きよう愕がくしたかもしれない。


　その背中をしばらく見た後に、


「……悪わりぃ、高瀬」


　拝むように、山田が片手をあげたのだった。





　数分後、


「──お邪じや魔まします」


　保健室の扉とびらを開けた途と端たん、穂波は硬こう直ちよくした。


「アディ！」


「ホナミ！」


　英国混じりの発音で、金色の髪かみが振り返ったのだ。


　翠みどりの瞳ひとみと、白磁のような肌はだを確かく認にんするまでもなかった。そんな生徒は、この学校にひとりしかいない。


　アディリシア・レン・メイザース。


「どうして、アディが──」


「ホナミこそ、どうして」


　すると、怪け訝げんそうに、アディリシアも眉を寄せた。


「私は、さっきヤマダに言われて、こちらでイツキを待っていたのですけれど──」


「それ、あたしも……。社長が気分悪くなったって聞いて……」


「──悪ぃ、それ噓うそ」


　最後の声は、両者のどちらでもなかった。


「えっ」


　ふたりして、視線をカーテンに集中させる。


　正午前、三月の淡あわい陽光を受けていたカーテンは、自おのずから開いた。


　その奥から、この保健室の主人──女養護教きよう諭ゆが現れたのだった。


「ふわ……ぁ」


　眠ねむそうに唇くちびるを覆おおって、軽いあくびをしてのける。どうやら、そこで居い眠ねむりをしていたらしい。


　眼鏡めがねをかけなおし、体てい裁さいだけとりつくろってから、もう一度ふたりへと話しかけた。


「お前らを呼んでもらうためにさ、ちいとあいつに噓ついてもらったんだわ。いや、あいつを責めないでやってくれよ。ヘタレの割に結構抵てい抗こうしてたんだ。おかげで、昔の寝小便していた写真とか、いろいろ持ち出すはめになっちまった」


　ぱくん、とシガレットチョコをくわえて言う。


　今時、どこで売っているんだって代しろ物ものではあるが、この養護教諭、大量に保存しているらしい。勤務中は、いつもくるくるとそのシガレットチョコを回している姿を目もく撃げきされていた。


「先生」


　穂波が、呼びかけた。


「あたしらを呼んでもらうためって、どういうことですか？　なんで山田が先生のために噓つくんです？」


「うん。じゃあ後ろの質問から。断然簡単だし」


　口のシガレットチョコで少女を器用に指して、養護教諭はこう続けた。


「あたしが、あいつの姉だからだよ」


「え……っ?!」


　穂波が目を剝むいた。


　今まで、この女養護教諭とは何度も会ってきている。


　もとより、いつきはちょっとしたことでぱたぱた倒たおれる。だから、この保健室では常連みたいなもんだし、それを迎むかえに来た穂波も交え、三人で話すことも多かった。


　だけど、山田の姉だなんて、一度も聞いたことがなかったのに。


「仕事とプライベートは分けるのが当然だろ。まあ、もう終業式だしな。保健室も開店休業。今ぐらいは、ちょっと私事を話してもよかろうさ」


　丸まる椅い子すを置き直して、養護教諭は愉たのしそうに目を細めた。


「改めて自己紹しよう介かいしようか。どーせ、下の名前ぐらいしか覚えてないだろ。あたしのフルネームは、苫とま小こ牧まい千ち鳥どりってんだけどね。あ、弟と名字が違ちがうのは、両親が離り婚こんしたせい。あたしは母親が、あいつは父親が親権持っていったから。あいつは、俺も名字変わりたいーって、ぶちぶち言ってたけどな。ほれ、あのぐらいの男の子ってそーいうとここだわるみたいだしさ」


「……すみませんが、本題に入ってくださいませんこと？」


　アディリシアが口を挟はさんだ。


　放ほうっておくと、ずっと関係ないことを喋しやべっていそうだと、そう判断したらしかった。


「ちぇ。せっかく興がのってきたところだったのに」


　唇を尖とがらせて、養護教諭──千鳥が肩かたをすくめた。


「まあ、一度、お前らと腹を割って話してみたかったわけ」


　にんまりと、悪戯いたずらっぽい光を目に宿らせる。


「腹を割って？」


　聞き返した穂波に、千鳥はトンデモナイ一言をぶちかました。





「魔法使いって……本当にいるのかね？」





「な……っ！」


　穂波が絶句した。


　アディリシアさえも、ほんの一いつ瞬しゆん、息を止めた。


　この養護教諭から、そんな言葉が出るとは夢にも思わなかったのだ。


　一瞬、ふたりの視線が交こう錯さくする。


「…………」


　魔法使いの存在は、基本的に外へ漏もらしてはならないものだ。無論、仕事上の必然ややむを得ない事例というのは存在するが、今回がそれにあてはまるかどうかは、極きわめて怪あやしかった。


　そして、千鳥は、子供みたいにくるくる丸椅子で回りながら、こう口にした。


「んー、すぐ答えなくてもいいぞう。ただ、考えてる間に、昔話でも聞いてくれないか？」


「昔、話？」


　やっと、穂波が訊きいた。


「ああ。ふたりとも興味あるんじゃないか？　イバイツの昔話さ」


「「…………！」」


　実際、ふたりとも食指が動かないはずがなかった。


　互たがいに目を見合わせる。


　まさしく人生経験の差か、このふたりの魔女をして、鮮あざやかに手玉に取られた格好だった。


「どうやら、文句ないみたいだね」


　にんまりと、千鳥が笑う。


　記き憶おくを探さぐるように、天てん井じようを見上げた。


　シガレットチョコの先せん端たんを見つめ、養護教諭は静かに続けたのであった。


「そう、もう八年前になるのかな……」





　　　　２




　それは、八年前の午後のことだった。





「──姉。俺、明日決けつ闘とうする」


「はぁ？」


　大おお真ま面じ目めで言った弟に、千鳥が顔を歪ゆがめたのである。


　小学校の、校門である。


　当時高校生だった千鳥は、セーラー服のまま、弟を迎むかえに来たところだった。すでに両親の仲はほぼ最悪に達しており、迎えに来れるのが千鳥ぐらいしかいなかったのである。


「つかお前、先週転校してきたばっかだろうが」


　迎えに来たのも、それが理由である。


　まだ土と地ち勘かんのない弟が迷子にならないよう、念には念をいれての判断だ。もとより方向音おん痴ちな弟だし、クラスで問題を引き起こしてないかという懸け念ねんもあったわけだが……後者は物の見事に大当たりだったらしい。


「…………」


「ええと、そのなんだ、姉はいつも平和をモットーにせよとお前に教えているはずなんだが。そのへんどうよ、和かず志し」


　和志は弟の名前である。


　対して、口をへの字にした弟は、こちらも見ないままにざっくり答えた。


「うん、でも決闘」


　こうなると、てこでも動かない。


　決心を翻ひるがえさせる方策を止やめ、まずハジマリを問いただしてみる。


「で、なんで決闘？」


「秘密。男同士だから」


　ぼそりと、弟が呟つぶやく。


　おお、めちゃ喧けん嘩か弱いくせに、こういうところだけはいっちょまえ。姉としてはちょっと嬉うれしくなってくる。


　が、ここで引っ込むわけにもいかないので、別方面から攻せめてみよう。


「どんなヤツなの？」


「この前、ドラえもん見て気絶してた」


「は？」


　それは、気絶するようなタイトルか？


　あんぐりと口を開けた千鳥を尻しり目めに、弟はかつかつと歩を進めていく。


「ああ、待て待てこら」


「とにかく姉、俺は決闘するから」


　ばあん、と胸を叩たたいて、大見得を切ったものである。


（どうやって、怪け我がさせずに終わらせたもんかね……）


　ランドセルを背負った弟の顔を見ながら、千鳥はそういうことを考えていた。





　弟を家まで送った後、千鳥はバイトに向かった。


　セーラー服だけ手早く着き替がえて、街に出る。


　すでに、日は傾かたむいていた。


　夕暮れ。


　千鳥の好きな時間だった。べったりとした赤い光は、何もかもを覆おおい隠かくしてくれる気がする。そうすると、世界の虚きよ偽ぎが少しだけ薄うすれるように思えて、千鳥の足取りは軽くなるのだった。


　途と中ちゆうで、クラスメイトの集団とすれ違ちがった。


「千鳥ー、ちょっとカラオケ行かない？」


「んー、悪わりぃ。これからバイト」


　右手を振ふって、級友と別れる。


　誘さそいはありがたいのだが、つまるところ、財政事情が逼ひつ迫ぱく中なのだ。


　千鳥と和志の両親は、稼かせぎがいいわりに、子供にはほとんど渡わたさなかった。というか、双そう方ほう子供に会おうとしないため、お小こ遣づかいとかそのへんはすっかり忘れているのである。おかげで弟への小遣いやプレゼントを含ふくめ、だいたいが千鳥の儲もうけから出ていた。


　そうでなくても、急に千鳥と弟が転校するはめになったのだって、両親の都合なのだから──苦労するのは、いつだって子供の側なのである。


（まあ、目の前で喧嘩しなくなっただけマシか）


　ぼんやりと思う。


　今の家になってから、両親は姿も現さなくなった。


　多分、じきに離り婚こんまで辿たどり着くだろう。それは、小さな頃ころからゆっくりと進んでいったレールの結果でしかなく、千鳥にとっては悲しむことでも喜ぶことでもなかった。


　単なる、既き定てい事じ項こうだ。


　だったら、既定事項と思ってしまう自分は、哀かなしいのか、おかしいのか。


「…………」


　ふと、足が止まった。


　千鳥の前に、小さな影かげが落ちたのだ。


「ん？　お前は？」


　男の子だった。


　弟と同じぐらいの年格好。頭に野球帽ぼうをかぶって、背中にはランドセルを負っていた。ズボンは半ズボンで、可愛かわいいスニーカーを履はいていた。


「…………」


　うつむいたまま、男の子は話さない。


　深く野球帽をかぶっていて、その表情はさっぱり分からなかった。


　だけど、なんとなく、ぴんと来た。


「えーと、ひょっとして、和志の決けつ闘とう相手か？」


「──あ」


　すると、男の子の肩かたが、面おも白しろいぐらい震ふるえたのだ。


　その反応で、疑念は確信へと至った。しかし、確信したものの、どうしたものかはまた別問題でもある。


（さて、どういうつもりかね？）


　形のよい顎あごに触ふれて、千鳥は片目をつむった。


「黙だまられちゃ分からんな。なんだ、ほれ、ちょっとそこの喫きつ茶さでお茶でも飲むか？　なんならおごってやるぞ」


　つい、と服の肩口をつまもうとする。


　瞬しゆん間かん、


「お姉さん」


　ぱっ、と男の子の顔があがった。


　とりたててどう、というわけでもないが──綺き麗れいな目をしていた。


　そして、もうひとつの目には、まるでおとぎ話の海かい賊ぞくがしているような黒い眼帯をしていたのである。


「……お？」


　その目と眼帯に意識を奪うばわれて、数秒反応が遅おくれた。


　男の子は、そのまま、こう告げたのだ。


「お姉さん……お姉さんのバイト、しばらく休んでもらえないですか？」


「は？」


　いきなり、そう来られるとは思わなかった。ここは普ふ通つう、弟の暴ぼう虐ぎやくについて密告するところではないんだろうか？


「えと、その、なんだそりゃ」


　千鳥が聞き返そうとしたときだった。


「……お前！　姉に何してる！」


　背後から、別の怒ど鳴なり声が響ひびいたのだ。


　弟──和志だった。


　どうも、千鳥の後ろをつけていたらしい。


　気がつかなかった自分も、間が抜ぬけていると思いつつ、一応制止しようと振り返ってみた。


「わああっ」


　が、弟の姿に怯おびえたのか、男の子は一目散に逃にげていってしまったのだ。


　その背中を見て、千鳥は目を丸くした。


「なんだ、あれ？」


「あいつ、姉の身体からだに変な臭においがするとか言うんだ」


　と、弟がいきりたった。


　どうやら、それが決闘の理由らしかった。


「…………」


　嬉うれしいんだか、嬉しくないんだか、どうも男の子の社会は分からんと思う。


「こら、待て！」


　そのまま、弟も走り去ってしまった。


　後に残されたのは、千鳥だけ。


「ん、と」


　ぼんやり頭を搔かいてから、


「……臭い、するかな？」


　服の袖そでに鼻をつけて、くんくんと千鳥はやってみた。


　自分では、よく分からなかった。


　仕方なく、胸ポケットにいれていたシガレットチョコをくわえてみた。それも、あまり甘く感じられなかった。





　　　　＊





「どうしたの、千鳥？」


　不意に、隣となりから話しかけられた。


　千鳥と同じ、白衣を着た少女だった。


　周囲には、ノートパソコンに加え、大量の試験管や検査報告書が所ところ狭せましと置かれている。


　病院である。


　血液検査などのアシスタントの仕事だった。


　検査材料の準備や、伝票のチェック、検査結果のデータ確かく認にんなど、おおよそそういったことを行う仕事である。比ひ較かく的てき高給が短時間でもらえるバイトなため、千鳥はかなり重宝していた。


「いや、大したことないんだけどね、ちょっと考え事」


　すると、バイト仲間の少女は、両手の人差し指を頭の上へ立てて、白い歯を剝むいた。


「ぼうっとしてると、柳やな川がわに雷かみなり落とされちゃうよー」


　担当医の名前である。


　無む闇やみに怒おこりっぽいことで、アルバイト仲間の中では有名だった。もっとも千鳥本人としては、検査でのケアレスミスを注意するのは当然のことだと思っている。


　実際に検査を行うのは、資格を持った医師や看護師だが、だからといってこちらのチェックがいい加減でいいなんて法はない。


（……いかんなあ）


　ぱしん、と頰ほおを叩たたく。


　やはり、この数日集中力が落ちている。極力寝ね不ぶ足そくなどは避さけるようにしていたが、さすがに引っ越こし直後では、それもままならなかったのだ。シガレットチョコは、眠ねむ気け覚ざましと脳への糖分を補まかなうための手段だが、だいぶ効果が薄うすれてきたらしい。


　それでも、八割方の仕事を片づけたところで、不意に水音が聞こえた。


「どうしたの？」


「いや……」


　一いつ旦たん否定して、きょろきょろと周囲を見る。とりたてて、今のような音がしそうなものは見つからなかった。


「今、水音がしなかったか？」


「ううん」


　ぱたぱたと、少女がかぶりを振ふる。


　それから、その顔が急に凍こおりついた。


「やっぱり、どっかで洗ってるのかなあ？」


　びくびくと背中を震ふるわせながら、少女が口にしたのだ。


「死体洗いがどうのってやつ？」


　千鳥は、つまらなそうに片眉まゆをあげる。


　よくある都市伝説だ。


　特別な夜勤で、死体洗いのバイトを雇やとっている病院があるという。そこではホルマリン液を満たしたプールがあって、皆みな、プール際ぎわにうつむいて解かい剖ぼう用の死体を洗っているというのだ。


（…………）


　軽く、千鳥はため息をついた。


　くだらない。


　この病院のどこに、ホルマリン液のプールなんてあるというのか。だいたい、この都市伝説自体、さる文ぶん豪ごうの小説が元ネタなのだが、今ではそれを知る者も少なかろう。


「まあ、気のせいだろ」


　適当に相あい槌づちを打って、千鳥はその話題を終えた。


（……ああ）


　あの男の子が言っていたのも、そんな噂うわさを聞いたからだろうか。


　……だったら、ちょっとだけ哀かなしい。


　少なくとも、あの男の子の瞳ひとみは滅めつ多たにないぐらい綺き麗れいなものだって、そう思えたから。


　先に仕事を終えたバイト仲間を見送って、千鳥は軽く肩かたを鳴らした。


「……うん」


　腕うでをまくる。


　この際、ちょっと気合いを入れて、明日の分の仕事も終えてしまおう。それで給金が増えることもなかろうが、ストレス解消の一助ぐらいにはなるだろう。


　そう考えたのだった。





　そして、それが間ま違ちがいだった。





　　　　３




　全部の仕事が終わった後、千鳥は意い気き揚よう々ようと白衣を脱ぬいだ。


　指定のロッカーに吊つるして、うんと背筋を伸のばす。


　労働の疲つかれが、心地ここちよかった。やっぱり、やって良かったかもしれない。まあ、喜ぶのは自分の仕事も片づけられたバイト仲間ぐらいだろうが、他人が喜ぶなら悪いことではあるまい。


「…………」


　夜が、深くなっていた。


　病院の敷しき地ちは、すっかり静まりかえっている。


　夜勤の医師も、たいがいが帰ってしまっていた。入院施し設せつもないし、救急指定されているわけでもないので、これぐらいの時間にはほとんど人がいないのだ。


　裏門へ歩きながら、千鳥は軽く目を閉じた。


　夜風が、頰に当たる。


　心持ち寒かった。


　白衣をコート代わりにしても良かったかもしれない。しかし、そんな格好で家路についたら、それこそ怪かい奇き・白衣女の都市伝説でもできてしまうだろうか。


「はっ」


　鼻を鳴らして、もう一本シガレットチョコをくわえる。


　裏庭へ曲がりかけたところで、妙みような音が聞こえた。





　ちゃぱん……ちゃぱん……





　水音だった。


「え？」


　背筋に走るのは、異様な戦せん慄りつ。ずくんと心臓が大きく跳はねて、あらゆる血管に鉛なまりをそそぎこまれた気分。


　息が、止まる。


　ついで、鼻び孔こうを、きついものが刺さした。


「何……この臭におい……っ！」


　とっさに、鼻を押さえる。


　それだけきつい臭いだったのだ。


　しかも、その臭いを千鳥は知っていた。


（薬の、臭い……っ?!）


　ホルマリン液。


　一いつ瞬しゆん、バイト仲間の台詞せりふが頭をよぎった。





　──『やっぱり、どっかで洗ってるのかなあ？』





（馬ば鹿かな……！）


　否定する。


　そんなものはありえないと、そう考えたのは自分自身じゃないか。


　だが、何かいると分かった。


　見えなくても、聞こえなくても、それはいるのだと。


　裏庭の方向。


「…………っ！」


　奥歯を嚙かみしめる。


　シガレットチョコが半ばで砕くだけ、足元に散った。ぱらぱらと、ズボンの裾すそに当たるのも千鳥は気にならなかった。


　決意を固め、裏庭へと回り込む。


　途と端たん、


「そん……な……」


　啞あ然ぜんと、千鳥は口を開いた。


　そこに、洋々と蒼あおい水面が広がっていたのだ。


「ホルマリンの、海……？」


　ありえない。


　土地の広さからいっても、こんな巨きよ大だいな海が存在できるはずはないのだ。まして、ホルマリンの海など、存在以前の代しろ物ものであろう。


　なのに、それはあった。


　ばかりか、潮しお騒さいさえ鳴らして。





　ＺＡＺＡＺＡ　ＺＡＺＡＺＡ


　ＺＡＺＡＺＡ　ＺＡＺＡＺＡ





　月光の下。


　病院の中庭。


　ありえない、ホルマリンの海。


　ありえない、異常なまでに青ざめた馬。


　──いいや。


　それは、本当に馬なのだろうか。


　水に溶とけ込んだ下半身は魚の尾おではないか。たてがみの代わりになびいているのは、雄お々おしい背びれではないか。


　口にくわえているのは、死人の腕うでか？


「う……ぁ……」


　声が、出ない。


　大声でも出れば思考も巡めぐるだろうに、それができないから脳のう髄ずいまで止まりっぱなし。あまりの異常事態を認にん識しきできず、視覚情報はただ空回りする。ばかりか、ホルマリンの海はますます深度を増して、千鳥の足元までもぴちゃぴちゃと飲み込んでいったのだ。


　それが、いなないた。


　水面を跳ねる。


　水の上を跳ねるというその奇き跡せきを、もはや千鳥は不思議とも思わなかった。ホルマリンの海があるのに、どうして馬が水面を跳ねて悪い道理があろうか。


　思考が完全に停止した中を、別の影かげが割って入った。


「──姉！」


　と、それが叫さけんだのだ。


　頭が冷えた。


「和志っ！」


　咄とつ嗟さに首根っこをひっぱりあげる。


　水の馬の突とつ撃げきと、弟を抱だいて倒たおれ込むのとが同時だった。千鳥と弟の身体からだに、派手にホルマリン液をぶっかけながら、水の馬は通り過ぎた。


「お前、なんで……っ！」


　ほとんど胸むなぐらをつかみあげる勢いで、千鳥は弟を問いつめる。


「だ、だって……決けつ闘とうしようってあいつを追いかけてたら……こんな時間になっちゃって……電話したら……姉もまだ帰ってないみたいだし……それで迎むかえにきて……」


　目を白黒させながら、弟が言った。


「…………！」


　歯は嚙がみする。


　なんて、偶ぐう然ぜんだ。


　しかも、最悪の偶然だ。


　視界の隅すみ、ホルマリンの海の水みず際ぎわで、馬が反転したのが見えた。


　赤いふたつの瞳ひとみが、こちらを睨にらんでいる。ごおごおと燃えるような瞳は、完全にふたりを捉とらえていた。


　肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを見み据すえる──そういう瞳だと、本能で分かった。


「和志……退さがれ」


　弟の名を呼んで、身構える。


　柔じゆう道どう二段、空手初段……虚むなしい言葉だ。


　こんなモノを相手にして、護身術など何になる？


　それでも、千鳥は退ひかなかった。


　せめてバットでもあればと思いつつ、奇き怪かいな水の馬と対たい峙じする。ホルマリンの蒸気を避さけ、浅く何度も息を吸って、強ごう引いんに頭を賦ふ活かつさせる。


　間合いは、七、八メートル。


　さっきの突撃なら、一秒で埋うめるだろう。


　ホルマリンの海に、ひときわ大きな波は紋もんが広がった。


　刹せつ那な、


「こっち！」


　突然、病院のガラス窓ががらりと開いたのだ。


　無む我が夢中で、千鳥は弟の身体をかきいだき、そちらに跳ちよう躍やくした。頭から窓まど枠わくへと突つっ込む、ヘッドダイビング。


　ごろごろと、身体が廊ろう下かを転がった。


　ぴしゃん、とガラス窓が閉じられる。今の馬も、ホルマリンの海がないところまでは行けないのか、悔くやしげに鳴く声が聞こえるばかりだった。


「ぁ……」


　自分の呻うめきも遠く聞きながら、千鳥は目を開いた。


　野球帽ぼうをかぶった男の子が、そこにいた。


「お前……さっきの」


「…………」


　男の子はうなだれていた。


　眼帯を押さえて、膝ひざ立ちになってうずくまっていた。その膝ががくがくと震ふるえて、顔を真っ青にしてひっくひっくと何度となく嗚お咽えつしていた。


「あ、その……」


　あまりの様子に、さきほどの恐きよう怖ふも忘れて、声をかけようとする。


「視みえた……から」


　すると、ぐしゃぐしゃと嗚咽しながら、男の子が言ったのだ。


「だから……ここに来ないように言わなきゃって……」


「それって……」


　今の馬のことか、と訊ききかけて、唐とう突とつに千鳥は気がついた。


「じゃあお前……私を……気にして……」


　すとん、と納なつ得とくがいった。


　隣となりで立ち上がった影を、むんずとつかまえる。


「お前、ちゃんと話さなかったな」


「だだだだだって、こいつ、そんなの全然言わなかったし！」


「黙だまれ。この馬ば鹿か弟」


　ぽかぽかぽか、と三度連続で殴なぐる。ちょっと強めだったが、ちょうどいいぐらいだろう。だいたいこいつは、いつも意地っ張りで謝り時を見失うのだ。


「お前、名前は？」


　そうしながら、男の子に訊いた。


「あ……」


　少し躊ちゆう躇ちよした後、


「いばいつ……き」


　と、返事があった。


「イバイツ？　変な名前だな」


「ち……違ちがう」


　顔を真っ赤にした男の子に、淡あわく千鳥は笑ったのだった。





　　　　４




「──お前、ああいうのよく見るのか？」


　少しして、病院の窓から外を見ながら、千鳥が話しかけた。


「たま……に……」


　こくん、と男の子がうなずく。


　海かい賊ぞくのような、黒い右目の眼帯を握にぎりしめた。


「右目が痛くなって……そしたら……たいてい変なのがいて……。お化けとか……化け物とか……。それで……お姉さんの服に……変な臭においのする液がついてたから……」


「ドラえもんでも気絶するくせに」


「そ、そうだけど……！」


　弟の混ぜっ返しに、男の子が顔を真っ赤にして、抗こう議ぎする。


（ありゃあ……）


　その様子を見ながら、千鳥は心の底で唸うなった。


　こいつは、大したタマだ。


　これだけ怖こわがりのくせに、たったそれだけの理由で、自分から怪かい異いへと飛び込んでいく。そのことに、疑問も何も感じていない。


　目をそらしたくなるぐらいの、純じゆん粋すいさ。


「じゃあ……あれがどういう化け物なのかは分かるか？」


　ちくりと胸が痛んで、千鳥は別の話題を振ふった。


「…………」


　男の子──いつきが沈ちん黙もくする。


　こりゃ駄だ目めかと、諦あきらめたところに、答えが来た。


「……ケルピー……かも」


「あん？」


「昔、おとぎ話で読んだ。水の中に棲すんでいるっていう馬。水みず際ぎわの人間をひきずりこんで、食べてしまうんだって」


「そりゃあ、ろくな馬じゃねえな」


　がりがりと頭を搔かいて、千鳥は懐ふところに手をいれた。紙箱の手て触ざわりで、そこにいれていたものを思い出した。


「食うか？」


　シガレットチョコを、一本差し出す。


「あ、姉、俺も」


「うるさい。がっつくな。恥はずかしい。黙れ」


　がつがつと、頭を殴る。


　そのたび、弟はきゃいんきゃいんと恨うらみがましそうに睨にらんでくるのだが、これぐらい愛情表現だと分かってほしい。


　対して、いつきは……シガレットチョコを初めて見たものか、十数秒ほどためつすがめつしていたが、やがて包装を破って口にくわえ、


「……美味おいしい」


　と、感想を述べた。


「ならよかった」


　笑え顔がおで、千鳥はいつきの頭を撫なでてやった。


　それから、病院の地図を思い返した。


　とりあえず、あいつはホルマリン液の海がないところにはいけないらしい。正門側から壁かべを乗り越こえれば逃にげられるだろう。いつきと弟も、そっちから来たらしいし、急げば問題あるまい。


　そう計画をたてて、三人は早足で病院の廊ろう下かを進んだ。


「痛──っ」


　玄げん関かんへの下り階段で、いつきが、いきなり身体からだをくの字に曲げた。


　眼帯を押さえたのを、確かく認にんするまでもなかった。


「あ……」


　千鳥が、息を飲む。


　そこに、海が広がっていたのだ。


　裏庭どころか、敷しき地ち一帯を、ホルマリンの海は占しめていた。病院が沈しずんでしまわないのが、不思議なぐらいの規模だった。


　玄関も、ひたひたとその海に侵しん略りやくされている。


　そして、水馬ケルピーがいた。


「っちゃあ……」


　顔を覆おおって、千鳥が呻うめいた。


「……に、逃げなきゃ！」


　いつきが、千鳥の裾すそをつまんだ。


　その可愛かわいらしい力に、千鳥は一いつ瞬しゆん頰ほおを緩ゆるめ、しかし小さく首を横に振った。


「といっても、このペースで海が広がっちゃ逃げ切れんぜ」


　片目を閉じる。


　病院はせいぜい三階建てでしかない。このペースで海が広がれば、朝まで無事だという保証なんてあるまい。ホルマリン液の毒性を考えても、この臭しゆう気きの中で子供たちが耐たえていられる可能性は低いはずだ。


　それに、ほかの人間はどうなっているのか。


　誰だれもいなかったはずはない。だとすれば、すでにこの水馬ケルピーに食われてしまったのだろうか。


「…………」


　ため息をついた。


　自分の死に様なんて百種類ぐらい考えていたが、こういう超ちよう常じよう現象に巻き込まれてなんて想像しなかった。まったく、人間の知力や想像力の限界を思い知らされる。


「どいてろよ、和志、イバイツ」


　なら、守らねばなるまい。


　女を守るのは男のつとめだが、有望な男の子を守るのは女のつとめだ。少なくとも、千鳥はそう思っている。


　途と中ちゆうで拾っていた鉄パイプを握にぎりしめる。病院の工事で放置されていた品だが、今となってはひどくありがたい忘れ物だった。


「まあ、十秒かな」


　と、後ろに告げる。


「え……え？」


「それぐらいはなんとか稼かせげるだろ。その間に、弟と外まで出て、助けを呼べ。目にホルマリンが入らないように覆っておけよ。病院の外まで海だったら、そのときは知らん」


　冷たく言って、水馬ケルピーの前へ立ちはだかった。


　自分の足取りが、異常にぎくしゃくしているのが分かった。面おも白しろい、と唇くちびるが歪ゆがむ。このあたしが怯おびえているのか。まだ怯えるようなことがあったのか。


　結構、やんちゃな人生を送ってきたつもりだったが、やっぱり子供の遊びだったのか。


　水馬ケルピーが、跳はねた。


　その突とつ撃げきは神しん速そく。


　映画や競馬場や、どんなところで見た馬よりも、数倍は速い。


（……でも、見た！）


　勘かん任せで、千鳥は背中に隠かくしていた紙かみ袋ぶくろと、いくつかの試験管を放ほうり投げた。


　じゃわあっ！


　紙袋と割れた試験管から、蒸気と、高熱がふくれあがった。


　加水分解反応。


　つまるところが、水──この場合はホルマリン液に触ふれることで、高熱を発する化学反応のことだ。千鳥は紙袋に生せい石せつ灰かいと鉄粉、試験管に濃のう硫りゆう酸さんを詰つめ込んでいたのである。


（水の中に棲すんでるっつーなら、炎ほのおなんて見たことなかろうよ！）


　濃硫酸が効くかはしらないが、高熱には躊ちゆう躇ちよするだろうと、そう判断したのだ。


　目をつぶり、煙けむりの中へ、思い切りパイプを振ふるった。


　手て応ごたえがあった。


　ひるんだ水馬ケルピーをたたきのめすべく、もう一撃。


「……がっ！」


　二度目の手応えは、逆に突つき返してきた。


　腹に激痛。


　吹ふっ飛ばされる。衝しよう撃げきが、背中から四し肢しまで突き通った。指先まで痺しびれ、千鳥の思考を離はなれて、鉄パイプがホルマリン液の海に沈しずんだ。


（くそっ！）


　立ち上がろうとする。


　その意思が、身体からだに伝わらない。バイクに跳ねられたときだってもっとマシだったのに、全然身体が言うことを聞かない。


（動け！　動けったら！）


　朦もう朧ろうと、視界が霞かすんだ。


　その視界の隅すみで、最悪なものが見えた。


　あれだけ、さっさと外に逃にげろと言ったのに。


「……決けつ闘とうのこと、ごめんな。イバイツ」


　弟が、前に出ていた。


　沈んだパイプを拾って、その後ろ姿が水馬ケルピーに突撃したのだ。


（馬ば鹿か！）


　叫さけびは、声にもならない。


　かすかにくぐもった声が、喉のどの奥で消えた。


　ばかりか、いつきまでも、泣きじゃくりながら、弟の後を追ったのだ。


　当たり前のように、跳ねとばされる影かげと影。


　ばちゃん、とホルマリンの水みず際ぎわに落ちるふたりを、途と轍てつもない絶望とともに千鳥は見た。がばあ、と開いた水馬ケルピーの口は、獲え物ものが増えたことを喜ぶようだった。


（馬鹿──！）


　必死で、もがく。


　何で動かないのか。


　いつも、肝かん心じんなときだけ、自分は間に合わないのか。


　せめて……


　せめて、このふたりだけでも……！





「韋駄天神に帰命したてまつる（オンケンダヤソワカ）！」





　その瞬しゆん間かん。


　翻ひるがえる袈け裟さと、錫しやく杖じようのような杖つえのカタチが、網もう膜まくに焼きついた。


　打ちよう擲ちやくされるは、水馬ケルピーの首筋。それまで小こ揺ゆるぎもしなかった水馬ケルピーが、どおとホルマリンの海に倒たおれ伏ふしたのである。そのまま、子供たちふたりを抱だきかかえ、袈裟の影は斜ななめに跳ちよう躍やくした。


　水馬ケルピーが追う。


　立ち上がった勢いで、襲しゆう撃げき者へと牙きばを剝むき、脚あしに力をこめた。





「帝釈天に帰命したてまつる（インダラヤ）！　かくあれ（ソワカ）！」





　寸前、天てん井じよう近くで放たれる独どつ鈷こ杵しよ。


　雷かみなりを纏まとったそれに貫つらぬかれ、水馬ケルピーが絶ぜつ叫きようをあげた。


　さらに、玄げん関かんの向こう側から、ふたつのガラス瓶びんが投とう擲てきされたのだ。


（フラスコ……っ？）


　かすかだが、そう見えた。


　そのふたつのフラスコが割れる音とともに、猛もう烈れつな煙が吹き出し、水馬ケルピーの周囲を凍こおりつかせたのだ。


　単なる化学反応では絶対にありえない、異常なまでの冷れい却きやく速度だった。


「何……が……」


　千鳥の喉が、呻うめきを漏もらした。


　同時に、どうやら助かったらしいと安あん堵どして──


　そして、すべては闇やみに包まれた……





　　　　＊





（…………あ）


　それでも。


　かすかに、話し声が聞こえた。


「……どうだった？　隻せき蓮れん」


　そう訊きいたのは、玄関からの新たな声だった。


　高さからすると、身長は二メートル近い。硬こう質しつな発音は、人物の性質をも想起させた。きっと、ひどく真ま面じ目めで、融ゆう通ずうのきかない性格だ。後者だけは自分に似ているかもしれない。


「どうやら、正解のようじゃな。ディアナ殿どののところから逃げ出した水馬ケルピーでござる。霊脈レイラインの呪じゆ力りよくを吸った結果、都市伝説とかと融ゆう合ごうしていたようじゃが……首無しライダーといい、ケルトの妖よう精せいは都市伝説と馴な染じみ深いでござるからな。まあ、とりあえずは依い頼らい完かん了りようでござるか」


　隻蓮と呼ばれた声が、そう答えた。


「あの結社は、もっと商品を注意深く扱あつかった方がいい」


「仕方なかろう。〈トリスメギストス〉も代だい替がわりしたばかりでござるよ。それに、ディアナ殿はまだまだ若い」


「ついでに、お前は女に甘い」


「そう細かい注文をつけるなでござるよ」


　隻蓮が苦く笑しようする。


　こちらを、振ふり向いたようだった。


「彼らはどうでござる？」


「呪波汚お染せんの消失とともに、ホルマリン溶よう液えきの毒性も消えている。遅おそからず意識を取り戻もどすだろう」


「それは良かった」


　声だけで分かるぐらいに、嬉うれしそうに隻蓮が笑った。


「勇ゆう敢かんでござったな。若も、おぬしらも」


　優やさしく、頰ほおを指が触ふれた。


（…………）


　意識が、遠ざかる。


[image: ]


　ふたつの影もまた、遠ざかっていく。


　最後に、こう、声が聞こえた。





「じゃあ、〈アストラル〉まで戻ろうか。ユーダイクス」





　　　　５




　息を止めたふたりを前に、女養護教きよう諭ゆは、ゆっくりと足を組み替かえた。


　色っぽいというよりも、悪戯いたずらっぽい。外見だけ見れば、十分以上に悩なやましいパーツの組み合わせなのだが、生徒たちからまったくその手の話題が出ないのは、この雰ふん囲い気きのためでもあるのだろう。


「まあ、実際目覚めたときには、ホルマリンの海も水馬ケルピーも消えていたわけだがね。病院の医者も職員も誰だれひとり欠けてやしなかった。──で、どうかな？　今の話に覚えがあったりする？」


　と、話しかけた。


「…………」


「…………」


　ふたりとも、黙だまりこくっていた。


　覚えがあるとかないとかではない。最後に出てきた魔法使いたちは、まぎれもなく穂波の先せん輩ぱいとなる〈アストラル〉の先達であった。


　隻蓮と、ユーダイクス。


　片やつい一ヶ月前まで〈アストラル〉に在していた密教僧そうで、片や今の〈アストラル〉メンバーと激戦を交かわした錬れん金きん術じゆつ師しである。今の話だと、そのふたりが先代の貸し出し魔法使いとして、依頼をこなした一幕だったのだろう。


　──魔法使いって、本当にいるのかね？


　その質問に、この話では、すぐに言い逃のがれの思いつくはずもない。


　すると、


「くくく」


　と、養護教諭は身を折って笑った。


「まあ、実は答えなくてもいいんだ。さっきの質問」


「え？」


「なんですって？」


　穂波とアディリシアが、ふたりして瞬まばたきする。


「いやね。最初は、あんたらが、イバイツを悪いとこへ引きずりこんでんじゃないかなーとも思ったけど、そのへんはもう解消されててさ。今の質問は、単にちょっとした意地悪と意い趣しゆ返がえしだよ」


　ぱくり、と新たなシガレットチョコをくわえて、千鳥は肩かたをすくめた。


「じゃあ、なんでこんな……」


「そりゃ簡単さ」


　背もたれがないので、後ろの机に背中をひっつけて、養護教諭は遠い目になった。


「隠かくし事があるなら、別に黙っていたっていい」


　ゆっくりと、話す。





「だけど、たとえ黙っていたままでも、あたしも和志もイバイツの──ひいてはあんたらの味方だよ、てそういうことを言いたかったのさ」





　ふたりとも、言葉も無かった。


　ただ、驚おどろいた顔で、養護教諭を見つめていた。面おも白しろそうにシガレットチョコを回している女性は、けして興味本位でこちらの世界へ踏ふみ込もうとしているわけではなかった。


　むしろ、逆。


　そうなりかけている少年を──いつきをせめて見守って、できるかぎりの援えん助じよをしようという、そういう心持ちの表れ。


　そして、意地悪な質問に隠したまま、ふたりにもその意図を伝えようとしていたのだった。


「あなたは……」


　アディリシアが言いかけたとき、がらり、と保健室の扉とびらが開いた。


「──あ、見つけた」


　と、聞き慣れた声があった。


　いつきが、そこにいた。


「穂波、アディリシアさん、もう終業式始まっちゃうよ！」


　少年の後ろの廊ろう下かには、山田の姿も見えた。


　ふたりの視線を受けて、実にすまなそうに身を縮こまらせている。そもそも、虚きよ言げんを使って、ここにふたりをおびき寄せたのは山田なのである。


「いや、その、ふたりとも落ち着いて……」


　毒どく蛇じやの前の鼠ねずみのごとく、顔をひきつらせた山田に対して、


「……ま、ええか」


　と、穂波が呟つぶやいた。


「特別に、今回だけは許して差し上げます。……イツキの昔話も聞けましたし」


　と、これはアディリシア。


「ど、どうしたの？　山田がなんかした？」


　怯おびえきった友人を後ろに、いつきが目を白黒させる。


「いいえ、何も」


「それより、いっちゃん、終業式やろ！」


　とっ、と立ち上がった穂波が少年の腕うでを取った。


「あ、ホナミ！　待ちなさい！」


　それを見とがめて、黄金の髪かみの少女も立ち上がる。


　誰だれよりも騒さわがしく、四人の影かげは、終業式の廊下へと吸い込まれていったのであった。





　　　　＊





「…………」


　そんな四人の後ろ姿を見て、千鳥はかすかに頰ほおをほころばせた。


　うん、と背筋を伸のばして、机へと戻もどる。


　毎年、数人ぐらいは終業式・卒業式の緊きん張ちようで倒たおれるから、準備しておかないといけない。それこそ、いつきあたりは目を回しそうな筆頭なのだし。


　机の引き出しを開けたところで、ふわりと名めい刺しが舞まった。


「あ」


　と、声が漏もれた。


　あのとき、「何かあったらこちらまで連れん絡らくしてくだされ」と耳打ちされ、こっそり渡わたされた名刺だった。


　その名刺を、ひどく懐なつかしそうに千鳥は取り上げた。


　結局、連絡することはなかったが──ここに至るまでの間、それは千鳥にとってお守りのような支えとなってくれていたのだ。


　そう、あの日、あの時の三人の勇気の証あかしとして。


「……ふん」


　軽く、鼻を鳴らす。


　自分の言った質問の答えが、その名刺には、セピア色の文字で書かれていた。





〈魔法使い派遣会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉














〈アストラル〉業務日誌15





　やああっと、終業式だよー！


　三橋小学校二年三組、来月からは三年生の葛かつら城ぎみかんです！


　一年本当に、おつかれさま！


　あたしのクラスでは、終業式の後におわかれ会とかしてました！　オレンジジュースとかポテトチップスとかすっごいおいしかったよー！　黒くろ羽はお姉ちゃんにつくってもらったクッキーも皆みんな喜んでくれたし、あんなに楽しかったのクリスマス以来！





　お兄ちゃん社長は、どうでしたか？


　なんか、終業式前にもほけん室に行ってたってアディリシアお姉ちゃんから聞いたけど、風邪かぜでもひいたんじゃないよね?!　そんなのだったら、穂波お姉ちゃんのにが────いお薬飲んでもらうんだからね!!





　それと……。


　飛鳥あすかのとき……あたしの実家のときも……本当に皆ありがとうね。特に、猫ねこ屋や敷しきさんとお兄ちゃん社長には、いくらお礼言っても（書いても？）足りないぐらいです！


　こういうのって、どうしたらいいんだろ。


　弓ゆ鶴づるお兄ちゃんや辰たつ巳みお兄ちゃんなら、どう言うんだろう。香かおりお姉ちゃんなら、どう言うんだろうって、すごくなやみます。





　うん。


　えっと、たぶん、こういうことです。


　あたしは、皆が〈アストラル〉にいてくれて、すっごくすっごく嬉うれしいです！





　今回は、通信簿ぼだって見せられるんだからね！（えっへん）







葛城みかん







ＰＳ．また穂波お姉ちゃん、変な口調で日誌書いてるの！　日誌だからってそんなのばっかりしてると、ぷんすかしちゃうからね！










魔法使いと水の都




　　　　１




　美しい街だった。


　水と光と──そして歌カンツオーネに満ちていた。


　オー・ソレ・ミオなどナポリ民みん謡ようにイメージされるそれはひどく陽気で朗ほがらかだが、この都市の歌はむしろ優美で澄すんでいる。数百にものぼる運河にも似て、アコーディオンとゴンドラ歌手カンタンテの歌声が、どこまでも伸び上がっていく。


　ここは、水の都。


　百二十を超こえる島を、四百以上の橋でつないだ都市。


　ヴェネツィア。


　誰もが思い浮うかべる、ゴンドラと運河の都市。かつて海上の孤こ島とうだったこの街では、乗用車どころか、自転車の乗り入れさえ許されていない。都市の通行に使われるのは、水上ボートのほか、数多くの手て漕こぎのゴンドラである。


　今も、運河には数多くのゴンドラが並び、ゆったりとした時間の流れの中、それぞれの歌声を張り上げている。


　そんな中の、一艘そうだった。


「──美味おいしい！」


　と、歌声とは別の歓かん声せいがわきあがったのだ。


「うっわあああああ、ホント、こんなに美味しいシュークリームがヴェネツィアにあったんですね！　驚おどろきです！　感動です！　人類の至宝です！」


「そんな大おお袈げ裟さなこと言って……」


　ゴンドラを操あやつる少女が、微び苦く笑しようとともに振ふり返る。


　女性の漕ぎ手ゴンドリエレは珍めずらしかった。もとより腕わん力りよくやバランスの問題から、ほとんどの漕ぎ手ゴンドリエレは自然と男になる理り屈くつだ。


　実際、赤毛の少女は、この冬にも薄うす手でのシャツを着たきりで、男勝まさりな潑はつ剌らつさをアピールしていた。年は十七、八といったところ。髪かみは思い切って短く、ロングスカートはいくつもかぎ裂ざきをつくっている。胸むな元もとには簡素な木の十じゆう字じ架かを下げており、揺ゆれるゴンドラの上の立ち姿は、勇ましい女騎き士しを想起させた。


　だとすれば。


　お客の若者は、護まもるべき王子だろうか。


「いやいやホントですってば！」


　シュークリームを頰ほお張ばったまま、一生懸けん命めいに若者が主張する。


　枯かれ草くさ色で癖くせっ気の髪。鳶とび色いろの子供っぽい瞳ひとみ。


　年は少女と同じぐらいだろうに、そういう仕草をすると五つぐらい幼く見えた。ばかりか、足までばたばたさせたいのをこらえているらしく、うずうず肩かただけを震ふるわせている。


　少女も笑うのをこらえて、


「さっきまで倒たおれそうだったのに」


　と、片目をつむった。


「お腹なかが減ってまして」


　情けなさそうに腹を押さえて、若者が形のよい眉まゆを下げた。


「む。からっけつなの？　ちゃんとゴンドラ料金払はらえる？」


「いや。そういうわけじゃないんですが、次は驚くほど美味しい甘いもの以外は食べないぞと誓ちかったもので」


「誰だれに？」


「自分に」


　ひょいと自分の顔を指さし、ごく真ま面じ目めにうなずく。


　赤毛の少女は、そんな若者をまじまじと見つめた。


「変なの！　それで、あたしが食べてたシュークリーム、横から取っちゃったんだ」


「いや申し訳ないです。お腹減ってたときに、いい匂においがしたものだから、つい」


　手をあげた若者に、今度こそ、くすくすと少女が笑った。


　くるりとオールを回して、ゴンドラの進路を変える。ほとんど力をいれてないのに、鮮あざやかな手並みであった。


「いいわ。だったら、そのシュークリームの店教えてあげる」


　と、言ってから、不意に首を傾かしげた。


「そういえば、あんた、名前は？」


「僕の名前？」


「そう。あたしはラウラ・コンティーニ」


　その名前を聞いて、若者もまたふわりと笑った。


「うん。僕はフィン・クルーダっていうんですよ！」


　太陽みたいに眩まぶしい笑え顔がおで、若者はそう答えたのだった。
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　今年の冬は、比ひ較かく的てき暖かかった。


　すでに春間近なこともあって、風もどこかしら柔やわらかい。昼の光を受けた運河のきらめきが、ラウラには眩しかった。


　ゴンドラを操り、ふと、聞き覚えのある声に振り向いた。


「あ」


　と、口を開く。


　煉れん瓦が倉庫の近くである。


　川かわ縁べりで、何人かの子供たちがはしゃいでいた。


　煉瓦にクレヨンで、何かの絵を描えがく。その絵が何かパートナーに当てさせられたら、得点がもらえるというゲームだ。


　ヨーロッパに、古くから伝わるお絵かき遊びである。


　が、この場合問題なのは、子供たちに混じって、枯れ草色の髪が見え隠かくれしていたことだ。


　なんとなく微苦笑して、ラウラはゴンドラを近づけた。


　軽くジャンプして、川縁に飛びあがり、


「すっかり人気者ね」


　と、声をかける。


　すると、


「いやあ。どうしても勝てなくて」


　不満そうに、フィン・クルーダが頰ほおを搔かいたのだ。


　腕うでを組んで、ううんと唸うなりをあげているあたり、完全・完かん璧ぺきに本気らしい。近くの──やはりこれも煉瓦に書かれた点数を見ると、十倍近い点差のボロ負けだ。


　あれから、数日が経たっていた。


　いつのまにやら、この若者はヴェネツィアの風景に溶とけこんでいたのである。


　子供たちのひとりが、


「だってフィンの絵、下手くそなんだもん。ぜんっぜん、なんだか分からない」


「へえ、そうなの……」


　ひょいと足元を見て、ラウラが絶句する。


　おおよそ、そこに描かれている絵は、炎ほのおを吐はいている不細工な蜥蜴とかげかなにか、としか見えなかったのである。


「えっと、その、日本かどこかの怪かい獣じゆう？」


「くくくくく……こ、これは……一応、飛行機のつもりだったのですが」


「こ、この炎は？」


「いえ、それはジェットのつもりで……」


　答弁が、実に言い訳がましい。


　というより、この絵を前にしては、どんな言い訳も空々しかった。いっそピカソレベルの芸術なんだと開き直った方が、勝算があるかもしれない。


　要するに、凡ぼん人じんには分からないということだが。


「はいはい。じゃあ、皆みんな、そろそろ昼ご飯じゃないの」


「あ、僕、今日はパニーニ！」


「あたしも！」


　伝統的なイタリア風サンドイッチの名前をあげ、三々五々、子供たちが散っていく。


　育ち盛ざかりだけに、昼食への思い入れは強いらしい。あっという間に、煉瓦倉庫からはフィンとラウラ以外の人ひと影かげが消えてしまった。


　ラウラが、くすりと笑った。


「振ふられちゃったね」


「……作さく為いを感じます」


　ちょっと冷たい目で、フィンがこちらを見つめてくる。もちろん、ラウラはそんなものどこ吹ふく風だ。


「あたしも、これからお昼なんだもん。付き合いなさい。なんなら、この前のシュークリームの店ぐらいは連れてってあげるよ」


「そういうことなら！」


　目を輝かがやかせて、フィンが立ちあがった。


　困った顔で、ラウラが頰を搔く。


　ふたりしてゴンドラに乗って、すぐ舟ふねが流れ始めた。


　迷めい宮きゆうにも似て複雑なヴェネツィアの運河を、ゴンドラが抜ぬけていく。両側に広がる街のあちこちに、カフェのテーブルや椅い子すが置かれてたり、あるいは美しい尖せん塔とうやひなびた民家が混ざったりする。


　空は、青く、高く、澄すみ切って。


　風は、淡あわい潮の香かおりを乗せて。


　この街の、景色だ。


「──お、あっちが近道じゃ？」


　途と中ちゆうで、フィンが鼻をうごめかした。古い建物と建物の間に、細い川が流れている。そこから、甘いカスタードクリームの匂においが、かすかに空気に溶けていた。


　が、


「そっちは駄だ目め！」


　思いがけない強い口調に、フィンがぎょっとした顔で振り向いた。


「えと……どうしました？」


「あ、ごめん。……ううん。ちょっとね」


　言葉を濁にごし、ラウラがフィンの言った抜け道を見やった。


「あそこ……カモッラの縄なわ張ばりだから」


　カモッラ。


　つまるところ、マフィアの一種である。


　──フランス人の血は、イタリアの叫びだ（Morte alla Francia Italia anela）


　かつて、シチリア島の住人とフランス王家とが激しく対立していたことから定着した、犯罪結社の名前をマフィアという。


　カモッラとは、別名をシシリアン・マフィアという、ナポリを出自とする結社だった。


「北部では少ないと思ってましたが」


　ぼんやりと、フィンが訊きく。


「昔、ナポリからのしてきたのが、まだ居座ってるのよ。どこの街でも、そういうのはあると思うけど」


　と、ラウラが答えた。


「それに、変な噂うわさがあるのよ」


「変な噂？」


　鸚おう鵡む返がえしに言うと、少し考えた後、ラウラはおずおずとこう切り出した。


「あそこ、カモッラの縄張りの中には、魔女が住んでいたって」
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　フィンとラウラが去った後、子供のひとりが煉れん瓦が倉庫に戻もどってきた。


　クレヨンを忘れたらしかった。


　地面に転がっていた茶色のそれを拾うと、子供は嬉うれしそうに表情を輝かせ──その顔に、別の人影が落ちたのだ。


「すまぬが坊ぼう主ず。少し、聞いてよいかな？」


「？」


　きょとん、と子供が顔をあげる。


　相手は、優やさしい表情をしていた。黒い髪かみを短く切り揃そろえ、それなりに筋肉質な身体からだに、やはり黒い袈け裟さを纏まとっている。首からは偈げ箱ばこを下げ、右手には錫しやく杖じようをついている。左手に持っているのは、本来頭からかぶる大きな深編み笠がさであった。


　虚こ無む僧そうとも呼ばれるスタイルだが、イタリアの子供には分かるまい。


「おぬしらに混じっていた、さきほどの御ご仁じんは誰だれかな？」


　その虚無僧が、達者なイタリア語で訊いた。


「えっと、ゴンドラに連れてかれたお兄ちゃんのこと？」


「うむ」


「フィンだよ。最近やってきたの。仕方ないから遊んでやってるんだ」


　えへん、と男の子が胸を張った。


「ほう」


　ごりごりと無ぶ精しよう髭ひげの残る顎あごを撫なでて、


「それは、詳くわしくうかがいたいでござるな」


　そう告げたものは、〈アストラル〉密教課臨時社員──隻せき蓮れんであった。
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「フィンは、どうしてヴェネツィアに来たの？」


　ゴンドラを操あやつりながら、ラウラが訊いた。


「ふぇ？」


　その前で、フィンが瞬まばたきする。


　もちろん、口にはシュークリームをくわえたままである。柔やわらかな生き地じを手で押さえ、カスタードクリームを口いっぱいにほおばっている。その笑え顔がおがあまりに幸せそうで、首を傾かしげた若者は小動物めいて見えた。


　なぜだか、そんな若者から目をそらして、


「どうしてヴェネツィアに来たの、って訊いたのよ。なんか観光じゃなさそうだし」


　と、もう一度ラウラが口にした。


「ああ。ちょっと人捜さがしでして」


「人捜し？」


「ええ」


　頰ほおにカスタードクリームをつけたまま、フィンがうなずく。


「これがまた、しょっちゅう居場所を変えてる人でしてね。日本を出た後、結局ヨーロッパ中を捜しまわってる感じです」


「へえ、前は日本だったんだ。あたし、日本の映画とか好きだよ。ゴジラとかガメラとか。ね、フィンはどうして日本にいたの？」


「根ね掘ほり葉掘りですね」


　苦く笑しようしたフィンに、むう、とラウラは頰をふくらませた。


「悪い？　だったら、今ここでゴンドラ降りる？」


「いやいやいや。かまいませんかまいません！　日本に行ったのは、学校の後こう輩はいを訪ねただけですよ」


「後輩？」


　少し、間をおいて、


「……女の子？」


　と、小さな声で尋たずねた。


「まあ、そうです」


「ふうん」


　かすかに目を細めて、何度かラウラがうなずく。その様子は、自分に何かを納なつ得とくさせようとしている風でもある。


　が、それもひととき。


　すぐに、新しい話題を持ちだした。


「学校はどんなとこだったの？」


「あはは。厳密には、僕は学院には籍せきをおいてなかったんですけどね。なんやかやで、そこの庭で昼ひる寝ねしてることが多くて、よく後輩には怒おこられましたよ。学院の庭は寝るところじゃないんやからって」


　フィンの話に、ラウラが苦笑した。


「昼寝ばっかりしてたんだ」


「ほんと陽ひ差ざしがいいところだったんで」


「そんなのばっかりじゃない。──じゃあ、今は人捜しついでに、世界旅行なんだ」


　すると、この質問にはフィンが困った風に首を傾げた。


　シュークリーム片手にへらりと笑って、首筋を撫でたのである。


「いやあ。それほどのんきでもなくて。実は、日本でへまやらかしちゃって、怖こわいお兄さんがたに追われてるんですよ。尋ね人が見つかるか、こっちが追いつかれちゃうか、油断できないデッドヒートの真っ最中です」


「もう。冗じよう談だんばっかり」


「む、そう聞こえます？」


「そうとしか聞こえないでしょ」


　唇くちびるを尖とがらせて、両手を広げる。


　なんとなく、ラウラはゴンドラの先を見つめた。


　遠く、運河が流れている。


「あたしは、きっとここから出ないよ」


　と、少女は呟つぶやいた。


「この島で生まれて、この島で死んでいくんだ」


「…………」


　フィンも、運河を眺ながめた。


　水と光。


　そして、風。


「楽しそうですね」


「うん。ずっと楽しいよ」


　オールを持ち替かえ、ラウラがくるりとターンして見せる。


　光と風の中で、少女は嬉うれしそうに笑っていた。





　そこから、フィンの泊とまっているホテルまではすぐだった。


　フィンを近くに降ろした後、ふとラウラが振ふり返って訊きいた。


「フィン、まだヴェネツィアにいる？」


「もうしばらくは。せめて、尋ね人がいるかいないかぐらいは確かめておきたいですね」


　その答えに、少し考えてから、ラウラはこう口にしたのだ。


「じゃあ、明日、デートしない？」


「は？」


　ぱしぱしと瞬まばたきしたフィンは、別の切り口で尋ね返す。


「ええと、それって料金は取るんですか？」


「あったりまえ。ラウラさんのゴンドラ貸し切りで、ヴェネツィア観光だよ。こんな幸運、そうありつけるものじゃないんだから」


　ぱん、と二の腕うでを叩たたいたラウラに、さすがのフィンも苦笑した。


　それから、


「じゃあ、お願いしましょうか」


　と、口にしたのだ。


「いいの?!」


「だって、ラウラさんが言ったんじゃないですか。それとも、やっぱりやめておきます？」


「ううん！　じゃあ、約束！」


　ぱんとフィンの手を握にぎって、ラウラは満面の笑えみを浮うかべた。


　そのままくるりとターンして、ゴンドラに飛び乗る。


「絶対だぞ！」


　ぶんぶんと元気よく手を振って、少女とゴンドラは、運河の向こうへと遠ざかっていったのである。
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　ラウラの消えた運河を、しばらくフィンは見つめていた。


　それから、ゆっくりと振り向いた。


「やあ」


　微び笑しようして、手をあげる。


　昼なお暗いヴェネツィアの路地裏──ホテルと屋や敷しきの間にできた、ごく細い裏道である。


　そこに、さきほどの虚こ無む僧そうが立っていたのだ。


　隻蓮。


〈アストラル〉密教課臨時社員。


「こんなところで会うとは奇き遇ぐう……なわけないでござるな」


「あはは。〈アストラルあそこ〉ならともかく、お互たがい地球の真裏じゃね。まあ、観光旅行を兼かねてるのは噓うそじゃないんですけど」


　軽く笑って、ひょいと肩かたをすくめる。


　にこやかなやりとりは、到とう底てい数ヶ月前、凄せい惨さんな戦いをまじえた仲とは思えない。


　しかし、このふたりこそは、布ふ留る部べ市の〈竜りゆう〉を中心とした事件で、秘術の限りを尽つくして殺しあったふたりだったのである。


　軽く、フィンが片目をつむる。


「わざわざヴェネツィアを訪おとずれるってことは、隻蓮さんもあの人を捜さがしてるんですか？」


「そうなるじゃろうな」


「ふうん。で、お互い、まだ見つかってないわけですか。隻蓮さんに見つからないんじゃ、これはちょっと絶望的ですねえ。僕のダウジングでも、かなり前の足そく跡せきしかつかめなかったんですよ」


「…………」


　頰ほおを搔かく若者に、隻蓮はすぐ応こたえなかった。


　代わりに、別のことを尋たずねた。


「おぬしは、何故なぜあの御ご仁じんを捜す？」


「もちろん、頼たのまれごとですよ。頼まれた理由は……っていうなら、これはちょっと話せませんね。一応、他人のプライバシーに関かかわりますし。──ちなみに、隻蓮さんは、やっぱり〈協会〉からですか」


　話せないと言いながら、相手にはぬけぬけと訊く。


　が、これは、あっさりと隻蓮が受けた。


「ああ。〈協会〉からの依い頼らいでござるよ」


「まあ、そうなるでしょうね。〈竜〉の事件、アスモダイ……おまけに、先月あったとかいう葛かつら城ぎの鬼おに。ちょっと事件が偏かたよりすぎてますからね。〈協会〉としても、そろそろあの人を呼び戻もどして、ブレーンにしたいところでしょ」


「鬼の話も、すでに聞いておるのか」


「今の〈アストラル〉は、ずいぶん有名じゃないですか。さして注意してなくても、噂うわさの二、三は耳に入ってきますよ」


「〈協会〉に追われていてもか」


「それはいまさらです。他人に追いかけられるのは慣れてますし」


　フィンが肩をすくめた。


　だが、茫ぼう洋ようとした外見に反し、この若者が卓たく抜ばつした魔法使いであることを隻蓮は知っている。身に染しみて、その恐おそろしさを知ってもいる。


　なまじっかな魔法使いなど、この若者の足元にも及およぶまい。


　──いいや。


　あらゆる魔法使いの中で、なおこの若者は頂点近くに君臨する。それだけの異能を、身体からだの内に秘ひめている。


「やってみます？」


「それもよいな」


　しゃらん、と隻蓮が錫しやく杖じようをかまえた。


　空気が凝ぎよう結けつした。


　隻蓮から放たれる闘とう気きが、視界を歪ゆがませたのである。心臓を鷲わしづかみにされるような、猛もう烈れつな気の放射。それを受けて、なお若者は涼りよう風ふうのごとく微笑ほほえんだ。


　もう数秒あれば、路地裏は凄惨な戦いの場となっただろう。


　だが、その直前──錫杖が下げられたのである。


「……まあ、今度にするでござるよ」


　と、隻蓮は息をついた。


「おや、どうして？」


「明日、さきほどの女おな子ごと会う約束じゃろうが」


「あ、立ち聞きしてたんですか。趣しゆ味み悪い」


　若者が渋じゆう面めんをつくった。


「ふむ。いくら拙せつ僧そうでも、ゴンドラの話まで聞こえるわけないでござろう。単なる読どく唇しん術じゆつでござるよ」


「……イタリア語を読唇術できるのもどうかと思いますけど」


　突つっ込みをいれて、フィンもまた軽いため息をつく。


　ほぼ同時に踵きびすを返した。





　それきり、ふたりは視線をかわすこともなかった。
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　翌日。


　ラウラの指定した場所は、ヴェネツィアを見下ろす尖せん塔とうの真下だった。


　うららかな陽光に、フィンは目を細める。近くの運河にはさざなみがたち、ゆったりとした時間を、さらにゆるやかに演出している。現代という時間から、ここだけが隔かく離りされている風でもあった。


　そこに、ゴンドラは流れてきた。


「待った？」


　オールを持ったラウラが、あわてて声をかける。


　唇くちびるに、淡あわい紅をひいていた。胸むな元もとにはいつもの十じゆう字じ架かながら、ロングスカートはかぎ裂ざきのない、新しい品を選んでいる。控ひかえめな装よそおいではあったが、それらの選せん択たくが少女をいつもより大人びさせていた。


「いえ」


　と、フィンはかぶりを振ふった。


「じゃあ、行こっか」


　わざとらしいぐらい快活な声で、ラウラはオールを持ち上げた。





「──あそこが、サンマルコ大聖堂」


　運河から見える、壮そう麗れいな聖堂をラウラが示す。


　サンマルコ大聖堂。


　十一世紀初頭に再建された、聖マルコの遺い骸がいを納めるという教会。運河より見える白はく亜あの偉い容ようは、たとえキリスト教の信者でなくとも、思わず膝ひざを折りたくなるような神こう々ごうしさに満ちていた。


「ああ……」


　と、フィンもかすかに目を細めた。


「あそこが、ドゥカーレ宮きゆう殿でん。下のアーチがちょっと面おも白しろい形でしょ」


　同じくサンマルコ広場から見える、ゴシック風の宮殿。かつて、共和国だった時代の政庁だった場所。


　ラウラの言葉とともに、次々とヴェネツィアの名所が姿を見せる。


　あるいは、キャナル・グランデ。


　サンタ・ルチア駅。


　純白無む垢くなるリアルト橋。


　はたまた、監かん獄ごくへ連れて行かれる囚しゆう人じんが、最後の景色を見収めたという、ため息橋。


　色とりどりな建物を運河の両りよう脇わきに見み据すえ、ゴンドラがゆっくりと流れていく。


　それは、歴史の流れでもあった。この運河の流れはまた、ヴェネツィアという古い都市の歴史を見てきた流れでもあったのだ。


「チャオ」


　すれ違ちがう別のゴンドラと挨あい拶さつを交わして、ラウラたちは街の運河を滑すべっていった。


　変へん哲てつもない家の壁かべに、右折禁止の標識や、ゴンドラ専用の標識が貼はられていたりする。それもまた、他ほかでは見られないヴェネツィアだけの風景だろう。


　途と中ちゆうで、ラウラは進路を変えた。


「どうしたんです？」


「えっへっへ。お代は見てのお帰りだよ」


　ウィンクして、建物と建物の間の、ごくごく細い運河へとゴンドラを滑り込ませる。


　ゴンドラと建物の隙すき間まが、わずか十数センチしかなかった。両手を広げれば、左右の壁に触ふれてしまいそうである。


「こんなところも通れるんですか」


　さすがに目を丸くして、フィンが尋たずねた。


「うん」


　速度を落として、そうっとゴンドラを誘ゆう導どうしていく。


　周囲は暗い。


　ヴェネツィアの太陽も、ここまでは届かないようだった。


　煉れん瓦がの壁はところどころがひびわれ、周囲の建物の古さを感じさせた。


　晴れやかな観光風景とうってかわって、沈ちん黙もくと暗くら闇やみとがゴンドラに落ちる。この狭せまさで、ゴンドラをこすらないようにする、ラウラの緊きん張ちようもそれを増ぞう幅ふくさせていた。


「……あの、いつまで……」


　そう、フィンが問いかけたときだった。


　──空間が、開けた。


「わ」


　と、若者が目を覆おおう。


　強きよう烈れつな光が、突とつ然ぜん差し込んだのだ。


　建物と建物の間。十字路の中に生まれた、広い空間だった。奇き跡せき的にできたようなその隙間へ、これまで欠片かけらもなかった陽光が、燦さん々さんと降り注いでいるのだった。


「ここが、あたしのとっておき」


　ラウラが、手を広げた。


　いろんなものが一度に見えた。


　太陽と空と教会と──路地に目を凝こらせば、その向こうの海まで見えた。


　運河や建物の位置、角度の問題だろう。都市のエアスポットというべき空間からは、三方に向けて、鮮あざやかな風景が広がっていたのだ。


　さきほど案内されたサンマルコ大聖堂の尖せん塔とうや、ドゥカーレ宮殿の屋根も見えた。別の路地を見れば、アーチ状に切り取られた通路の向こうに、賑にぎやかなマーケットのテントが建ち並んでいた。


「昔、近くに住んでたおばあちゃんに教えてもらった場所なんだ」


　と、ラウラが微び笑しようした。


　自じ慢まんげでもあり、同時に街への誇ほこりに満ちた笑えみだった。


　フィンも、ゆっくりとうなずいた。


「なるほど、綺き麗れいなところですね」


「子供の頃ころからね、何かあったらここに来て隠かくれてたんだ。子供の頃はゴンドラなかったから、路地裏をこそこそって走ってたんだけどね」


　ごく狭い──確かに子供ぐらいしか通れなさそうな路地を指して、ラウラが笑った。


　幼いラウラは、この路地を渡わたっていたのだろう。悲しいとき、嬉うれしいとき、この光景を見て育ったのだろう。話を聞くだけで、その姿が瞼まぶたに浮うかぶようだった。


「お気に召めしましたか、お客さま」


　悪戯いたずらっぽく、ラウラが一礼した。


「いや、これは確かに眼福です」


「…………っ」


　正直に答えられて、ラウラが息を止めた。


　それから、


「じゃあ、拙つたないながらに、もうひとつ」


　えへん、と咳せき払ばらいして、目をつむった。


　深呼吸。


　数秒して、唇くちびるから流れたのは、哀あい愁しゆう溢あふれる歌カンツオーネだった。


　小国の騎き士しと、その騎士に魅み入いられた妖よう精せいの歌であった。


　自分にかしずかない騎士へ、妖精は何度となく嫌いやがらせをする。だが、騎士はその嫌がらせをはねつけ、仕えた国を守りつづけるのだ。


「…………」


　フィンは、ただ静かにそれを聞いていた。


　歌声が、透とう明めいに澄すみわたる。


　その透明さと対照的に、悲劇は深まっていた。


　騎士の国を狙ねらって、戦争が始まるのだ。


　けしかけたのは妖精。だが、その妖精もすぐに後こう悔かいする。戦争が始まれば自分に泣きついてくるだろうと思った騎士は、あにはからんや、たったひとりで敵国を迎むかえ撃うとうとするのである。


　ついに騎士が倒たおれ、妖精が騎士を自分の国へ連れ帰ったところで、歌は終わった。騎士が死んで、やっと妖精は彼を自分のものにできたのだ。


「……ふう」


「それも、さっきのおばあさんに教えてもらった歌ですか」


　と、フィンが訊きいた。


「うん。どう、だった？　歌カンツオーネは、専門の歌手にお願いしてるから、お客に聴きかせるの初めてなんだけど」


　恥はずかしそうに、ラウラが感想を尋たずねる。


　対して、


「──昔、遠くに行ったことを思い出しました」


　フィンは、そんな感想を口にした。


「遠く？」


「妖精にさらわれたんですよ」


「もう。また、おとぎ話？」


　聞き返したラウラに、フィンが微笑する。


「いえいえ本気なんですけど」


　若者の両手が、ぱたぱたと振ふられた。


　しばらく、それをうさんくさそうに眺ながめてから、ラウラはため息をついた。


「……どうしてかなあ。フィンを特別扱あつかいしちゃうの」


　手をあげて、うんと背筋を伸のばす。


　そのまま、ぱたんと仰あお向むけに倒れた。空の色は、どこまでも蒼あおくて、深かった。ずっと見ていると、吸い込まれてしまいそうにも思えた。


　なんだか、とてもいい気分だった。


　そう、はじめてフィンと出会ったときも、こんな気分だった。





　──身内の事件で、ちょっと悩なやんでいて──


　──そんなときに、いきなり手にしていたシュークリームを食べられて──


　──暗い気持ちとかそういうのが、まるごといっぺんに吹ふき飛ばされてしまって──





　その、吹き飛ばされたのがあまりにも爽そう快かいで。


　だから。


（だから、あたしはフィンを……）


　そう、思ったときだった。


　さきほどの言葉に、奇き怪かいな返事があったのだ。





「ああ。それなら、僕がカモッラの人間じゃないって安心したからじゃないですか？」





「……え？」


　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。


　それが、どうしてフィンを特別扱いしちゃうんだろう、と言った台詞せりふへの返事だと悟さとった瞬間、ラウラは起きあがっていた。


「フィン──今、何を──！」


「ラウラさんは、カモッラの──ヴェネツィアにのしてきたというそれの──後こう継けい者しやのひとりでしょう？　最近まで末ばつ子しということで放置されていたのに、お兄さんが事故死したせいで、後継者争いに巻き込まれたんですよね。なんでも、すでに後継者の五人ほどが暗殺されているとか。だから、急にやってきた僕がカモッラの人間かどうか、ずっと疑っていたんでしょう。マフィアと言わず、わざわざカモッラと呼んだのも、そのせいですよね」


　フィンに似合わない、長広舌。


　その言葉に、大きくラウラは目を見開く。


　今のフィンの台詞が、すべて真実だったからだ。


「あ……」


　と、喉のどが震ふるえた。


「どうして……フィンが……」


　ほとんど喘あえぐような問いに、若者は頰ほおを搔かいた。


「カモッラでないのは本当です。でも、目的があって近づいたのも本当ですから」


　申し訳なさそうに、曖あい昧まいに笑う。


　その笑えみは変わらない。変わらないのに、ラウラには、若者が別の生物に変じたように思えた。


「目、的？」


「僕ね、頼たのまれごとを断れない性しよう分ぶんなんですよ」


　くすくすと、若者は笑い続ける。


　がらんどうの人形みたいに、ずっと笑いながら、


「人捜さがしを頼まれてましてね」


　と、口にした。


「前に……言ってたの？」


「ええ、僕が捜しに来てたのは、魔ま女じよなんです」


「魔女……？」


「あなたが言ったおばあさんですよ」


　フィンは、こともなげに告げた。


　簡単な言葉なのに、ラウラにはまったく理解できなかった。


（おばあちゃんが……魔女……？）


　幼い自分を見守ってくれて、歌や隠かくれ家がを教えてくれた、あの老ろう婆ばが魔女。


　それは、言葉通りの意味なのか。


　それとも、何かの暗あん喩ゆとしての魔女なのか。


　分からない。


　フィンが何を言っているのか、ラウラには見当もつかない。世界に魔法使いが本当にいるなどと、そんなことは想像もできない。


「だけど、彼女の姿はもう消えていたんです。知っている人もほとんどいなかったもので、ここまで来るのにも結構苦労しちゃいました。いやまあ、あなたの言った魔女の噂うわさがかろうじての手がかりでしたね」


　何度となく、フィンはうなずき、勝手に喋しやべり続ける。


「ここに連れてきてもらったのは嬉うれしかったですよ。秘密の場所だというのは分かりますね。小さいながらに霊脈レイラインも走っていて、確かにパワースポットだ。〈魔女の中の魔女〉にはいささか不ふ釣つり合いですが」


「…………」


　フィンの言葉は、ラウラの耳には入らない。


　突とつ然ぜん、異世界に押し込まれたように、少女は硬こう直ちよくしていた。


「ねえ」


　かまわず、フィンが耳元に吹ふき込んだ。


「教えて、くださいますか？　あなたがあのおばあさんで知ってることなら、なんでもいいんですよ」


　とろけるような、その声。


「あ……」


　ラウラが、呻うめきをあげる。


　唇くちびるが、無意識に答えをつむぎかけた瞬間、異変が生じた。





　その胸へ、赤い花が咲さいたのだ。





　血であった。


　きりもみのようにゴンドラへ倒たおれる少女の姿は、糸の切れた人形のようにも見えた。


　そして、高らかな銃じゆう声せいが、背後の建物から聞こえた。


「……カモッラの暗殺者ですか」


　ぽつりと呟つぶやいただけで、フィンは振ふり返らなかった。


　倒れたラウラの胸は、今も血をあげている。


　フィンの顔も、その返り血を浴びて、真っ赤に染まっていた。路地の向こうでは、叫さけび声があがったが、若者は見向きもしなかった。


「これは、予想外でした。本当は、魔女の情報のお礼にするつもりだったんですが──」


　いつもと同じ声だが、うつむいた表情は窺うかがえなかった。


　少し、間があった。


　それも、ほんの数秒だったろうか。


　死に瀕ひんした少女へ、ただ、若者はこう尋たずねたのである。


「──あなたのお願い事、お聞きしましょうか？」
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　運河近くの、大きな煉れん瓦が倉庫だった。


　ヴェネツィアの名所・要所からはいくらか離はなれた、カステッロ地区の倉庫である。


　その中で、数人の男たちが円えん卓たくを囲んでいた。円卓の周囲にはさらに十数人の屈くつ強きような男が集つどい、手には物ぶつ騒そうな銃器を携たずさえている。それも小威い力りよくの拳けん銃じゆうではなく、対集団用のサブマシンガンが主であった。


「……ラウラは、予定通り始末できたそうだ」


　ぽつりと、円卓の誰だれかが言った。


「では、今回の騒さわぎもほぼ終わりですな。ようやくカモッリスタ幹部連中も統制を取り戻もどせます」


「守旧派からの突つき上げが激しかったからな」


　呟きには、かすかに苦く渋じゆうが滲にじんでいた。


　ラウラを無理矢理擁よう立りつしようとしていた一派も、これで沈ちん静せい化するだろう。しかし、そのための犠ぎ牲せいを、男たちが何とも思ってないわけではなかったのだ。


　数秒、沈ちん黙もくが落ち、


「……すぐに、ほかのマフィアに連れん絡らくを取りましょう。今回の騒ぎでウチに目をつけた輩やからも多いです。落としどころをつけるのに、結構な費用がかかるかと思いますが」


　と、幹部のひとりが告げた。


「仕方あるまい。ここは、元々、あの魔女の土地だ。うちのものでも、他のマフィアのものでもない」


　これは口くち惜おしそうに、答えが返った。





　倉庫の外で、警備のひとりが首を傾かしげた。


　夕焼けに、目を細める。


　その中から、ひとりの若者がやってきたのだ。


「やあ」


　と、若者が手をあげた。


「あん？」


　本来なら、不ふ審しんな相手として、排はい除じよしなければならなかったはずだ。


　それをしなかったのは……夕焼けとその少年とが似つかわしすぎたからだ。枯かれ草くさ色の髪かみも、鳶とび色いろの瞳ひとみも、あまりに夕焼けの赤と馴な染じみすぎていた。


　燃えるような赤にたたずむ若者は、あたかも夕暮れの国の住人かと思われた。


「お前……なんか……夕陽に溶けそうじゃないか？」


　ある意味、男は、世界で最も真実に近いことを言ったかもしれない。そして、永遠にそのことには気づかなかった。


「あはは」


　と、困ったように微び笑しようして、若者が頭を搔かく。


　その仕草ものんびりしすぎていて、男の緊きん張ちようを削そいだ。人ひと懐なつこすぎて、古くからの友人と話しているような錯さつ覚かくさえした。


「ところで、ひとつ訊ききたいことがあるんだけれども」


「あ？」


「君らが、カモッラの人だよね？」


　無む邪じや気きに、若者はそう尋ねたのである。







　──数十分後、


　　　その倉庫から炎ほのおがあがった。
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「…………っ！」


　隻蓮が駆かけつけたとき、そこは血の池だった。


　煉瓦倉庫の床ゆかには──おびただしい数の死体が地に伏ふしていた。そのいくつかが激しい炎に巻かれ、タンパク質の焦こげる嫌いやな臭においをあげていた。


　切り離された手足が転がり、胴どう体たいがうつぶせ、拳銃やサブマシンガンとともに、眼球を剝むき出しにした首が転がっているのである。しかも、そのすべてが最後の最後まで苦しみ抜ぬいたと、末まつ期ごまで想像できるような表情をしていた。


「……どうして」


　炎の中で、隻蓮は問うた。


　そして。


　炎の中の人ひと影かげを、隻蓮は見上げた。


「……どうして、ここまでする必要があった？」


「なぜって、しちゃいけない理由でもあります？」


　いつもと変わらぬ笑えみで、フィンは聞き返した。


　炎のすぐそばにあって、若者は汗あせひとつ搔いていなかった。赤く染まっているのが、返り血か炎かも区別がつかない。ただ、ひたすらな真しん紅くの中に若者はあった。


「どうせクズでしょ。生かしておいてもロクなことしやしませんよ。だったら、ここで殺しちゃった方が世のため人のためでしょう」


　そんなことを、無邪気に笑って言う。


　吸い込まれてしまいそうな笑顔だった。


　天使の笑顔と、人によっては言うかもしれない。あるいは、妖よう精せいの笑顔。俗ぞく世せ界かいになど一いつ切さいまみれない、純じゆん粋すいすぎる何か。


　それに飲み込まれぬように、隻蓮は訊く。


「──あの女おな子ごは、どういうことじゃ」


「おや、ラウラさんのこともご存じですか」


「銃じゆう声せいで駆けつけて、拙せつ僧そうが急いで病院まで運んだ。今は病院の集中治ち療りよう室でござる。ここに来たのも、彼女がうわごとでカモッラと呟つぶやいていたからじゃ」


「へえ、まだ息があるんですか。それは良かった」


　良かった、と本当に嬉うれしそうにフィンは言うのだ。


　十年来の親友の無事を、喜ぶように。


「……おぬし、何故なぜ助けなかった？」


「どうもこうも、目の前で撃うたれちゃいまして。──それに、彼女の望みは自分が助かることじゃなかったですから」


「望みだと？」


「ええ」


　あくまで、穏おだやかにフィンは微笑ほほえむ。





「あたしがカモッラじゃなければ良かったのに、って──そう言われたんですよ」





「な？」


　隻蓮の、眉まゆが歪ゆがむ。


　すぐ、それは憤ふん怒ぬへと変わった。


「ふざけるな！　それが望みなら……何故こうなる!?」


「だって、これが一番の近道でしょう」


　血だまりと死体の山を指して、フィンが言う。


「皆みなを殺してしまえば、カモッラなんて存在は無くなります。結果として、ラウラさんの望みは叶かなっているでしょう？」


「…………！」


　絶句、するしかなかった。


　そんな考えを、そんな理り屈くつを、そんな思考回路を、受け入れられるはずもなかった。なのに、フィンはそれが当然とばかりの物言いで、実際にカモッラの人間を虐ぎやく殺さつしたのである。


（……違ちがう）


　と、隻蓮は思う。


　魔法使いとは、世界の闇やみに潜ひそむものだ。


　ゆえに、彼らの持つ常識はどうやっても世間一いつ般ぱんとは異なる。


　だが、フィンのそれは、魔法使いの常識からしてもなお異い端たんだった。


　取り換え児チエンジリング。


　──向こう側を覗のぞいたもの。


　その向こう側をして、常とこ世よとも妖精郷アルフヘイムとも呼ぶ。どちらにしても、現実の尺度など通じぬところだったのだろう。


　少なくとも、ひとりの少年を、無む邪じや気きな化け物に変えるぐらいには。


「……やはり、捨て置けんな」


　静かに、隻蓮は呟いた。


「捨て置けませんか」


「ああ」


　うなずいた隻蓮に、フィンが小首を傾かしげる。


「でも、何のためにです？」


「理由などいらん！　こんな有様を見て、黙だまっておられるか！」


　隻蓮の咆ほう吼こうが、倉庫にこだました。


　渦うず巻まく炎ほのおさえも、その叫さけびを受けて、大きく揺ゆらめいた。


「──ああ、なるほど。あなたはいい人ですね。だから、ラウラのことも気にしてたんだ」


　フィンがうなずく。


「でも、やめておいた方がいい。あなたとの格付けは日本で終わってます。できれば、そういう人を僕は傷つけたくない」


　真実に満ちた声こわ音ねで、フィンは言う。


　実際、そうなのだろう。


　若者は、心の底から哀かなしんでいるのだ。


「…………」


　そして、隻蓮は沈ちん黙もくした。


　半年前の日本で、隻蓮とフィンとは戦ったことがある。


　結果は、隻蓮の完敗だった。


　フィンの異能を前に、隻蓮の秘術はすべて見み透すかされ、打ち破られた。逆に、フィンの扱あつかう魔術は、何ひとつとして、隻蓮には防げなかった。


　だから、フィンは格付けと言った。


　それでも。


「……関係ない」


　と、隻蓮は告げた。


「ことここに至っては、おぬしを止めるのが拙せつ僧そうの役目じゃろう。力があるとかないとか、そういう問題ではあるまい」


「なるほど」


　と、フィンも受けた。


　それ以上の言葉は、必要なかった。


　どちらも、ひっそりと呼吸を変えた。ある種の魔法使いにとって、呼吸とは、すべての大前提となる技術だった。すなわち、彼らの選んだ呼吸とは、戦いの息い吹ぶきに違ちがいなかった。





「我は命ずるハイル」
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　それ以上の詠えい唱しようはなく、しかし、フィンの右手にはみるみる一本の槍やりが生えたのだ。


　ヤドリギの槍。


　あるいは、ミストルティンとも呼ぶ。


「神殺しの槍か」


「不死なる光の神を殺し、その結果として、使い手の盲めしいた兄弟神も殺した槍ですね」


　フィンは笑う。


　同時、隻蓮も動いた。





「帝釈天に帰命したてまつる（インダラヤ　ソワカ）──！」





　床ゆかを蹴けり、炎と煙けむりに身を隠かくしながら、左手で印形をつくる。


　帝たい釈しやく天てん。


　仏教を守護する三十三天の筆頭。


　密教の魔術特性──〈両界曼陀羅（Mandara of Dual World）〉が、それらの神性・仏性を現世へと具現化する。


　五つの独どつ鈷こ杵しよが、右手から放たれる。高速回転する独鈷杵たちは、そのいずれもが仏敵を滅ほろぼす雷かみなりを纏まとい、炎を貫つらぬいて、弧こを描えがいた。


　フィンの死角を狙ねらい澄すました、必殺の五雷。


「なるほど、凄すごい」


　対して、フィンは軽く槍を回した。


　それだけで、五つの独鈷杵がすべて打ち落とされようとは。


　そのまま、ヤドリギの槍は隻蓮を目指して、何倍にも伸のびた。弾だん丸がん以上の速度で襲おそいかかる槍の先せん端たんを、かろうじて隻蓮が身を屈かがめてかわす。


「おおおっ！」


　草ぞう履りが、床を蹴る。


　炎を搔かきわけ、左手の印が素す早ばやく変化する。


　どこか鶴つるにも似たカタチの印形は、韋い駄だ天てん印。曼マン陀ダ羅ラ最速をもってなる、四天王・増ぞう長じよう天の眷けん属ぞく。





「韋駄天神に、帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソワカ）──！」





　叫さけびとともに、隻蓮は突とつ撃げきした。


　炎で袈け裟さの一部が焦こげ、槍をかわしそこねた肩かた口ぐちの傷が、血をしぶかせた。


　かまわず、頭からフィンにぶつかった。回かい避ひしようのないタイミングで、ふたりの身体からだが激突する！


「っ！」


「あああああああああああああああああっ！」


　抱だきかかえるようにして、ふたりの身体が床を離はなれた。


　背後にあった倉庫の窓へと衝しよう突とつ。


　そのまま窓を破り、外部の運河を飛び越こえて、地上三メートルの高さまで鮮あざやかな放物線を描いて跳はねあがった。





　ふたりの姿が、ヴェネツィアの夜を飛ぶ──！





「まるで、ジェットコースターだ」


　空中で、フィンが笑った。


　落下直前に身をひねる。倉庫から大きく離れて、煉れん瓦がの道へと軽かろやかに着地しながら、しかし、若者は大きく目を見張った。


「──これはこれは」


　と、苦く笑しようする。


　視線は、いましがた自分の飛び出した、燃える倉庫。


　その隣となりを流れる、広い運河である。


　隻蓮は、その運河の水面へ、両の足で立っていたのである。


「水天真言？　いくら密教の魔術特性があるにしろ、本当に芸達者だね。僕でもそう矢や継つぎ早にはいかないよ」


「おぬしには、必要なかろう」


　と、隻蓮は口にした。


　倉庫の炎ほのおを背に、運河の水面で印を組んでいる。幸い、燃えかけていた袈裟も、今の飛ひ翔しようと運河への着水とで鎮ちん火かしたらしかった。


　水しぶきに濡ぬれたまま、隻蓮は問う。


「もう一度だけ、訊きくぞ。どうしておぬしは、誰だれも幸せにならぬ願いを叶かなえようとする」


「……ああ。幸せとか、そういうの言われると困っちゃいますね」


「困る？」


「だって僕、幸せなんて感じたことないですから」


　にっこりと笑って、フィンは答えたのだ。


「な……」


「ひょっとしたら、子供の頃ころはあったかもしれませんけど、現状の僕の記き憶おくには影かげも形もありませんね。理解できない概がい念ねんを、実行できるはずないでしょう。だから、他人の願いを叶えるのに、幸せとかそういうのを条件にいれたことないです」


　そして、こう付け加えた。


「願いを叶えるために、僕を必要としてくれればいいんですよ。本当に、僕はそれだけでいい。だって、他人に必要にされなければ、生きている意味なんてないでしょう？」


「……………………………………………………………………そうか」


　若者の答えに、隻蓮は重くうなずいた。


　フィン・クルーダ。


　他人の願いを叶えるだけの怪かい物ぶつ。


　その歪ゆがみを、隻蓮は知る。いや、知っていたのに、それでも確かく認にんせざるを得なかった。


　それだけ、ラウラとともにいたときのフィンは、本当に楽しそうに見えたのだ。けして噓うそでも演技でもなく、心の底から楽しんでいるように見えたのだ。


　だが。


　そもそも、若者が幸せなど知らない生物だとすれば、そんな洞どう察さつがいかに虚むなしいものか。


「ヴェネツィアに来たのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉からの差し金か」


「さて、どうでしょう」


　と、若者は嘯うそぶいた。


　その両目が、爛らん々らんとありえない輝かがやきを宿しはじめていた。


「そろそろ、本番にします？」


　真紅クリムゾンの色。


　それこそ、取り換え児チエンジリングとして、フィンの得た異能──妖精眼グラム・サイト。ありとあらゆる魔術を、その根源たる呪じゆ力りよくを見み極きわめ、時に制せい御ぎよさえする妖よう瞳どう。


「っ！」


　その瞳ひとみに、隻蓮が奥歯を嚙かんだ。


　印を組みかえる。





「火天に帰命したてまつる（オン　アグニ　ソワカ）！」





　ごお、と背後で倉庫の炎が渦うず巻まいた。


　隻蓮の秘術を受けて、操あやつられた炎が四方八方から、フィンを取り囲む。


「うん、いいね」


　フィンが、ヤドリギの槍ミストルテインを一ひと振ふりした。


　それだけだった。


　それだけで、迫せまり来る炎のすべてを、フィンの槍は打ち消したのだ。


　神性を滅めつするとは、まさにそういうことか。魔術という現象すら根源から絶つ、凄せい絶ぜつなる槍の『力』。


　いいや、ヤドリギの槍ミストルテインだけではない。


　妖精眼グラム・サイトが、魔術の『核かく』を見み抜ぬいたのである。強きよう烈れつな魔術の流れをせき止める、最も有効なポイントを、その瞳は一いち瞥べつで看破したのだ。


「さして、時間はかかりませんね」


「おお」


　フィンの言葉を、隻蓮が肯こう定ていする。


　一合で決まると、ふたりともが踏ふんだのだ。


　魔法使いの戦いとは、結局のところ、先んじて用意した切り札で決まる。


　その切り札の数、力、相あい性しよう、魔術特性──いくつもの条件が重なり合うとはいえ、結局のところ、切り札によって決定されるのは違ちがいない。


　それをぶつけあう、そういう段階だと、どちらも悟さとったのだ。


（時間をかければ、ろくな魔術も使えなくなるしの……）


　呪力の変化を感じながら、隻蓮は思った。


　いまや赤々と輝く瞳は、周囲一体の呪力を支配しつつある。長引けば、不利となるのは隻蓮の方だ。水面に立った両足も徐じよ々じよにくるぶしまで沈しずみ、隻蓮の呪力の低下を示していた。


「…………」


「…………」


　しばし、時間が流れた。


　数秒か、それとも数分か。


　どちらにしても、長くはなかったはずだ。


「おおおおおおっ！」


　雄お叫たけびとともに、隻蓮が跳ちよう躍やく。


　同時に、運河の水面が大きく弾はじけ、密教僧そうの姿を覆おおい隠かくした。漆しつ黒こくの夜と灼しやく熱ねつの炎ほのお、そして渦巻く怒ど濤とうが、世界のすべてにすり替かわった。





「摩利支天に帰命したてまつる（オン　マリシエイ　ソワカ）──！」


「我は命ずるハイル──！」





　闇やみと炎と水の中で、ふたつの呪力が絡からまりあう。


　その呪力の渦を突つっ切って、隻蓮は流星のごとく降り落ちる。


「諸しよ行ぎよう無む常じよう、是ぜ生しよう滅めつ法ぽう、生しよう滅めつ滅めつ已い、寂じやく滅めつ為い楽らく──」


　唱えるは涅ね槃はん経きよう。


　数珠じゆずを引き出し、拳こぶしを握にぎる。


　歯を食いしばり、その拳を炎と水の中に突き立てた。


「往おう生じようせえいっ！」


　呪力が、弾ける。





　──すべてが、凝ぎよう結けつした。





　天空に噴ふき上がっていた水しぶきが、今度は時ならぬ豪ごう雨うのごとく降り注ぎ、倉庫の炎さえ一時衰おとろえさせた。


　その中に、隻蓮もしゃがみこんでいた。


「……おぬし……っ？」


　隻蓮が、振り向く。


　少し離はなれた、煉れん瓦がの道だった。


　フィンは、その視線の延長上で、微び笑しようしていた。


　激げき突とつの刹せつ那な、この若者が魔術を中断したのだと、隻蓮には分かっていた。結果として、どちらも致ち命めい的てきな怪け我がを負うことなく、すれちがうだけに終わった。しかし、それは同時に、本気でやっていれば、すでに隻蓮は倒たおれていたというその事実をも指し示していた。


「……怖こわいなあ」


　と、フィンは呟つぶやいた。


　自分の肩かたを抱だき、ぶるり、と身体からだを震ふるわせた。


「怖いなあ。隻蓮さん、今、捨て身で僕の片目をえぐりにきたでしょ」


「格付けと言ったのは、おぬしじゃ」


　と、隻蓮が言う。


「魔術戦せん闘とうで勝てないのは分かっておった。それなら、眼球のひとつももらっていかねば、甲か斐いがあるまい」


　その台詞せりふの中に滲にじんだものは──どこまでも静かで、しかし揺ゆるぎない覚かく悟ご。


　フィンは、苦笑してうなずいた。


「ええまあ。単に捨て身とか相打ち狙ねらいぐらいならどうにかなるんですけどね。いや、命と片目を交こう換かんしにこられちゃ、ちょっと避よけられる気がしないですよ」


　それから、こう訊きいたのだ。


「そこまでするのは、ラウラさんのことで怒おこったからですか？」


「…………」


　隻蓮は、答えない。


「それとも、また僕がイツキくんに会うって、そう思ったからですか？」


「────っ」


　隻蓮の眉まゆが、かすかに震えた。


「正直ですね」


　と、フィンは好ましそうに、柔やわらかく微笑する。


　自分の顔に触ふれ、すうと目を細めた。


　真しん紅くの瞳ひとみを。


「同じ妖精眼グラム・サイト。神かみ代よの時代ならともかく、現代での保持者は皆かい無むに等しい。まして、イツキくんのあれは特別だ。妖精眼グラム・サイトを持っていながら、あれだけまともであることがすでにおかしい」


　まともというのは、そうじゃない自分への嘲ちよう笑しようか。


　微笑のままの若者からは、いかなる感情も読み取れない。


「だから……何じゃ」


「近いうち、僕はまた、イツキくんに会いますよ」


　緊きん張ちようが、再び空気を渡わたった。


　隻蓮とフィンの間で、ぴいんと見えない糸が張りつめる。今にも切れそうな細い糸は、ある少年の運命を紡つむぐ糸でもあった。


　伊い庭ばいつき。


　極東の国──日本で貸し出し魔法使いレンタルマギカ業を営む少年。


「……くす」


　と、若者がまた笑った。


「でも、ここであなたともやらない。片目を犠ぎ牲せいにするのも痛そうだし、お気に入りの場所がなくなっちゃいますからね」


　フィンの笑えみが、深くなる。


　数秒前まで死を賭とした戦いにあったと、そんなことは欠片かけらも考えさせない笑み。


「いずれ、また」


　ふわり、とその姿が闇に溶とけていった。


　呪じゆ力りよくと同時に、若者の存在そのものがあやふやになっていく。


「──っ、待て！」


「そうそう。あなたの疑問も答えましょう。願いを叶かなえるとまではいきませんけど」


　すでに、若者の姿は消えていた。


　声だけが、夜風に乗って、残りの言葉を届けた。


「〈魔ま女じよの中の魔女〉は──かつて〈竜りゆう〉をも支配し、西洋魔術の頂点に立った魔女は──ホナミの祖母、〈アストラル〉取締役ヘイゼル・アンブラーは──結局、ここでも見つかりませんでした。残念ながら、お互たがい無む駄だ足あしになっちゃいましたね」


　隻蓮の立ち上がったときには、すでにその声すら、どこから届いていたのか分からなくなっていた。


　遠くから、ボートのエンジン音が聞こえた。


　火災に気がついた消防艇ていが、彼方かなたから近づいてきたらしかった。





　　　　６




　──真っ先に、白い天てん井じようが見えた。





　知らない天井だったことに、まずラウラは驚おどろいた。


「あ……」


　と、視線だけを横にやる。


　身体からだは動かなかった。意思が伝わっても、動かすだけの力が残っていないという──ちょうど、そんな感じだった。何もかもが夢うつつで、遠い世界のように思える。


「──起きたでござるか」


　と、声があった。


　なぜだか安心する、野太くて優やさしい声。


　視線を向けようとすると、もう一度声をかけられた。


「無理せぬ方がいい。丸二日寝ねていたでござるからな」


「丸……二日」


　その言葉で、やっとラウラは自分がベッドに寝ていたことに気が付いた。


　どうやら、病室らしい。


　相手は、小こ柄がらな東洋人だった。


　五分刈がりの頭に、風変わりな黒い衣ころもを纏まとっている。


　昔、日本の映画で見た覚えがあった。


　日本の僧そう侶りよで、オボウサンとかいう職業だろう。


「あなた……は……？」


「あ……うむ、その……おぬしを病院まで運んだものじゃ」


　困ったように、僧侶が鼻の頭を搔かく。


　人が良さそうな顔をしていた。


「……ああ」


　と、ラウラは納なつ得とくする。


「生きてるんだ、あたし」


　と、呟つぶやいた。


　撃うたれたとき、すでにラウラは命を諦あきらめていたのだ。


　もうすぐ来るだろうと、そう予想していたものが来ただけ。ちょっとばかり予定外の場所と状じよう況きようだったが、どうせ人間、死に場所は選べないものだろう。この島で死んでいくと言った自分が、実際にこの島で死ねたなら、それはきっと幸せな方だ。


　不思議と、撃たれる直前の記き憶おくも曖あい昧まいだった。


　何か、あの若者に問われていたはずなのだけど……。


「もう、狙ねらわれることはないでござるよ」


「……え？」


「詳くわしいことは、回復してから話すでござる。ただ、もう心配しなくていいと、それだけ覚えておいてくだされ。ゴンドラ乗りゴンドリエレも続けられるでござるよ」


　それより、巻き込んですまなかった、と僧侶は告げた。


　何のことだろう。


（あたしは……あたしの身内の事情で撃たれただけなのに）


　ぼんやりと考える。


　やはり、思考はまとまらない。


　麻ま酔すいがまだ抜ぬけきってないのだろうか。半分死んでいるような気分だった。


「すまぬが、ひとつ訊きいてよいか？」


　僧侶が、本当に申し訳なさそうに口にした。


　ラウラが視線を上下させることでうなずくと、質問はこんなカタチを取った。


「おぬしは、フィンのことを、どう思っていたのでござる？」


「…………」


　言葉が、出なかった。


　意外な質問というのじゃなくて、本当に分からなかったのだ。惹ひかれていたのは確かなのに、その惹かれた心をどう表現したらいいのか、まるで見当もつかなかったのだ。


　ただ、この僧侶の言葉は、すとんと深いところに染しみいった。


（どうして……あたしは、あの人に惹かれたんだろう……）


　ラウラは、考える。


　感情の理由を探さぐるという、ひょっとしたら意味のないことを、一生懸けん命めいにやる。


　やがて、


「ああ……」


　と、勝手に声が漏もれた。


「どうかしたでござるか？」


「……からっぽだったからだと……思う」


「ぬ？」


　僧侶が、困こん惑わくの色を示した。


　かまわず、ラウラは言葉を続ける。





「あたしは……あの人じゃなくて……あの人が見ていた……綺き麗れいなセカイに……綺麗なヴェネツィアの街に……惹かれたんだ」





　それは、まるで海のように。


　空の色を映して蒼あおい──美しい海のように。


　綺麗なものを単純に綺麗と言った、美味おいしいものを単純に美味しいと言った──その純じゆん粋すいさが、悩なやんでいた自分には、ひどく大切なものに思えたのだ。


　なんて、身勝手なことだろう。


　そして。


　からっぽな若者は、なんと哀かなしいのだろう。


（きっと、もう会えないのに……）


　その確信だけがあった。


　自分とあの若者が出会ったことは、たった一度だけの必然。運命の糸は二度と交わりはしないだろう。


　生まれとか環かん境きようとかではなく、もっと根源的なところで、自分とあの若者は違ちがっている。


（だけど……）


　と、ラウラは思った。


「だけど……だけど……」


　何度となく、同じ声がこぼれた。





　つう、と少女の頰ほおを、一筋の涙なみだが伝わった。
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　同じ頃ころ。





　午後の昼下がり。


　春間近、ヴェネツィアの広場には、どこか眠ねむたげな風が舞まっていた。


　日向ひなたにいくつも置かれたカフェのテーブルでは、多くのお客がそれぞれのコーヒーを手に、ゆったりとした時間を楽しんでいる。


　そんなテーブルのひとつで、こんな声がかけられた。


「……なんだ、また菓か子しを食ってやがるのか」


「あげませんよ。僕のシュークリームですから」


　くるりと背を向けて、テーブルのシュークリームを隠かくしたのはフィンである。


　そして、声をかけたのは、赤い帽ぼう子しをかぶったラテン系の白人だった。


　洒落しやれた眼鏡めがねと、顎あごもとのかすかな無ぶ精しよう髭ひげ。野性味あふれる端たん整せいな顔立ちなのに、立体型の大きなマスクをして、その下半分を隠してしまっている。


　白人の名を、ガラ、という。


　かつて〈ゲーティア〉を裏切り、現在いまは〈螺旋なる蛇オピオン〉に所属する魔法使いであった。


「誰だれも取らねえよ」


　吐はき捨てて、ガラは帽子の上から頭を搔かいた。


「ひさしぶりに、蛇へびの召しよう集しゆうだ。一応、お前も呼んでおけってよ」


「そりゃどうも。じゃあ、君は僕の監かん視し役ってわけですか？」


「でなけりゃ、どこに行くかしれねえだろうが」


「ご明察」


　にっこり笑ったフィンに調子を狂くるわされたか、大おお袈げ裟さにため息をついてから、ガラはあることを尋たずねた。


「結局、魔女は見つかったのか？」


「んー、そっちは諦あきらめました。ちょっと前までここにいたはずなんですけど……うん、やっぱ僕に人捜さがしって向かないですよ。〈聖堂〉じゃ言い訳しないといけませんねえ」


　あははと笑って、フィンが言う。


　空を見上げて、シュークリームを口にする。テーブルには、まだ一ダース以上のシュークリームが積み上がっており、それを全部食べるまでは、てこでも動きそうにない。


「よくもまあ、そんな食えるよ。……あん？」


　シュークリームの箱だけちらりと見て、ガラの表情が変わった。


　こう訊きいた。


「……お前、その菓子のために、何かやらかさなかったろうな」


「何か？」


「ちょっと前、このへんの倉庫がひとつ火事に遭あったらしいけどよ。確か、この箱の住所のすぐ近くなんだが」


「や、それはむしろ逆ですよ」


「逆？」


「だって、あのままだと、お菓子屋さんまで潰つぶれそうだったから、途と中ちゆうで喧けん嘩か止やめたんですもん。僕の片目ぐらいならともかく、美味しいシュークリームの店がなくなっちゃ大惨さん事じです」


「は？」


　ますます混こん迷めいを深めて、ガラが眉まゆを寄せる。


　しかし、


「ふふん、まあ秘密にしておきますよ」


　と、フィンは唇くちびるに人差し指をあてたのである。


　それから、シュークリームの箱を手に持って、テーブルを立ち上がった。


「じゃあ、そろそろ行きましょうか」


「って食べながらかよ！　この街でのやり残しとかはねえのか？」


「何も。この街にも、そろそろ飽あきてきた頃でしたし」


　あっさりと、フィンはそう言った。





　その瞳ひとみには、この都市での思い出など──まして、そのシュークリームの店を教えてくれたゴンドラ乗りゴンドリエレの少女のことなど──すでに欠片かけらも残っていないようだった。
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　伊庭いつきです。


　猫ねこ屋や敷しきさん、依い頼らいについては……が、頑がん張ばってみます。


　みかんちゃん、通信簿ぼを見させてもらいました。頑張ったね。国語とか「大変よくできました」ってすごいと思います。


　ええと、穂ほ波なみは……………………な、何も言わない方が……いいかな？





　それと、大事な話があります。


　先日、隻蓮さんから手紙が届きました。その周知と隻蓮さんへの返事をかねて、この業務日誌にします。後で、隻蓮さんにも送る予定です。





　手紙には、ヴェネツィアで……フィンさんに会ったって書いてありました。


　詳くわしいことは書いてなかったけれど、隻蓮さんと戦ったそうです。どちらも大おお怪け我がはしなかったそうですが、大変な戦いだったように思えます。


　そして、こう言われたそうです。


　いずれ……僕とフィンさんが、また会うって。


　……あの人が言ったなら、きっとそうなるんでしょう。


　正直、逃にげたいです。


　でも。


　できるなら……向きあいたいって思います。


　あの人が、フィンさんが言っていたことは、間ま違ちがいばかりじゃない。


　正しいこともきっと混じっているのだと──いいえ、本当は正しいことと間違っていることを、はっきり分けるようなことはできないんだと思います。特に、この魔ま法ほう使つかいの世界では、ふたつを区別することは難しいんだろうと、最近特に思います。


　それでも、僕は。


　正しいとか間違えてるとかじゃなくて、誰だれかが泣かなくてすむようでいたい。


　そういうことのために魔法があるんだって──そう思いたいんです。




伊庭いつき




ＰＳ．隻蓮さんへ。預かったダフネさんへの手紙も届けておきました。すごくびっくりした、だけど嬉うれしそうな顔をしてましたよ。












　あとがき







　なんともはや！


　自分でもちょっと驚おどろきの三ヶ月連続刊行でお送りする『レンタルマギカ　魔法使いのクラスメイト』です。さすがに、ひとつのシリーズで三ヶ月連続ははじめてで、なんだか不思議な気分ですね（笑）。


　前回の『鬼の祭りと魔法使い』がかなり魔ま法ほう世界に寄った話でしたので、今回は少し意識して「学校」をメインにした話を集めてみました。書き下ろしを除けば、はじめての読者でもすんなり読める話かと思います。なんとなくレンタルマギカが気になってる方も、気軽に手に取っていただければ幸いです。


　では、短編集恒こう例れいの、一話ずつのコメントを。





・魔法使いと神隠し


『ザ・スニーカー』で二号連続特集を組んでいただけた回です。


　そのせいもあって、真正面から貸し出し魔法使いレンタルマギカらしい話に取り組んだつもりなのですが、どうだったでしょう。また、神かみ隠かくしという魔術現象は、今回の巻の裏テーマにもなってます。


　時系列的には、『鬼の祭り』の前の話ですね。





・魔法使いのヤマイ


　二号連続特集の二回目でした。はじめて『ザ・スニーカー』の表紙になってるのを見たときは、ちょっぴり感動した覚えが。


　こちらも、時系列的には、『鬼の祭り』の前です。





・魔法使いと終業式


『鬼の祭り』の後の話。


　保健室の先生は、実は一巻から登場しているキャラですね。本にして八冊分、リアルな年月にして二年半の間をおき、ようやく名前が出てきた次し第だいです（長っ）。


　水馬ケルピーにさらわれるというのは、後述の妖よう精せいも含ふくめた西洋の神隠しですね。





・魔法使いと水の都


　今回の書き下ろしです。終業式の話とほぼ同時期ですね。


　フィンは、もうひとりのいつきといってもいい人物でしょう。もうひとりの妖精眼グラム・サイト持ちにして、あるいはなりそこないの──もうひとりの主人公。その彼を主眼に据すえてみたら……という話です。


　そういうわけで、今回の本の中でも、異色の話となりました。


　無論、妖精にさらわれるというのは、西洋で最も有名な神隠しでしょう。





　最後になりましたが、三ヶ月連続刊行を一いつ緒しよに頑がん張ばってくださったイラストのｐａｋｏさん、魔術のみならずヴェネツィアのゴンドラルートまで調べてくださった考証の三輪さん、三ヶ月ずうっと頭を抱かかえていた担当の難波江さんに感謝を捧ささげます。


　いよいよ一年生も終わり、次の巻からは二年生編になる予定です。


　初夏頃ごろには、お目見えできるかと思います。





　　二○○六年十二月




キャサリン・ブリッグズの『妖精事典』を読みながら　　







ＰＳ、もし感想などありましたら、奥付の角川スニーカー文庫編集部まで送ってくださると嬉しいです。




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかいのクラスメイト





三さん田だ　誠まこと
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